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ＪＲ内房線江見駅から太海駅の海岸線を跨ぐように架けられた、鉄道橋

としては日本初の鉄筋コンクリートＴ型はり形式の橋梁である。初期にお
ける鉄筋コンクリート構造物の中でも比較的規模の大きい物として、また
形式的にもアーチ構造から桁・梁構造へと進化する記念碑的な意義を持つ
構造物である。また鉄筋コンクリート構造物の長期耐久性を実証する構造
物としても貴重である。

形式・構造：鉄筋コンクリート造 １６径間 T型梁上路橋

土木学会選奨土木遺産 平成24年（2012）認定
https://committees.jsce.or.jp/heritage/node/746

山生橋梁（鴨川市太海地先）
表紙写真について
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ははじじめめにに

千千葉葉県県でではは、、平平成成2255年年度度かからら県県内内のの建建設設関関連連企企業業のの技技術術力力やや
開開発発意意欲欲向向上上ののたためめ、、土土木木技技術術分分野野ななどどのの新新技技術術・・新新工工法法をを

「「ちちばば千千産産技技術術」」ととししてて広広くく情情報報発発信信しし、、そそのの活活用用やや普普及及をを
促促進進すするる取取組組みみをを行行っってていいまますす。。

本本事事例例集集ははここれれままででにに提提案案ののああっったた技技術術ににつついいてて、、公公共共事事業業でで
使使用用さされれたた事事例例をを取取りりままととめめたたももののでですす。。

ちちばば千千産産技技術術ととはは

従従来来技技術術よよりり活活用用効効果果のの高高いい材材料料、、製製品品、、工工法法等等でで、、実実用用化化ささ
れれてていいてて下下記記条条件件をを満満たたすすももののでですす。。

おお願願いい

○○ ちちばば千千産産技技術術はは、、技技術術のの活活用用とと普普及及をを促促進進すするるたためめののももののでで
あありり、、千千葉葉県県がが内内容容にに関関すするる認認証証をを行行ううももののででははあありりまませせんん。。

○○ 各各事事例例ににつついいててはは、、そそれれぞぞれれ提提案案者者がが制制作作ししてていいまますすののでで、、
問問いい合合わわせせににつついいててはは記記載載さされれてていいるる企企業業へへ直直接接おお願願いいししまますす。。

○○ ちちばば千千産産技技術術のの活活用用にに当当たたっっててはは、、現現場場条条件件等等にに十十分分留留意意しし、、
必必要要にに応応じじ開開発発者者にに問問合合せせるる等等、、適適正正ににごご利利用用願願いいまますす。。

・・県県内内にに本本社社又又はは自自社社工工場場ののああるる建建設設関関連連企企業業等等((協協会会、、組組合合
等等をを含含むむ))がが中中心心ととななっってて開開発発ししたた土土木木分分野野ななどどのの技技術術。。

・・公公共共工工事事等等でで活活用用可可能能なな技技術術。。

・・各各種種基基準準をを踏踏ままええたたもものの。。

・・技技術術のの公公表表にに異異存存ののなないいこことと。。

・・技技術術にに係係るる特特許許権権等等のの権権利利ににつついいてて問問題題がが生生じじなないいこことと。。
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光
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シ
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Ｆ

Ｓ
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テ
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ｸ
ﾗ
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「
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テ
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日
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業
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面

作
業

構
台
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グ
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工
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面
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台
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IP
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良
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検
出
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テ
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「
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ル
フ

ロ
・
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9
R
7
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E
建

材
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緊

急
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策
工

「
応

急
土
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流
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ド
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R
7
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ア

ー
ト

道
路

用
Ｐ

Ｒ
Ｃ

版
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急
速

施
工

が
可
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で

、
維

持
管

理
が
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や
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い

Ｃ
ｏ

ｎ
舗
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1

R
7

(株
)ガ

イ
ア

ー
ト

延
長

床
版

シ
ス

テ
ム

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

工
法
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震

災
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緊

急
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両
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通
行

帯
確
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ラ
イ

ン
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ビ
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接
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膜
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工
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ザ
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ー
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強
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壁
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N
D
パ
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断
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応
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ン
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強
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工
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梁
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縮
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修
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検
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Ｎ
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築
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Ａ
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ト
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立
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に
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通
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心
助

け
立

体
視

覚
に

よ
る

分
離

方
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面
画

像
の

立
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認
識

技
術
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製

品
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よ
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駐
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等
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6
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岡
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日
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㈱

タ
イ
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ー

シ
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ム

「
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鉄
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属
用

塩
害
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向
け
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ム
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2
2
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6

ベ
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ス
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壊
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防
護

柵
「

ル
ー

プ
フ

ェ
ン

ス
・

E
タ
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2
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サ
ン

コ
ー

テ
ク

ノ
㈱

ス
パ

イ
ラ

ル
付

き
鋼

管
杭

「
マ

ル
チ

ス
ク

リ
ュ

ー
」

3
0

R
5

大
日

本
塗

料
㈱

Ｃ
Ｏ

Ｚ
Ｙ

Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｋ

シ
リ

ー
ズ

「
新

・
室
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環

境
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応
形

水
系

塗
料

」

3
0

R
5

ベ
ル

テ
ク

ス
㈱

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

P
C
造
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レ

ベ
ー

タ
ー

シ
ャ

フ
ト

「
ラ

ク
シ

ス
」

3
2

R
5

ベ
ル

テ
ク

ス
㈱

分
割

式
箱

型
マ

ン
ホ

ー
ル
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エ

ス
ホ

ー
ル

P
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s
）

－
R
5

大
日

本
塗

料
㈱

エ
コ

ク
ー

ル
ア

ク
ア

S
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エ
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ク
ー

ル
ア

ク
ア

F
環

境
対

応
に

特
化

し
た

遮
熱

塗
料

（
遮

熱
効

果
で

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
実

現
！

）

3
3

R
4

千
葉

窯
業

㈱
新

形
状

の
P
C
a
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

「
角

丸
カ

ル
バ

ー
ト

」

3
5

R
4

大
日

本
塗

料
(株

)
ア

ク
ア

マ
リ

ン
タ

ッ
ク

レ
ス

凜
「

リ
ベ

ッ
ト

構
造

型
水

性
硬

質
塗

料
（

皮
脂

軟
化

対
策

塗
料

）
」

3
6

R
4

大
日

本
塗

料
(株

)
ノ

ボ
ク

リ
ー

ン
シ

リ
ー

ズ
「

室
内

環
境

対
応

形
水

系
塗

料
（

シ
ッ

ク
ハ

ウ
ス

症
候

群
対

応
塗

料
）

」

3
7

R
4

中
舘

工
業

(株
)

フ
ラ

ッ
ト

キ
ー

パ
ー

「
目

違
い

修
正

具
」

8
R
7

ニ
チ

レ
キ

(株
)

長
寿

命
舗

装
用

中
温

化
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
「

ス
ー

パ
ー

シ
ナ

ヤ
カ

フ
ァ

ル
ト

」

道 路

1
2

R
7

日
本

製
鉄

(株
)

カ
タ

マ
🄬🄬Ｓ

Ｐ
「

鉄
鋼

ス
ラ

グ
を

用
い

た
散

水
・

転
圧

で
固

ま
る

簡
易

舗
装

材
」

2
2

R
6

(株
)ガ

イ
ア

ー
ト

多
機

能
型

排
水

性
舗

装
「

フ
ル

フ
ァ

ン
ク

シ
ョ

ン
ペ

ー
ブ

（
F
F
P
）

」

2
3

R
6

(株
)ガ

イ
ア

ー
ト

リ
サ

イ
ク

ル
が

可
能

な
ク

ラ
ッ

ク
抑

制
シ

ー
ト

「
Ｇ

・
Ａ

ｓ
シ

ー
ト

」

2
6

R
6

日
本

ペ
イ

ン
ト

・
イ

ン
ダ

ス
ト

リ
ア

ル
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
ス

(株
)

高
耐

久
路

面
標

示
用

塗
料

2
6

R
6

前
田

道
路

(株
)

フ
ォ

ー
ム

ド
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
に

よ
る

中
温

化
混

合
物

「
e
c
o
le
（

エ
コ

ー
ル

）
」

2
8

R
5

ジ
ェ

コ
ス

㈱
Ｈ

形
鋼

橋
梁

Ｇ
Ｈ

Ｂ
「

Ｇ
Ｈ

Ｂ
」

2
8

R
5

ゴ
ト

ウ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
㈱

都
市

型
側

溝
シ

ェ
イ

プ
ア

ッ
プ

ス
リ

ッ
ト

「
都

市
型

側
溝

」

2
9

R
5

ゴ
ト

ウ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
㈱

デ
ィ

ン
プ

ル
「

既
設

側
溝

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
工

法
」

2
9

R
5

ゴ
ト

ウ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
㈱

自
転

車
に

優
し

い
側

溝
「

「
安

全
で

快
適

な
自

転
車

利
用

環
境

創
出

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

対
応

し
た

側
溝

」

3
4

R
4

日
本

興
業

株
式

会
社

可
と

う
性

重
圧

管
「

可
と

う
性

暗
渠

排
水

管
」

下 水 道
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令令和和７７年年度度にに提提案案さされれたた技技術術

掲掲載載提提 案案 者者技技術術のの概概要要技技術術のの名名称称番番 号号

—新光重機㈱

バックホウマシンガイダンスシステムと
GNSS締固管理システムを融合させ、振動
法面バケットの転圧秒数により、法面施工
を整形から締固めまでをトータルで管理す
るシステム

3DMGターボ法バケ転圧管理システ
ム

R07C-
1-1

P8ニチレキ㈱

「スーパーシナヤカファルト」を使用した
アスファルト混合物は、混合物の製造温度
を低減することで、合材製造時の重油消費
量が削減され、二酸化炭素の排出を抑制で
きる。また、その混合物は疲労ひび割れに
対する抵抗性を向上させると共に等値換算
係数1.7と算定されるため、舗装の長寿命化
が期待できる。

長寿命舗装用中温化アスファルト
スーパーシナヤカファルト

R07C-
1-2

—ベルテクス㈱

ザ・ウォールⅡ（大地震対応型）は、個人
の財産である宅地を安心安全に構築できる
宅地用L型擁壁で、大規模地震動の水平震度
kh=0.25に対応しています。
また、宅地用認定擁壁の中で唯一壁面を垂
直に設置することができるため、最大限、
土地の有効利用が可能です。

L型擁壁
ザ･ウォールⅡ(耐震型)

R07C-
1-3

—㈱ＮＩＰＰＯ

本技術は、従来、目視で行われてきたプ
ルーフローリング試験を、３次元カメラ計
測技術を用いてデジタル化し、地盤の変形
を自動で判定可能としたシステムです。

不良地盤検出システム
プルフロ･i

R07C-
1-４

P9JFE建材㈱

土砂災害発生後の応急対策としてJSパッ
ケージ（鋼製保護枠）と大型土のうを一体
化した「緊急対策工」（恒久対策が完了す
るまで、保全対象の安全性を高め、応急的
に2次被害を抑制）

緊急対策工 『応急土石流ガード』
JSパッケージ（鋼製保護枠）＋大型
土のう

R07C-
1-５

—
ハレーサルト工業会
（三洋コンクリート
工業㈱）

セメントの一部に高炉スラグ微粉末を使用
し、細骨材としてスラグ細骨材を100％用
いて凍結融解抵抗性、塩化物イオン浸透抵
抗性ならびに硫酸に対する抵抗性等を向上
した超高耐久性プレキャストコンクリート
製品。

ハレーサルト
高炉スラグ細骨材を用いた超高耐久
性プレキャストコンクリート製品

R07C-
1-６

P10㈱ガイアート

「道路用PRC版」は、弊社が開発した「高
強度PRC版（NETIS:CB-020006）/港
湾・空港で採用）」を道路舗装版用に開発
した製品・工法です。自動車の繰り返し荷
重に対応した疲労度設計法を取り入れ、工
場で製作された高品質なプレキャスト版で
す。”重交通路線において頻繁に補修して
いる箇所”や、”交通規制が困難な交差
点”、”急速施工が要求されるトンネル
（内・出入口）やアンダーパス”等の耐久
性（長寿命化）を求められている箇所で多
く採用されています。

道路用PRC版
急速施工が可能で、維持管理がしや
すいCon舗装版

R07C-
1-７
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令令和和７７年年度度にに提提案案さされれたた技技術術

掲掲載載提提 案案 者者技技術術のの概概要要技技術術のの名名称称番番 号号

P11㈱ガイアート

本工法は、橋梁橋台部付近の環境悪化の抑
制が目的です。構造は、「橋梁床版を土工
部に延長する部材（延長床版）」と「床板
のすべり面としての部材（底版）」で構成
され、従来橋台部上に設置された伸縮継手
を土工部に移設します。効果として1.橋台
部付近で発生する振動、騒音の低減、 2.
橋台部背面土の沈下による段差抑制、3.通
過車両の段差衝撃の緩和、4.遊間（伸縮継
手）からの漏水抑制、5.快適な走行性、6.震
災時の緊急車両の通行帯確保が、確認され
ている。（NETISで震災に役立った工法と
して選出された）

延長床版システムプレキャスト工法
震災時の緊急車両の通行帯確保

R07C-
1-８

P12日本製鉄㈱

従来、管理用道路や作業道等の比較的車両
交通量の少ない道路には、砕石敷き舗装や
土系舗装等が用いられてきた。カタマ®SP
は、これらの代替舗装材料であり、鉄鋼ス
ラグを原料として製造されていることから、
適量の散水と重機による転圧を行うことで
鉄鋼スラグ特有の潜在水硬性（水と反応し
て固まる性質）を発揮して徐々に固化が進
行する。固化することにより、養生後は従
来の材料と比較して密実で強固な舗装とな
り、品質が向上する。

カタマ🄬🄬SP
鉄鋼スラグを用いた散水・転圧で固
まる簡易舗装材

R07C-
1-9

—日本製鉄㈱

従来、安定処理工、路床改良工にはセメン
ト・石灰系固化材が用いられてきた。軟弱
地盤改良材「ジオタイザー®」は鉄鋼スラ
グを原料とした石灰系粒度調整材であり、
従来のセメント・石灰系固化材が粉体であ
るのに対し粒状材料であることを特徴とす
る。このため、施工性が良く粉塵がたたな
い、バラ材で運搬・保管が出来るので取り
扱いが容易であり、また、材料費が安価と
なるので建設コスト縮減により経済性向上
が図れる。

ジオタイザー🄬🄬
軟弱地盤改良用石灰系粒度調整材

R07C-
1-10

P13大日本塗料㈱

四方を海に囲まれ、四季を有する日本にお
いて、海からの飛来塩分や冬季に道路散布
される凍結防止剤など、鋼構造物の早期腐
食の原因となる"塩害"への対策が課題となり
ます。「タイエンダーシステム」は、腐食
性物質の遮断効果に優れ、従来品の３倍以
上（当社比）の耐塩害性を有することから、
塩害が特に厳しい地域＝重塩害環境下にあ
る金属素材を腐食から保護します。更に、
低温での硬化乾燥性や幅広い素地適正を有
しており、幅広い環境下でお使い頂けます。

タイエンダーシステム
鉄・非鉄金属用 塩害環境向け高遮断
塗装システム

R07C-
1-11

P14

日本ラインサービス
㈱
（一般社団法人ク
リーンレーザー工法
協会）

・本技術は、高出力のレーザー光線が旧塗
膜・鉄サビ部分を瞬時に除去し、微粒子を
吸引する。
・集光されたレーザースポットエネルギー
を金属素材表面の有機性対象に照射すると、
エネルギー密度の高いレーザー光を吸収し
た汚れ、コーティング等の対象は帰化（昇
華）される
・帰化（昇華）された旧塗膜は同時にバ
キュームにて吸引され、フィルターを介し
て処理される

非接触の塗膜除去工法「クリーン
レーザー工法」
（高出力レーザーを用いた塗膜やサ
ビ、塩分の除去工法）

R07C-
2-1
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令令和和７７年年度度にに提提案案さされれたた技技術術

掲掲載載提提 案案 者者技技術術のの概概要要技技術術のの名名称称番番 号号

P15岡三リビック㈱

ジオプール工法は、「容器包装リサイクル
法」の適用を受ける再生原料を用いた環境
負荷の低減と雨水流出抑制を実現するプラ
スチック製雨水貯留槽です。本体をユニッ
トとして積み上げ、遮水、透水、保護シー
トで覆うだけのｼﾝﾌﾟﾙな構造で、運搬や組立
てが容易かつ人力で施工が可能で大幅な工
期短縮となります。県内製造工場において
は、再生可能エネルギーを活用し、ｺﾝｸﾘｰﾄ
工法と比べて圧倒的にCO2排出量を削減す
る脱炭素に貢献する工法です。浸水ﾘｽｸを低
減させ安心安全な治水対策を実現します。

ジオプール工法
（雨水流出抑制対策 高強度プラス
チック製雨水貯留浸透槽）

R07C-
2-2

P16
多数アンカー式補強
土壁協会

本技術は、補強材を前面に突出させるため
の補強土壁用の壁面材及び連結部材である。
従来は壁面材の背面で補強材を連結してい
た。本技術の活用により補強材の非破壊検
査による診断が可能となり、補強土壁の安
全性向上及び診断時の作業安全性や施工性
の向上が図れる。

NDパネル
（診断対応型 多数アンカー式補強土
壁工法）

R07C-
2-3
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活用事例

【令和７年度】

7



ニチレキ株式会社開発社
長寿命舗装用中温化アスファルト

「シナヤカファルト」
技術名

千葉県千葉市中央区村田町888-4所在地スーパーシナヤカファルト(補足)

043-208-2181電話番号道路工種

https://www.nichireki.co.jp/ＵＲＬ令和７年度提案年度

千葉県富津市（数馬地先）施工場所令和 5年 8月施工年月

国道456号路線名等君津土木事務所（天羽出張所）発注機関

１１．．建建設設費費・・管管理理費費縮縮減減

２２．．安安全全性性向向上上

３３．．品品質質向向上上

４４．．工工期期短短縮縮・・施施工工性性向向上上

５５．．環環境境配配慮慮

使用者の意見

〇供用2年6カ月だが、ひび割れ等の発生も確認されていない
→十分な疲労抵抗性を有していると言える
〇通常合材と比較し温度が低いが、従来通りの締固めが可能
→転圧機等、特殊な機材を必要としない
〇供用調査を継続的に行い、LCCの優位性を確認していく必要が
ある

技術（製品）の施工状況

温度確認

切削状況施工前 舗設後

スーパーシナヤカファルト
ポリマー改質アスファルト（長寿命化＋低炭素舗装用バインダ）

特特徴徴
1.優優れれたた柔柔軟軟性性とと強強靭靭性性
→「「ひひびび割割れれ」」とと「「わわだだちち掘掘れれ」」のの発発生生抑抑制制

2.施施工工温温度度がが低低いい
→施施工工性性向向上上・・寒寒冷冷期期ででもも品品質質確確保保

3.製製造造温温度度をを低低減減
→CO₂をを大大ききくく削削減減ででききるる環環境境配配慮慮型型

4.遠遠隔隔地地ででのの施施工工品品質質確確保保
→約約65～～100km圏圏内内ままでで混混合合物物をを運運搬搬

混混合合物物製製造造温温度度のの低低減減にによよりり二二酸酸化化炭炭素素排排出出量量のの抑抑制制がが可可能能 50年年間間ののラライイフフササイイククルルににおおけけるる二二酸酸化化炭炭素素排排出出量量
（（切切削削オオーーババーーレレイイ50mmのの場場合合））

製製造造温温度度がが約約50℃℃低低減減！！
100㎡㎡のの現現場場でで、、52.8kg‐CO2のの排排出出量量削削減減ででききまますす。。
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JFE建材株式会社開発社緊急対策工『応急土石流ガード』技術名

東京都港区港南1丁目2番70号所在地JSパッケージ（鋼製保護枠）＋大型土のう(補足)

03-5715-7640電話番号河川・道路工種

https://jfe-kenzai.co.jp/products/emergency-guard/ＵＲＬ令和７年度提案年度

全国各地（国：10件、県：21件）施工場所-施工年月

-路線名等-発注機関

１１．．建建設設費費・・管管理理費費縮縮減減

２２．．安安全全性性向向上上

３３．．品品質質向向上上

４４．．工工期期短短縮縮・・施施工工性性向向上上

５５．．環環境境配配慮慮

使用者の意見

技術(製品)の施工状況

◎◎ 実実物物大大実実験験ににてて、、
礫礫のの衝衝突突にに対対すするる安安全全性性確確認認

下流に被害なし
安心ね！！

応応急急土土石石流流ガガーードドののおおかかげげでで、、土土砂砂流流出出をを防防ぐぐここととががででききたた。。
ももししああのの量量のの土土砂砂がが流流出出ししてていいたたらら、、人人的的被被害害はは免免れれななかかっったた。。
改改めめてて効効果果をを実実感感ししてていいるる。。

ＪＪＳＳパパッッケケーージジ
（鋼製保護枠）

大大型型土土ののうう
（中詰め）

災災害害発発生生後後、、応応急急・・緊緊急急対対策策ととししてて設設置置可可能能なな鋼鋼製製かかごご

工工事事従従事事者者のの安安全全対対策策

◎◎ 土土砂砂補補捉捉事事例例

岩岩手手県県 石川県 群群馬馬県県

奥⾏︓1200mm

⾼さ︓1000mm

⻑さ︓2000/3000mm

軽軽量量・・ココンンパパククトトでで省省力力化化にに貢貢献献
高高強強度度パパネネルルにによよりり土土石石流流荷荷重重ににもも対対応応可可能能！！

全全国国各各地地でで
採採用用頂頂いいてておおりりまますす！！

土土砂砂捕捕捉捉

山山林林火火災災後後のの土土砂砂流流出出対対策策 地地震震後後のの土土砂砂災災害害対対策策

土土砂砂捕捕捉捉 土土砂砂捕捕捉捉
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株式会社ガイアート開発社道路用PRC版技術名

東京都新宿区新小川町8-27所在地
急速施工が可能で、維持管理がしやすい

Con舗装版
(補足)

03-5261-9211電話番号道路工種

https://www.gaeart.comＵＲＬ令和７年度提案年度

愛知県津島市施工場所平成29年9月施工年月

115号線神尾交差点路線名等愛知県海部建設事務所発注機関

１１．．建建設設費費・・管管理理費費縮縮減減

２２．．安安全全性性向向上上

３３．．品品質質向向上上

４４．．工工期期短短縮縮・・施施工工性性向向上上

５５．．環環境境配配慮慮

使用者の意見
急速施工が可能なプレキャスト舗装版で、LCCの低減、長寿命

化が見込まれ、採用に至る。
【【施施工工実実績績】】代表例（令和6年2月現在）

◇国交省地整：東北6、中部3、関東2、四国3、中国3
◇NEXCO：東名、北陸道、九州道、中央道
◇地公体：神奈川1、静岡1、徳島4、愛知2、取手市1
◇民間他：東京電力、関西電力、他 実績49,600㎡

技術（製品）の施工状況 ＜愛知県県道交差点 施工例＞

PRC版施工状況 高さ調整状況 グラウト注入状況

高強度PRC版は、ガイアートの保有技
術で、研究会を設立しています。
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株式会社ガイアート開発社延長床版システムプレキャスト工法技術名

東京都新宿区新小川町8-27所在地震災時の緊急車両の通行帯確保(補足)

03-5261-9211電話番号道路工種

https://www.gaeart.comＵＲＬ令和７年度提案年度

東北地方施工場所平成23年度施工年月

4・45号線他路線名等東北地方整備局発注機関

１１．．建建設設費費・・管管理理費費縮縮減減

２２．．安安全全性性向向上上

３３．．品品質質向向上上

４４．．工工期期短短縮縮・・施施工工性性向向上上

５５．．環環境境配配慮慮

NETIS(関東地方整備局)
平成23年度建設技術フォーラムにおいて 「東日本大震災で効果

を発揮した6工法」として選出されました

技術（製品）の施工状況

【施工実績】中央道2、東名3、中部横断、常磐道5、北関東、東関東、
東北中央2、北陸3、三陸、名神2、西名阪、新名神2、阪和、東九州
2、北九州、中国4、湯浅御坊、米子、大分、国道４５号，4号4、東
北中央2、島根県、長崎県、他 ＜総 47箇所＞
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日本製鉄株式会社 東日本製鉄所開発社カタマ🄬🄬SP技術名

千葉県君津市君津１番地所在地
鉄鋼スラグを用いた散水・転圧で固まる

簡易舗装材
(補足)

0439-50-2029電話番号道路工種

https://www.nipponsteel.com/prod
uct/slag/

ＵＲＬ令和７年度提案年度

千葉県勝浦市（墨名地内）施工場所令和７年１２月施工年月

勝浦幼稚園跡地路線名等勝浦市 学校教育課発注機関

１１．．建建設設費費・・管管理理費費縮縮減減

２２．．安安全全性性向向上上

３３．．品品質質向向上上

４４．．工工期期短短縮縮・・施施工工性性向向上上

５５．．環環境境配配慮慮

使用者の意見(学校教育課担当者)

技術（製品）の施工状況

主主なな納納入入実実績績((令令和和77年年度度分分))
君津市内 5件、木更津市内 1件、横須賀市内 2件 ほか民間向け多数

・固化するため、耐久性と防草効果に期待できる

・粒調砕石や再生砕石と比べ、仕上がりが美しい

・工法がシンプルなため、施工性がよい

【【施施工工前前】】 【【施施工工中中】】 【【施施工工完完了了後後】】

【【固固ままるるメメカカニニズズムム】】
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大日本塗料株式会社開発社タイエンダーシステム技術名

千葉市中央区富士見2-7-5富士見ハイネ
スビル

所在地
鉄・非鉄金属用

塩害環境向け高遮断塗装システム
(補足)

043-225-1721電話番号共通工種

https://www.dnt.co.jp/ＵＲＬ令和７年度提案年度

愛知県田原市施工場所令和３年３月施工年月

野田横断歩道橋路線名等東三河建設事務所発注機関

１１．．建建設設費費・・管管理理費費縮縮減減

２２．．安安全全性性向向上上

３３．．品品質質向向上上

４４．．工工期期短短縮縮・・施施工工性性向向上上

５５．．環環境境配配慮慮

使用者の意見(株式会社ハカマダ)
●作業性
・スプレー塗装で塗り込んだ箇所もタレずに仕上がった。
●経過観察結果（弊社 担当者）
・施工後4年半を経過した後に弊社にて経過観察を実施した。
・ウェブ面、溶接部、ボルドなどいずれの部位にも錆などの

異常も見られなかった。
・孔食していた部位にも錆は確認されなかった。

技術（製品）の施工状況

★★海海岸岸かからら直直線線距距離離でで約約885500mm（（塩塩害害環環境境））にに位位置置すするる歩歩道道橋橋にに
全全面面採採用用ししてて頂頂ききままししたた！！

bbeeffoorree aafftteerr
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技術名
非接触の塗膜除去工法

「クリーンレーザー工法」
開発社 日本ラインサービス株式会社

(補足)
高出力レーザーを用いた塗膜やサビ、塩

分の除去工法
所在地 千葉県八千代市米本2154番地1

工種 道路 電話番号 047-489-6100

提案年度 令和７年度 ＵＲＬ http://www.n-ls.co.jp

施工年月 令和7年5月 施工場所 千葉県成田市

発注機関 京成電鉄株式会社 路線名等 吉倉橋梁塗替塗装工事

剥離剤・電動工具によるケレンと比較して
・粉塵の飛散が少なく、騒音も抑えられる。
・産業廃棄物の排出量が抑えられる。
・通常のケレンでは取りづらい鉛丹も取り除くことが

できるので仕上がりがよい。

１１．．建建設設費費・・管管理理費費縮縮減減

２２．．安安全全性性向向上上

３３．．品品質質向向上上

４４．．工工期期短短縮縮・・施施工工性性向向上上

５５．．環環境境配配慮慮

使用者の意見(元請：大東企業株式会社)

技術（製品）の施工状況 クリーンレーザー工法は集光されたレーザーを金属素材
表面に照射し、エネルギー密度の高いレーザーを吸収した
塗膜などの付着物を分解することで鋼構造物の塗膜、錆お
よび付着塩分を除去する技術である。分解された塗膜など
の付着物等は照射と同時に行っている集塵システムにて吸
引され飛散させることなくフィルターを介して処理される。

同工法は従来工法に比べ騒音の発生や産業廃棄物の排出
を大幅に抑制可能で、また照射と同時に表面塩分を除去す
ることができる。熱処理ではなく鋼材等の表面の塗膜など
の付着物を分解・除去しているため、鋼材表面を傷付ける
ことなく除去可能。母材を傷付けないため旧アンカーパ
ターンを利用しそのまま再塗装をできることから1種ケレ
ン相当である。

施工前 レーザー照射後 塗装後

KKKK--223300004422--AA

NNEETTIISS登登録録番番号号

公共事業21件
民間事業 7件
関 東10件

排排出出産産廃廃量量
削削減減

発発生生騒騒音音
抑抑制制

養養生生
軽軽易易化化

有害物質含有塗料の除去可能

吉吉倉倉橋橋梁梁塗塗替替塗塗装装工工事事

複数台の装置を導入する
ことで工期に沿った施工
が可能。またトラックか
ら降ろしての稼働も可。
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岡三リビック株式会社開発社ジオプール工法技術名

東京都港区港南一丁目8番7号日新ビル
10F

所在地
雨水流出抑制対策 高密度プラスチック

製雨水貯留浸透槽
(補足)

03-5782-9082電話番号下水道工種

https://www.okasanlivic.co.jpＵＲＬ令和７年度提案年度

千葉県船橋市施工場所令和６年６月～７月施工年月

飯山満川排水区発進基地整備工事路線名等船橋市下水道河川課発注機関

１１．．建建設設費費・・管管理理費費縮縮減減

２２．．安安全全性性向向上上

３３．．品質向上

４４．．工工期期短短縮縮・・施施工工性性向向上上

５５．．環環境境配配慮慮

使用者の意見(船橋市役所)
ジオプール工法AE-1αは、耐荷重が他のプラスチック製雨水貯
留浸透より大きいため、貯留槽上にクレーンを設置し、仮設ヤー
ド利用を可能とした。

技術（製品）の施工状況

貯留槽組立状況 貯留槽天板設置状況

シートの敷設と設置完了 シートの敷設と設置完了
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① 壁面材を部分的に破壊。
② 補強材を露出させ、引張り試験等

の診断。
③ 壁面材の修復。
作業時間約3～5日
供用中の補強土壁の一部を破壊す

るため慎重な作業が求められる。

従来の
診断方法

① 頭部キャップの取り外し。
② 補強材の診断（超音波探傷・リフ

トオフ試験）。
③ 頭部キャップの取付。
作業時間約0.5日。
非破壊で安全に診断できる。
廃棄物や騒音振動が発生しない。

NDパネル

多数アンカー式補強土壁協会開発社NDパネル技術名

東京都港区港南1-8-7日新ビル10F所在地診断対応型 多数アンカー式補強土壁工法(補足)

03-5782-8960電話番号道路工種

https://www.multi-anchor.jpＵＲＬ令和７年度提案年度

佐賀県唐津市施工場所令和3年4月施工年月

県道50号唐津北波多線路線名等佐賀県唐津土木事務所発注機関

１１．．建建設設費費・・管管理理費費縮縮減減使用者の意見（発注者、施工者、その他関係者）
• 通常の近接目視では点検できない土中の補強材が診断可能で、

維持管理の観点から安心感がある。

• 壁面材の部分的破壊を要する従来の方法と異なり非破壊で診断
できるため、作業時間・コスト・騒音・廃棄物の削減、安全性
の向上などが図れる。

２２．．安安全全性性向向上上

３３．．品品質質向向上上

４４．．工工期期短短縮縮・・施施工工性性向向上上

５５．．環環境境配配慮慮

技術（製品）の施工状況

診断用補強材の設置

診断用壁面材（上側）の設置

完成形

補補強強材材のの非非破破壊壊診診断断（ on-destructive iagnosis）

①壁面材の斫り工 ②補強材の診断

③壁面材の修復・養生・脱型

①頭部キャップ取外し ②補強材の診断 ③頭部キャップ取付け

診断手順

トルク鋼管支圧板

頭部キャップ

ターンバックル

ダブルコネクター

接続ロッドアイ

ロッド

不織布

従来壁面材

NNDDパパネネルル •補強材が壁面材の前面に
突出する構造。
•ダミー補強材ではなく、
実際に機能している補強
材を非破壊で診断可能。

•通常の目視点検では土中の
補強材の状態は確認不可能。
•補強材の状態を確認するた
めには、壁面材の部分破壊
が必要。
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潮

堤
や

津
波

防
波

堤
の

よ
う

に
水

塊
そ

の
も

の
を

止
め

る
の

で
は

な
く

、
被

害
を

拡
大

さ
せ

る
漂

流
物

を
制

御
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。

）

津
波

バ
リ

ア
ー

R
0
6
C

-
２

-
４

P
2
6

日
本

ペ
イ

ン
ト

・
イ

ン
ダ

ス
ト

リ
ア

ル
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
ス

㈱

当
社

で
培

わ
れ

た
樹

脂
配

合
技

術
を

応
用

す
る

こ
と

で
開

発
さ

れ
た

、
従

来
の

溶
融

材
と

比
較

し
て

約
４

倍
の

耐
久

性
を

持
つ

全
く

新
し

い
路

面
標

示
用

塗
料

。
強

靭
な

塗
膜

に
よ

っ
て

耐
摩

耗
性

・
耐

候
性

に
優

れ
、

長
期

に
渡

り
施

工
当

時
の

外
観

を
保

持
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

高
耐

久
路

面
標

示
用

塗
料

R
0
6
C

-
２

-
５

P
2
6

前
田

道
路

㈱

マ
イ

ク
ロ

バ
ブ

ル
技

術
を

利
用

し
た

環
境

性
と

作
業

性
に

優
れ

た
フ

ォ
ー

ム
ド

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
で

あ
る

。
通

常
合

材
よ

り
も

温
度

を
低

減
し

て
製

造
さ

せ
る

「
e
c
o
le
-
L
」

と
作

業
可

能
温

度
領

域
が

幅
広

い
「

e
c
o
l

N
」

が
あ

る
。

フ
ォ

ー
ム

ド
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
は

高
温

時
の

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

に
少

量
の

水
を

噴
霧

混
合

す
る

こ
と

で
、

水
が

急
激

に
気

化
し

て
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
が

気
化

し
た

も
の

で
あ

る
。

「
e
c
o
le
」

は
当

社
独

自
の

技
術

に
よ

り
泡

を
微

細
泡

(マ
イ

ク
ロ

バ
ブ

ル
）

化
し

、
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
混

合
物

に
新

た
な

有
用

性
を

付
与

す
る

。

e
c
o
le
（

エ
コ

ー
ル

）
R
0
6
C

-
２

-
６

P
2
7

㈱
N
IP

P
O

本
技

術
は

、
切

削
オ

ー
バ

ー
レ

イ
工

の
舗

装
出

来
形

を
専

用
の

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
を

用
い

て
一

人
で

高
精

度
に

検
測

が
で

き
る

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
。

設
置

し
て

、
撮

影
す

れ
ば

、
す

ぐ
デ

ー
タ

を
出

力
で

き
る

ほ
か

、
必

要
書

類
も

自
動

作
成

で
き

る
た

め
、

省
力

化
・

業
務

効
率

化
が

期
待

で
き

る
。

路
面

切
削

工
の

出
来

形
検

測
で

あ
れ

ば
、

１
測

点
あ

た
り

５
分

程
度

で
作

業
完

了
で

き
る

。

Ｎ
コ

レ
・

メ
ジ

ャ
ー

R
0
6
C

-
２

-
７

P
2
7

ニ
チ

レ
キ

㈱

既
設

上
層

路
盤

層
（

粒
度

調
整

砕
石

等
）

に
ア

ス
ゾ

ル
Ａ

（
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
乳

剤
）

と
セ

メ
ン

ト
を

ス
マ

ー
ト

ス
タ

ビ
に

て
同

時
混

合
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

震
に

耐
え

う
る

上
層

路
盤

構
築

技
術

。
※

上
記

に
て

構
築

さ
れ

た
舗

装
は

、
東

日
本

大
震

災
・

能
登

半
島

震
災

に
お

い
て

、
粒

度
調

整
砕

石
の

舗
装

よ
り

被
害

が
少

な
か

っ
た

。

地
震

に
強

く
、

遠
隔

臨
場

可
能

な
路

盤
構

築
技

術

R
0
6
C

-
２

-
８

17



令令
和和

５５
年年

度度
にに

提提
案案

ささ
れれ

たた
技技

術術

掲掲
載載

提提
案案

者者
技技

術術
のの

概概
要要

技技
術術

のの
名名

称称
番番

号号

P
2

8
ジ

ェ
コ

ス
㈱

H
形

鋼
橋

梁
、

G
H

B
は

、
主

に
支

間
長

1
0

ｍ
～

2
5

m
の

中
小

橋
梁

へ
の

架
け

替
え

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

製
品

で
、

主
桁

お
よ

び
横

桁
に

大
型

圧
延

H
形

鋼
を

採
用

し
た

シ
ン

プ
ル

な
構

造
で

す
。

H
形

鋼
橋

梁
G

H
B

R
0

５
C

-
1

-
1

P
2

8
ゴ

ト
ウ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

㈱

従
来

使
わ

れ
て

き
た

円
型

水
路

よ
り

、
さ

ら
に

強
い

洗
浄

力
を

誇
る

卵
形

形
状

の
都

市
型

側
溝

。
断

面
が

卵
形

の
為

、
小

水
量

時
に

流
速

が
大

き
く

な
り

、
清

掃
能

力
が

向
上

、
側

溝
内

底
部

に
堆

積
物

を
持

ち
に

く
く

な
り

、
清

掃
の

頻
度

を
飛

躍
的

に
減

ら
す

こ
と

が
出

来
る

。
ス

リ
ッ

ト
で

の
連

続
集

水
の

為
、

優
れ

た
集

水
能

力
を

持
ち

、
ま

た
、

円
型

水
路

に
比

べ
コ

ス
ト

縮
減

が
可

能
で

あ
る

。

都
市

型
側

溝
シ

ェ
イ

プ
ア

ッ
プ

ス
リ

ッ
ト

R
0

５
C

-
1

-
2

P
2

9
ゴ

ト
ウ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

㈱

側
溝

蓋
に

お
い

て
車

両
通

過
時

に
よ

り
が

た
つ

き
や

破
損

と
い

っ
た

不
具

合
が

頻
繁

に
起

き
る

。
そ

の
よ

う
な

現
場

で
は

、
現

在
流

通
し

て
い

な
い

規
格

の
蓋

が
施

工
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
あ

り
、

蓋
の

交
換

だ
け

で
は

済
ま

ず
、

施
工

で
き

な
い

箇
所

が
あ

っ
た

。
デ

ィ
ン

プ
ル

エ
フ

は
、

側
溝

寸
法

に
合

わ
せ

た
蓋

を
製

作
す

る
こ

と
で

、
既

設
側

溝
と

一
体

化
す

る
事

で
、

ガ
タ

ツ
キ

、
破

損
を

抑
え

、
維

持
管

理
を

容
易

に
す

る
と

共
に

、
長

寿
命

化
を

可
能

と
す

る
。

デ
ィ

ン
プ

ル
既

設
側

溝
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

工
法

R
0

５
C

-
1

-
3

P
2

9
ゴ

ト
ウ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

㈱

自
転

車
に

優
し

い
側

溝
は

、
側

溝
本

体
上

ま
で

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

の
表

層
を

施
工

し
、

側
溝

表
面

の
道

路
露

出
部

分
（

エ
プ

ロ
ン

）
の

幅
を

極
力

狭
く

し
た

「
安

全
で

快
適

な
自

転
車

利
用

環
境

創
出

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

対
応

し
た

ス
リ

ッ
ト

側
溝

。
道

路
に

露
出

す
る

狭
い

エ
プ

ロ
ン

は
、

歩
車

道
境

界
ブ

ロ
ッ

ク
（

J
IS

タ
イ

プ
）

の
側

面
に

位
置

す
る

為
、

自
転

車
の

車
輪

は
エ

プ
ロ

ン
に

か
か

る
こ

と
な

く
、

走
行

路
は

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

上
に

な
り

、
安

全
で

快
適

な
自

転
車

走
行

空
間

を
実

現
。

ま
た

、
排

水
性

舗
装

に
も

対
応

。

自
転

車
に

優
し

い
側

溝
R

0
５

C
-
1

-
４

P
3

0
大

日
本

塗
料

㈱

水
性

塗
料

は
一

般
的

に
不

快
な

臭
気

が
少

な
く

、
人

と
環

境
に

優
し

い
塗

料
で

あ
る

と
言

え
ま

す
が

、
塗

料
中

か
ら

発
生

す
る

「
に

お
い

」
の

感
じ

方
は

、
人

そ
れ

ぞ
れ

個
人

差
が

あ
り

ま
す

。
従

来
オ

フ
ィ

ス
ビ

ル
、

商
業

施
設

な
ど

の
建

屋
内

に
て

塗
装

改
修

を
行

う
場

合
、

塗
装

中
の

「
に

お
い

」
や

換
気

、
騒

音
な

ど
を

配
慮

し
、

土
日

・
夜

間
で

の
作

業
が

主
で

し
た

。
「

C
O

Z
Y

 P
A

C
K

シ
リ

ー
ズ

」
は

水
性

塗
料

の
中

で
も

極
め

て
「

に
お

い
」

の
少

な
い

塗
料

で
あ

り
、

日
中

に
も

塗
装

が
出

来
る

た
め

、
夜

間
工

事
な

ど
で

発
生

す
る

割
増

コ
ス

ト
の

削
減

が
期

待
出

来
る

内
装

用
塗

料
で

す
。

新
・

室
内

環
境

対
応

形
水

系
塗

料
R

0
５

C
-
1

-
５

P
3

0
ベ

ル
テ

ク
ス

㈱

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

P
C

造
エ

レ
ベ

ー
タ

シ
ャ

フ
ト

『
ラ

ク
シ

ス
』

は
、

後
付

け
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
の

最
新

技
術

と
な

り
ま

す
。

従
来

工
法

の
Ｓ

造
に

比
べ

て
大

幅
に

工
事

期
間

が
短

縮
さ

れ
る

た
め

、
工

事
期

間
中

に
周

辺
住

民
の

生
活

へ
の

影
響

を
最

小
限

に
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
『

地
球

環
境

に
優

し
い

工
法

』
で

す
。

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

P
C

造
エ

レ
ベ

ー
タ

シ
ャ

フ
ト

R
0

５
C

-
１

-
６

P
3

1
㈱

エ
ス

エ
ス

テ
ィ

ー
協

会

杭
抜

き
跡

の
地

盤
の

復
元

性
を

高
め

る
た

め
に

は
、

深
度

方
向

と
は

無
関

係
に

均
質

な
強

度
を

発
揮

で
き

る
埋

戻
し

処
理

が
必

要
不

可
欠

で
あ

る
。

締
め

固
め

な
が

ら
天

然
の

土
砂

に
よ

る
埋

戻
し

処
理

が
可

能
な

B
F
S

工
法

は
、

原
地

盤
の

強
度

特
性

と
差

が
な

い
安

定
し

た
埋

戻
し

処
理

工
法

と
し

て
有

効
。

天
然

土
砂

埋
戻

し
工

法
R

0
５

C
-
１

-
７

令令
和和

５５
年年

度度
にに

提提
案案

ささ
れれ

たた
技技

術術

掲掲
載載

提提
案案

者者
技技

術術
のの

概概
要要

技技
術術

のの
名名

称称
番番

号号

P
3
1

セ
イ

ス
イ

工
業

㈱

本
技

術
は

、
土

木
泥

水
再

利
用

シ
ス

テ
ム

で
、

従
来

技
術

で
は

発
生

し
た

泥
水

は
産

業
廃

棄
物

処
理

さ
れ

て
い

た
。

本
技

術
の

活
用

に
よ

り
、

工
事

に
よ

る
汚

泥
等

の
廃

棄
物

の
総

量
の

削
減

・
汚

泥
の

沈
殿

処
理

の
待

機
時

間
が

な
い

た
め

、
経

済
性

・
施

工
性

の
向

上
が

図
れ

ま
す

。

土
木

泥
水

再
利

用
シ

ス
テ

ム
R
0
５

C
-
２

-
1

P
3
2

J
F
E
ス

チ
ー

ル
㈱

本
工

法
は

、
先

端
を

開
閉

で
き

る
密

閉
式

バ
ケ

ッ
ト

を
用

い
て

原
地

盤
の

粘
土

を
掘

削
し

、
バ

ケ
ッ

ト
内

で
カ

ル
シ

ア
改

質
材

を
混

合
し

て
カ

ル
シ

ア
改

質
土

を
製

造
す

る
こ

と
に

よ
り

、
浚

渫
す

る
こ

と
な

く
原

位
置

で
軟

弱
粘

土
を

改
質

す
る

工
法

で
す

。
サ

ン
ド

コ
ン

パ
ク

シ
ョ

ン
パ

イ
ル

船
の

前
面

に
、

船
用

の
施

工
装

置
（

改
質

機
）

を
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

形
式

で
取

り
付

け
た

作
業

船
（

改
質

船
）

を
用

い
て

施
工

で
き

ま
す

。

カ
ル

シ
ア

改
質

土
の

バ
ッ

チ
式

原
位

置
混

合
工

法

R
0
５

C
-
２

-
2

P
3
2

ベ
ル

テ
ク

ス
㈱

下
水

道
施

設
に

お
い

て
マ

ン
ホ

ー
ル

は
、

管
渠

の
維

持
管

理
上

大
変

重
要

な
施

設
で

あ
り

、
優

れ
た

品
質

を
も

ち
、

使
用

上
便

利
な

も
の

で
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
エ

ス
ホ

ー
ル

P
lu

s
は

、
こ

れ
ら

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
に

開
発

さ
れ

た
、

こ
れ

ま
で

不
可

能
と

さ
れ

て
い

た
大

口
径

の
下

水
管

路
の

接
続

を
可

能
と

し
た

、
分

割
型

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

製
の

大
型

組
立

式
マ

ン
ホ

ー
ル

で
す

。

分
割

式
箱

型
マ

ン
ホ

ー
ル

R
0
５

C
-
２

-
3

P
3
3

㈱
一

心
助

け

ラ
バ

ー
ポ

ー
ル

等
の

立
体

認
識

画
像

シ
ー

ト
を

貼
付

す
る

こ
と

に
よ

り
車

両
や

人
車

両
分

離
や

注
意

喚
起

を
発

揮
す

る
技

術
。

従
来

は
ラ

バ
ー

ポ
ー

ル
を

設
置

し
て

い
た

が
、

本
技

術
の

活
用

に
よ

り
ラ

バ
ー

ポ
ー

ル
設

置
に

よ
る

破
損

が
無

く
品

質
の

、
向

上
・

経
済

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

。
車

両
の

交
互

通
行

で
ラ

バ
ー

ポ
ー

ル
の

設
置

が
困

難
な

通
学

路
に

平
面

画
像

の
立

体
シ

ー
ト

や
急

坂
自

転
車

減
速

を
促

す
平

面
画

像
ハ

ン
プ

シ
ー

ト
の

貼
付

施
工

に
よ

り
、

道
路

幅
を

広
げ

る
こ

と
も

な
く

、
児

童
・

お
年

寄
り

・
車

椅
子

・
自

転
車

・
車

の
相

互
安

全
が

図
ら

れ
る

。

立
体

視
覚

に
よ

る
分

離
方

法
R
0
５

C
-
２

-
４

—
大

日
本

塗
料

㈱

近
年

、
温

暖
化

影
響

に
よ

り
夏

場
の

気
温

も
上

昇
の

一
途

を
辿

り
ま

す
。

建
物

の
温

度
上

昇
も

顕
著

な
中

、
快

適
に

生
活

す
る

た
め

に
は

冷
房

が
必

須
と

な
り

ま
し

た
。

遮
熱

塗
料

「
エ

コ
ク

ー
ル

シ
リ

ー
ズ

」
は

、
光

の
高

反
射

・
熱

の
高

放
射

に
よ

る
優

れ
た

遮
熱

効
果

を
発

揮
し

、
室

内
温

度
を

下
げ

る
こ

と
が

出
来

ま
す

。
温

度
を

1
℃

高
く

す
る

こ
と

で
、

消
費

電
力

は
約

1
3
%

(約
7
0
W

)の
削

減
と

な
る

(環
境

省
H
P
よ

り
)た

め
、

「
エ

コ
ク

ー
ル

シ
リ

ー
ズ

」
で

無
理

な
く

設
定

温
度

を
上

げ
て

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
を

実
現

で
き

ま
す

。

環
境

対
応

に
特

化
し

た
遮

熱
塗

料
R
0
５

C
-
２

-
５

18



令令
和和

４４
年年

度度
にに

提提
案案

ささ
れれ

たた
技技

術術
掲掲

載載
提提

案案
者者

技技
術術

のの
概概

要要
技技

術術
のの

名名
称称

番番
号号

P
3
3

千
葉

窯
業

㈱

本
製

品
は

、
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

の
隅

角
部

を
直

角
形

状
か

ら
円

弧
状

に
す

る
こ

と
に

よ
り

、
発

生
す

る
曲

げ
モ

ー
メ

ン
ト

を
低

減
さ

せ
る

こ
と

を
可

能
と

し
、

鉄
筋

量
の

低
減

と
配

置
手

間
の

低
減

を
可

能
と

し
ま

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

カ
ル

バ
ー

ト
部

材
の

省
力

化
が

図
れ

ま
す

。

新
形

状
の

P
C
a
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

「
角

丸
カ

ル
バ

ー
ト

」
R
0
４

C
-
1
-
1

ー
多

数
ア

ン
カ

ー
式

補
強

土
壁

協
会

多
数

ア
ン

カ
ー

式
補

強
土

壁
工

法
は

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

壁
面

材
と

盛
土

内
に

数
多

く
配

置
し

た
ア

ン
カ

ー
プ

レ
ー

ト
と

を
タ

イ
バ

ー
で

緊
結

し
、

ア
ン

カ
ー

プ
レ

ー
ト

群
の

支
圧

抵
抗

に
よ

っ
て

壁
面

材
と

の
間

の
盛

土
材

料
を

拘
束

補
強

し
、

安
定

を
保

つ
土

構
造

物
で

あ
る

。
従

来
の

テ
ー

ル
ア

ル
メ

工
法

と
は

異
な

る
補

強
メ

カ
ニ

ズ
ム

で
あ

り
、

補
強

材
長

を
短

く
で

き
る

ほ
か

盛
土

材
の

適
用

範
囲

が
広

く
な

っ
た

た
め

、
経

済
性

に
優

れ
た

補
強

土
壁

工
法

で
あ

る
。

多
数

ア
ン

カ
ー

式
補

強
土

壁
工

法
「

ア
ン

カ
ー

プ
レ

ー
ト

を
用

い
、

広
範

囲
の

建
設

発
生

土
に

対
応

で
き

る
補

強
土

壁
工

法
」

R
0
４

C
-
1
-
2

P
3
4

㈱
一

心
助

け

ラ
バ

ー
ポ

ー
ル

等
の

立
体

認
識

画
像

シ
ー

ト
を

貼
付

す
る

こ
と

に
よ

り
車

両
分

離
や

注
意

喚
起

を
発

揮
す

る
技

術
で

、
従

来
は

ラ
バ

ー
ポ

ー
ル

を
設

置
し

て
い

た
。

本
技

術
の

活
用

に
よ

り
ラ

バ
ー

ポ
ー

ル
設

置
に

よ
る

破
損

が
な

く
品

質
の

、
向

上
・

経
済

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

。

立
体

視
覚

に
よ

る
分

離
方

法
「

平
面

画
像

の
立

体
認

識
技

術
・

製
品

に
よ

る
違

法
駐

停
車

等
交

通
対

策
」

R
0
４

C
-
1
-
3

ー
ベ

ル
テ

ク
ス

㈱

ﾊ
ｲ
ﾌ
ﾞ
ﾘ
ｯ
ﾄ
ﾞ
雨

水
貯

留
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
は

、
雨

水
貯

留
施

設
の

高
機

能
化

を
実

現
す

る
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
で

あ
る

。
近

年
の

降
雨

量
の

増
加

に
よ

り
、

雨
水

貯
留

施
設

の
容

量
不

足
が

問
題

と
な

り
、

雨
水

貯
留

施
設

内
へ

の
夾

雑
物

の
堆

積
や

流
出

抑
制

機
能

の
不

具
合

は
雨

水
貯

留
施

設
の

機
能

を
低

下
さ

せ
、

さ
ら

に
浸

水
被

害
を

深
刻

に
し

て
い

る
。

ﾊ
ｲ
ﾌ
ﾞ
ﾘ
ｯ
ﾄ
ﾞ
雨

水
貯

留
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
は

、
雨

水
貯

留
施

設
へ

の
夾

雑
物

の
侵

入
を

防
ぐ

「
ﾕ
ﾆ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ
ｰ
」

、
そ

し
て

雨
水

貯
留

施
設

か
ら

の
流

出
を

ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾛ
ｰ
ﾙ
す

る
「

ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾃ
ｯ
ｸ
ｽ
ﾊ
ﾞ
ﾙ
ﾌ
ﾞ
」

を
活

用
し

た
ﾊ
ｲ
ﾌ
ﾞ
ﾘ
ｯ
ﾄ
ﾞ

雨
水

貯
留

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
で

あ
る

。
ま

た
流

域
治

水
関

連
法

が
施

行
さ

れ
「

特
定

都
市

河
川

浸
水

被
害

対
策

法
」

と
連

動
し

た
「

雨
水

管
理

総
合

計
画

策
定

ｶ
ﾞ
ｲ
ﾄ
ﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
」

が
改

訂
、

ﾊ
ｲ
ﾌ
ﾞ

ﾘ
ｯ
ﾄ
ﾞ
雨

水
貯

留
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
は

、
そ

の
浸

水
対

策
事

業
に

も
貢

献
で

き
る

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
で

あ
る

。

雨
水

貯
留

施
設

の
高

機
能

化
を

実
現

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

雨
水

貯
留

シ
ス

テ
ム

R
0
４

C
-
1
-
４

P
3
4

日
本

興
業

㈱

本
製

品
は

、
道

路
横

断
部

、
縦

断
部

な
ど

に
使

用
さ

れ
る

管
継

手
部

の
可

と
う

性
能

に
優

れ
た

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
暗

渠
型

排
水

管
で

す
。

本
体

は
高

耐
久

性
の

た
め

、
浅

い
土

被
り

か
ら

の
施

工
が

可
能

で
あ

り
、

特
殊

ゴ
ム

リ
ン

グ
の

使
用

に
よ

り
耐

震
性

や
止

水
性

に
優

れ
て

い
る

。

可
と

う
性

重
圧

管
「

可
と

う
性

暗
渠

排
水

管
」

R
0
４

C
-
1
-
５

P
3
5

高
所

機
械

施
工

協
会

従
来

機
械

で
は

届
か

な
い

高
所

法
面

の
工

事
は

、
主

に
人

力
に

頼
る

工
法

で
行

わ
れ

て
お

り
ま

す
が

、
１

日
の

施
工

量
も

限
ら

れ
、

地
盤

の
崩

壊
や

落
石

と
い

っ
た

危
険

が
常

に
伴

い
ま

す
。

そ
ん

な
高

所
法

面
の

工
事

を
ロ

ッ
ク

ク
ラ

イ
ミ

ン
グ

マ
シ

ー
ン

(Ｒ
Ｃ

Ｍ
)に

よ
る

機
械

化
施

工
す

る
事

に
よ

り
、

高
所

法
面

作
業

に
お

け
る

安
全

性
の

向
上

、
工

期
短

縮
、

省
力

化
を

実
現

し
ま

し
た

。

高
所

法
面

掘
削

機
に

よ
る

掘
削

工
法

「
ロ

ッ
ク

ク
ラ

イ
ミ

ン
グ

マ
シ

ー
ン

(R
C
M

)に
よ

る
掘

削
工

法
」

R
0
４

C
-
２

-
１

P
3
5

大
日

本
塗

料
㈱

本
手

摺
や

ド
ア

な
ど

人
の

手
が

よ
く

触
れ

る
場

所
で

は
、

皮
脂

な
ど

が
付

着
し

、
塗

料
が

軟
化

・
摩

耗
し

て
い

く
「

皮
脂

軟
化

現
象

」
が

多
く

見
ら

れ
ま

す
。

ま
た

、
こ

の
よ

う
な

場
所

に
は

従
来

S
O

P
（

合
成

樹
脂

調
合

ペ
イ

ン
ト

）
が

よ
く

塗
装

さ
れ

て
お

り
、

黄
変

や
ホ

ル
ム

ア
ル

デ
ヒ

ド
放

散
な

ど
が

問
題

と
な

っ
て

お
り

ま
し

た
。

こ
れ

ら
諸

問
題

を
解

決
す

べ
く

「
ア

ク
ア

マ
リ

ン
タ

ッ
ク

レ
ス

凜
」

が
開

発
さ

れ
ま

し
た

。
ア

ク
ア

マ
リ

ン
タ

ッ
ク

レ
ス

凜
は

、
水

性
１

液
塗

料
で

あ
り

な
が

ら
耐

皮
脂

軟
化

性
に

優
れ

、
種

々
の

付
加

価
値

機
能

を
有

す
る

“
ポ

ス
ト

S
O

P
塗

料
”

で
す

。

ア
ク

ア
マ

リ
ン

タ
ッ

ク
レ

ス
凛

「
リ

ベ
ッ

ト
構

造
型

水
性

硬
質

塗
料

（
皮

脂
軟

化
対

策
塗

料
）

」

R
0
４

C
-
２

-
２

令令
和和

４４
年年

度度
にに

提提
案案

ささ
れれ

たた
技技

術術
掲掲

載載
提提

案案
者者

技技
術術

のの
概概

要要
技技

術術
のの

名名
称称

番番
号号

P
3

6
大

日
本

塗
料

㈱

水
性

塗
料

は
水

道
水

で
希

釈
す

る
た

め
、

一
般

的
に

は
人

と
環

境
に

優
し

い
塗

料
で

あ
る

と
言

え
ま

す
が

、
種

々
の

化
学

物
質

に
敏

感
な

方
は

シ
ッ

ク
ハ

ウ
ス

症
候

群
を

発
症

し
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
シ

ッ
ク

ハ
ウ

ス
症

候
群

対
策

と
し

て
開

発
さ

れ
た

の
が

「
ノ

ボ
ク

リ
ー

ン
シ

リ
ー

ズ
」

で
す

。
ノ

ボ
ク

リ
ー

ン
シ

リ
ー

ズ
は

、
国

内
で

初
め

て
有

機
溶

剤
ゼ

ロ
を

実
現

し
た

安
心

・
安

全
な

水
性

塗
料

で
あ

り
、

に
お

い
が

少
な

い
だ

け
で

な
く

、
汚

れ
防

止
や

防
か

び
、

抗
菌

、
消

臭
と

い
っ

た
付

加
価

値
機

能
を

塗
装

面
に

付
与

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。

ノ
ボ

ク
リ

ー
ン

シ
リ

ー
ズ

「
室

内
環

境
対

応
形

水
系

塗
装

（
シ

ッ
ク

ハ
ウ

ス
症

候
群

対
応

塗
料

）
」

R
0

４
C

-
２

-
３

—
ベ

ル
テ

ク
ス

㈱

M
.V

.P
.シ

ス
テ

ム
は

、
門

型
部

材
と

ス
ラ

ブ
部

材
を

組
み

合
わ

せ
、

底
面

部
を

イ
ン

バ
ー

ト
構

造
に

す
る

こ
と

で
、

集
泥

機
能

を
有

し
、

（
財

）
土

木
研

究
セ

ン
タ

ー
建

設
技

術
審

査
証

明
を

取
得

し
た

地
下

に
構

築
さ

れ
る

雨
水

貯
留

シ
ス

テ
ム

で
す

。

R
C

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

部
材

組
立

式
雨

水
貯

留
施

設
「

M
. 
V

. 
P

. 
シ

ス
テ

ム
」

R
0

４
C

-
２

-
４

P
3

6
城

東
リ

プ
ロ

ン
㈱

透
水

シ
ー

ト
を

内
包

す
る

縦
型

浸
透

管
（

外
径

φ
1

0
0

m
m

内
径

φ
8

5
m

m
）

を
地

中
に

埋
設

し
て

縦
型

の
雨

水
浸

透
施

設
を

構
築

す
る

技
術

と
な

る
。

縦
型

に
設

置
す

る
の

で
高

い
設

計
水

頭
を

確
保

す
る

こ
と

が
可

能
で

、
雨

水
浸

透
施

設
の

省
ス

ペ
ー

ス
化

が
可

能
で

あ
る

。

J
S

ド
レ

ー
ン

「
縦

型
雨

水
浸

透
施

設
ス

テ
ィ

ッ
ク

フ
ィ

ル
タ

ー
」

R
0

４
C

-
２

-
５

P
3

7
城

東
リ

プ
ロ

ン
㈱

本
ハ

イ
ド

ロ
ス

タ
ッ

フ
工

法
は

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

の
ユ

ニ
ッ

ト
材

（
小

ブ
ロ

ッ
ク

）
を

組
み

立
て

、
そ

れ
を

遮
水

シ
ー

ト
や

透
水

シ
ー

ト
で

包
む

こ
と

で
、

空
隙

率
の

高
い

地
下

貯
留

空
間

を
形

成
す

る
工

法
で

す
。

ユ
ニ

ッ
ト

材
は

軽
量

で
接

合
部

材
を

必
要

と
し

な
い

た
め

施
工

が
容

易
で

、
コ

ス
ト

も
縮

減
さ

れ
ま

す
。

「
ハ

イ
ド

ロ
ス

タ
ッ

フ
」

は
、

今
後

の
社

会
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

に
お

い
て

、
豪

雨
災

害
対

策
と

同
時

に
雨

水
と

の
共

生
を

目
指

し
て

お
り

、
水

循
環

の
健

全
化

、
地

球
温

暖
化

の
防

止
等

地
球

規
模

の
環

境
改

善
に

役
立

つ
工

法
で

す
。

ハ
イ

ド
ロ

ス
タ

ッ
フ

工
法

「
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

雨
水

貯
留

浸
透

施
設

ハ
イ

ド
ロ

ス
タ

ッ
フ

工
法

」

R
0

４
C

-
２

-
６

P
3

7
中

舘
工

業
㈱

・
型

枠
の

躯
体

精
度

を
よ

り
正

確
に

す
る

た
め

に
考

え
た

目
違

い
修

正
具

フ
ラ

ッ
ト

キ
ー

パ
ー

で
す

。
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
固

ま
っ

た
あ

と
の

目
違

い
を

埋
め

る
補

修
工

事
が

要
ら

ず
コ

ス
ト

、
時

間
の

無
駄

を
省

く
事

が
出

来
ま

す
。

フ
ラ

ッ
ト

キ
ー

パ
ー

「
目

違
い

修
正

具
」

R
0

４
C

-
２

-
７

P
3

8
日

綜
産

業
㈱

高
強

度
チ

ェ
ー

ン
で

剛
性

の
あ

る
床

を
吊

る
技

術
で

す
。

こ
れ

ま
で

に
な

い
チ

ェ
ー

ン
ピ

ッ
チ

と
無

段
差

無
隙

間
の

床
を

実
現

す
る

こ
と

で
、

橋
梁

の
桁

下
、

建
築

物
の

天
井

下
等

に
仮

設
の

作
業

フ
ロ

ア
を

構
築

し
ま

す
。

旋
回

式
の

組
立

·
解

体
で

安
全

な
架

設
・

撒
去

が
可

能
か

つ
無

隙
間

な
床

を
作

る
こ

と
で

、
ク

イ
ッ

ク
デ

ッ
キ

の
下

の
空

間
を

活
か

す
こ

と
が

可
能

で
、

橋
梁

の
新

設
工

事
や

補
修

・
補

強
工

事
、

工
場

な
ど

の
大

空
間

建
築

物
、

ビ
ル

や
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
な

ど
の

天
井

仕
上

げ
・

補
修

工
事

な
ど

で
活

用
で

き
ま

す
。

ク
イ

ッ
ク

デ
ッ

キ
「

先
行

床
施

工
式

フ
ロ

ア
型

シ
ス

テ
ム

吊
足

場
」

R
0

４
C

-
２

-
８
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令令
和和

４４
年年

度度
にに

提提
案案

ささ
れれ

たた
技技

術術
掲掲

載載
提提

案案
者者

技技
術術

のの
概概

要要
技技

術術
のの

名名
称称

番番
号号

P
3
8

日
綜

産
業

㈱

法
面

作
業

構
台

「
マ

ル
チ

ア
ン

グ
ル

エ
法

」
は

ア
ン

カ
ー

工
事

や
ボ

ー
リ

ン
グ

工
事

で
の

削
孔

機
な

ど
を

設
置

す
る

機
械

構
台

や
、

乗
り

入
れ

構
台

用
と

し
て

使
用

す
る

足
場

で
す

。
本

製
品

は
当

社
が

開
発

し
ま

し
た

ク
サ

ビ
式

足
場

支
保

エ
の

ニ
ッ

ソ
ー

3
S
シ

ス
テ

ム
の

利
点

を
活

用
し

、
こ

れ
ま

で
単

管
＋

ク
ラ

ン
プ

で
手

間
と

時
間

を
か

け
て

製
作

し
て

い
ま

し
た

構
台

足
場

を
、

よ
り

簡
単

で
安

全
に

施
エ

・
盛

替
え

で
き

る
よ

う
に

し
た

製
品

で
す

。
ま

た
法

面
は

、
様

々
な

材
質

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
・

土
質

な
ど

）
で

す
の

で
、

現
場

に
よ

っ
て

強
度

計
算

や
図

面
が

変
わ

っ
て

き
ま

す
の

で
、

当
製

品
は

接
地

部
に

(1
)打

ち
込

み
タ

イ
プ

(2
)角

度
自

在
タ

イ
プ

(3
)フ

ラ
ッ

ト
タ

イ
プ

を
用

意
し

、
様

々
な

現
場

に
柔

軟
に

対
応

し
て

い
ま

す
。

2
0
2
2
年

1
0
月

に
N
E
T
IS

(K
T
-
1
6
0
1
3
6
-V

E
)活

用
促

進
技

術
に

指
定

さ
れ

、
ま

す
ま

す
活

用
の

幅
が

広
く

な
っ

て
お

り
ま

す
。

法
面

作
業

構
台

マ
ル

チ
ア

ン
グ

ル
工

法
「

法
面

構
台

用
ユ

ニ
ッ

ト
足

場
」

R
0
４

C
-
２

-
９
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活
用
事
例

【
令
和
６
年
度
～
令
和
４
年
度
】

荏
原

実
業

株
式

会
社

開
発

社
停

電
・

浸
水

時
マ

ン
ホ

ー
ル

ポ
ン

プ
起

動
支

援
シ

ス
テ

ム
技

術
名

東
京

都
中

央
区

銀
座

七
丁

目
1
4
番

1
号

所
在

地
停

電
や

浸
水

時
に

、
可

搬
型

蓄
電

池
や

電
動

車
両

に
よ

る
マ

ン
ホ

ー
ル

ポ
ン

プ
起

動
を

可
能

に
し

た
シ

ス
テ

ム
(補

足
)

0
3
-
5
5
6
5
-5

0
8
8

電
話

番
号

上
下

水
道

工
種

h
tt
p
s
:/
/
w

w
w

.e
jk

.c
o
.jp

/
p
ro

d
u
c
ts

/
m

p
-
s
ys

te
m

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

6
年

度
提

案
年

度

能
登

半
島

地
震

被
災

マ
ン

ホ
ー

ル
ポ

ン
プ

施
設

施
工

場
所

令
和

6
年

2
月

施
工

年
月

路
線

名
等

能
登

半
島

地
震

被
災

地
自

治
体

(寄
贈

)
発

注
機

関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

上
下

水
道

一
体

で
の

早
期

復
旧

に
向

け
た

支
援

活
動

に
よ

り
、

被
災

地
の

復
旧

・
復

興
に

多
大

な
貢

献
を

し
た

と
認

め
ら

れ
、

被
災

地
自

治
体

か
ら

感
謝

状
を

い
た

だ
い

た
。

今
回

の
導

入
事

例
に

て
本

シ
ス

テ
ム

が
評

価
さ

れ
、

内
閣

府
主

催
の

イ
ベ

ン
ト

に
お

い
て

「
能

登
半

島
地

震
を

踏
ま

え
災

害
に

有
効

で
あ

っ
た

技
術

・
サ

ー
ビ

ス
」

の
一

つ
に

選
定

さ
れ

た
。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

【【
導導

入入
事事

例例
】】

(令
和

6
年

能
登

半
島

地
震

被
災

地
支

援
)

能
登

半
島

地
震

に
よ

る
津

波
で

既
設

の
マ

ン
ホ

ー
ル

ポ
ン

プ
制

御
盤

が
浸

水
故

障

シ
ス

テ
ム

導
入

に
よ

り
、

・
通

常
運

転
の

復
旧

・
停

電
、

浸
水

時
の

迅
速

な
ポ

ン
プ

復
旧

が
可

能
に

停
電

時
の

ポ
ン

プ
復

旧
方

法
(電

動
車

両
使

用
)

浸
水

時
の

ポ
ン

プ
復

旧
方

法
(可

搬
型

蓄
電

池
使

用
)

・
停

電
等

に
よ

る
電

源
喪

失
時

に
、

可
搬

型
蓄

電
池

ま
た

は
電

動
車

両
を

電
源

供
給

源
と

し
て

ポ
ン

プ

を
起

動
し

、
マ

ン
ホ

ー
ル

か
ら

の
溢

水
を

防
ぐ

（
図

説
上

部
分

）

・
大

雨
等

に
よ

り
既

設
制

御
盤

が
浸

水
故

障
し

た
際

に
、

可
搬

型
制

御
盤

お
よ

び
浸

水
を

免
れ

る
高

さ
に

設
置

し
た

受
電

口
(電

源
切

替
盤

)を
用

い
て

ポ
ン

プ
を

起
動

さ
せ

る

（
図

説
下

部
分

）

【【
シシ

スス
テテ

ムム
概概

要要
】】

シ
ス

テ
ム

用
制

御
盤

電
動

車
両

外
部

給
電

器

可
搬

型
制

御
盤

受
電

口
(電

源
切

替
盤

)

可
搬

型
蓄

電
池
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ベ
ル

テ
ク

ス
株

式
会

社
開

発
社

ル
ー

プ
フ

ェ
ン

ス
・

E
タ

イ
プ

技
術

名

東
京

都
千

代
田

区
麹

町
5
-
7
-
2

所
在

地
崩

壊
土

砂
防

護
柵

(補
足

)

0
3
-
3
5
5
6
-0

4
6
6

電
話

番
号

そ
の

他
工

種

h
tt
p
s
:/
/
v
e
rt
e
x
g
rp

.c
o
.jp

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

6
年

度
提

案
年

度

茨
城

県
桜

川
市

真
壁

町
施

工
場

所
令

和
2
年

3
月

2
日

施
工

年
月

-
路

線
名

等
茨

城
県

筑
西

土
木

事
務

所
発

注
機

関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

⽤
地
の
関
係
で
擁
壁
で
は
施
⼯
が
難
しい

状
況
で
も施

⼯
が
可
能
な
こと
が

採
⽤
理
由
．
また

，
擁
壁
に⽐

べ
て⼯

期
が
短
く，

交
通
規
制
の
期
間
が

最
⼩
限
で
抑
えら

れ
た．

透
過
性
が
よい

ため
，
細
い
道
に対

して
圧
迫
感
が
な
い
こと
，
斜
⾯
の
状

況
が
把
握
しや

す
く保

全
が
しや

す
い
点
もよ

か
った
．

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

●
ほ
か
の
施
⼯
事
例
，
実
験
の
様
⼦
な
ど詳

しい
情
報
は
こち
らか

ら⇒

①
耐
⼒
・靭

性
の
⾼
い
⽀
柱

様
々
な
実
験
によ

る性
能
確
認
を⾏

った
⽀
柱
は

複
数
の
ライ
ンナ

ップ
が
あ
り条

件
に応

じて
最
適
な
選
択
が
可
能
．

⽀
柱
の
分
割
も可

能
な
ため

，
様
々
な
現
場
条
件
に対

応
可
能
．

②
優
れ
たメ

ンテ
ナン

ス性
部
材
構
成
が
シ
ンプ

ル
か
つメ

イン
ケー
ブル

は
脱
着
が
で
きる

ため
柵
間
で
部
分
的
に補

修
が
可
能
．

③
複
数
の
⽤
途
に対

応
可
能

構
成
部
材
が
落
⽯
防
護
柵
・せ
り出

し防
⽌
柵
とし
ての

性
能
を備

えて
い
るた

め
落
⽯
対
策
⼯
や
積
雪
対
策
⼯
な
どに

兼
⽤
が
可
能
．

1.削
孔
後
，
⽀
柱
の
建
て込

み

2.上
部
の
組
⽴

3.完
成

⼟
砂
災
害
の
脅
威
か
ら命

や
イン

フラ
を守

る
施
⼯
延
⻑
24
3.5
m

株
式

会
社

ガ
イ

ア
ー

ト
開

発
社

フ
ル

フ
ァ

ン
ク

シ
ョ

ン
ペ

ー
ブ

（
F
F
P
）

技
術

名

新
宿

区
新

小
川

町
8
-
2
7

所
在

地
多

機
能

型
排

水
性

舗
装

(補
足

)

0
3
-
5
2
6
1
-9

2
1
1

電
話

番
号

道
路

工
種

w
w

w
.g

a
e
a
rt
.c
o
m

Ｕ
Ｒ

Ｌ
令

和
6
年

度
提

案
年

度

夷
隅

郡
大

多
喜

町
施

工
場

所
2
0
2
2
.3

施
工

年
月

一
般

国
道

4
6
5
号

路
線

名
等

千
葉

県
発

注
機

関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)
日

光
い

ろ
は

坂
は

、
ヘ

ア
ピ

ン
カ

ー
ブ

が
連

続
す

る
幹

線
道

路
で

、
F
F
P
が

2
0
1
7
年

度
よ

り
採

用
さ

れ
て

い
る

。
2
0
2
1
年

7
月

に
日

光
土

木
事

務
所

が
発

表
し

た
論

文
「

い
ろ

は
坂

に
お

け
る

多
機

能
型

排
水

性
舗

装
に

つ
い

て
」

に
は

、
「

施
工

後
の

事
故

件
数

低
減

効
果

は
”

8
1
％

の
減

少
”

」
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

同
様

に
名

阪
国

道
Ω

カ
ー

ブ
（

事
故

多
発

道
路

）
の

国
交

省
発

表
に

お
い

て
も

、
大

幅
な

事
故

件
数

の
減

少
“

7
1
％

”
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

大
多

喜
町

一
般

国
道
46
5号

FF
P

テ
ク

ス
チ

ャ
ー

機機
能能
11

排排
水水

性性
舗舗

装装
（（

表表
面面

部部
））

多
機

能
型

排
水

性
舗

装
・
効

果

①
排

水
性

機
能

（
騒

音
・
事

故
抑

制
）

③
 

滑
り

止
め

機
能

（
事

故
抑

制
）

②
 

凍
結

抑
制

機
能

（
事

故
抑

制
）

④
 

高
耐

久
性

（
維

持
費

低
減

）

□
凍

結
抑

制
効

果
（
定

点
カ

メ
ラ

映
像

）
※

上
下

線
と

も
、

凍
結

材
散

布
後

□
ス

リ
ッ

プ
抑

制
効

果
（
急

制
動

試
験

検
証

済
）

※
事

故
件

数
の

70
％

程
度

減
少

の
検

証
発

表
あ

り

□
高

ね
じ

り
骨

材
抵

抗
性

（
骨

材
飛

散
抑

制
）

□
疲

労
破

壊
抵

抗
性

試
験

（
密

粒
の

9倍
程

度
）

※
高

性
能

FF
Pア

ス
フ

ァ
ル

ト
+

骨
材

配
合

FF
P専

用
As

フ
ィ

ニ
ッ
シ

ャ
ー

↓
1層

の
敷

き
均

し
で

＜
排

水
層

＞
＜

防
水

層
＞

の
表

層
構

築

FF
P

⇔⇔
一一

般般
舗舗

装装

施
工

実
績

（
R6

.1
2現

在
）
（

全
国

52
4件

、
11
,,22

77
22
,,00

00
00
㎡㎡

（
国

交
省

・
地

公
体

）

千
葉

県
内

実
績

■
東

金
市

（
国

道
12

6号
）

■
市

原
市

（
国

道
40

9号
）

■
浦

安
市

（
塩

美
橋

）
■

印
旛

郡
（
国

道
35

6号
）

■
市

原
市

（
国

道
29

7号
）

■
山

武
市

（
国

道
12

6号
）

■
茂

原
市

（
市

道
10

号
）

■
君

津
市

（
県

道
93

号
）
他

人人
孔孔

□
ﾊ

ｲ
ﾄﾞ

ﾛ
ﾌ
ﾟﾚ

ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ、

ﾌ
ﾞﾗ

ｯ
ｸ
ｱ

ｲ
ｽ

ﾊ
ﾞｰ

ﾝ
抑

制
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株
式

会
社

ガ
イ

ア
ー

ト
開

発
社

G
・

A
s
シ

ー
ト

技
術

名

新
宿

区
新

小
川

町
8
-
2
7

所
在

地
A
s
切

削
廃

材
再

生
利

用
可

能
な

ク
ラ

ッ
ク

抑
制

シ
ー

ト
(補

足
)

0
3
-
5
2
6
1
-9

2
1
1

電
話

番
号

道
路

工
種

w
w

w
.g

a
e
a
rt
.c
o
m

Ｕ
Ｒ

Ｌ
令

和
6
年

度
提

案
年

度

長
野

県
軽

井
沢

町
施

工
場

所
2
0
2
4
.1

2
施

工
年

月

白
糸

ハ
イ

ラ
ン

ド
ウ

ェ
イ

路
線

名
等

（
株

）
白

糸
ハ

イ
ラ

ン
ド

ウ
ェ

イ
発

注
機

関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

・
従

来
品

で
使

用
し

て
い

る
ガ

ラ
ス

繊
維

等
の

基
材

を
廃

材
か

ら
排

除
せ

ず
に

リ
サ

イ
ク

ル
で

き
る

点
が

優
れ

て
い

る
・

持
ち

運
び

し
や

す
く

、
切

断
加

工
が

容
易

で
、

剥
離

紙
を

剥
が

し
て

張
り

つ
け

る
だ

け
な

の
で

施
工

性
の

向
上

に
繋

が
っ

た
・

今
後

も
是

非
活

用
し

た
い

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

施
設
す
る
だ
け
で

応
力

緩
和

層
を

構
築

施
工

に
は

特
殊

な
機

械
が

必
要

①①
10

0％％
再再

生生
利利

用用
可可
能能

②②
リリ
フフ
レレ
クク
シシ
ョョ
ンン
クク
ララ
ッッ
クク
のの

抑抑
制制

、、
環環

境境
負負
荷荷
低低
減減

③③
材材

料料
ロロ
スス
のの
削削
減減

持持
続続

可可
能能

なな
社社

会会
にに
貢貢

献献
すす
るる
新新

たた
なな
クク
ララ
ッッ
クク
抑抑

制制
シシ
ーー
トト

GG
・・
AA
ssシシ

ーー
トト
はは
アア
スス
フフ
ァァ
ルル
トト
とと
特特
殊殊
骨骨
材材
のの
みみ
でで
構構
成成
ささ
れれ
たた
シシ
ーー
トト
でで
すす
。。

補補
修修

工工
事事

でで
はは

アア
スス
フフ
ァァ
ルル

トト
合合

材材
とと
一一

緒緒
にに
切切

断断
でで
きき
、、
廃廃

材材
にに
混混

入入
しし
てて
もも

手手
作作

業業
でで
のの

排排
除除
はは

不不
要要

、、
そそ
のの

まま
まま
再再
生生
合合
材材
とと
しし
てて
利利
用用
でで
きき
まま
すす
。。

※※
クク
ララ
ッッ
クク
抑抑

制制
効効

果果
はは

、、
従従

来来
のの
抑抑

制制
シシ
ーー
トト
（（
ガガ
ララ
スス
繊繊

維維
入入

りり
））
とと
同同

等等
以以

上上

荷
姿

軽
井
沢
町
白
糸
ハ
イ
ラ
ン
ド
ウ
ェ
イ

G・
As

シ
ー
ト
の
特
長

全
国
2
2
6
件
、
4
1
,6
4
7
㎡
、
8
,3
0
0
本

沼
津

河
川

国
道

事
務

所
、
常

陸
河

川
国

道
事

務
所

、
大

阪
国

道
事

務
所

、
苫

小
牧

市
、
白

糸
ハ

イ
ラ
ン
ド
ウ
ェ
イ
、
他

。

施
工
実
績
(R
6
.1
1
現
在
)

剥剥
離離

紙紙
をを
剥剥

がが
しし
てて
張張

りり
付付

けけ
るる
だだ
けけ

株
式

会
社

ガ
イ

ア
ー

ト
開

発
社

ニ
ン

ジ
ャ

シ
ー

ル
橋

梁
伸

縮
装

置
補

修
工

法
技

術
名

新
宿

区
新

小
川

町
8
-
2
7

所
在

地
橋

梁
ジ

ョ
イ

ン
ト

部
で

発
生

す
る

漏
水

・
機

能
不

全
を

解
決

(補
足

)

0
3
-
5
2
6
1
-9

2
1
1

電
話

番
号

道
路

工
種

w
w

w
.g

a
e
a
rt
.c
o
m

Ｕ
Ｒ

Ｌ
令

和
6
年

度
提

案
年

度

群
馬

県
前

橋
市

総
社

町
施

工
場

所
2
0
2
4
.6

施
工

年
月

草
作

橋
路

線
名

等
前

橋
市

役
所

発
注

機
関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

ニニ
ンン
ジジ
ャャ
シシ
ーー
ルル

橋橋
梁梁

伸伸
縮縮

装装
置置

補補
修修

工工
法法

とと
はは

？？
小
規
模
橋
梁
ジ
ョ
イ
ン
ト
に
発
生
す
る
漏
水
や
機
能
不
全
を
解
決
！

橋橋
長長

22
00
ｍｍ
未未

満満
程程

度度
、、

遊遊
間間

44
00
ｍｍ
ｍｍ
程程
度度
のの

ジジ
ョョ
イイ
ンン
トト
（（
突突
合合

せせ
型型

等等
））

補補
修修

にに
！！

ココ
ンン
クク
リリ
ーー
トト
補補

修修
材材

とと
しし
てて
開開

発発
ささ
れれ

たた
技技

術術
をを
応応

用用

前
橋

市
草

作
橋
梁

伸
縮

装
置

補補
修修

実実
績績

（
伸
縮

装
置

・
後

打
ち

コ
ン

ク
リ

ー
ト

）

中
国

鳥
取

河
川
国

道
、

近
畿

福
井

河
川

国
道

、
中

部
高

山
国

道
、

静
岡

河
川

国
道

、
愛

媛
県

南
予

地
方

局
、

広
島

県
三

次
市

、
前

橋
市

、
山

口
県

周
南

土
木

（
事

）
、

熊
本

市
、

山
口

県
光

市
、

他
。

総
17

件

✓
５
か

月
後

現
在

、
伸

縮
装

置
か

ら
桁

下
へ

の
漏

水
は

確
認

さ
れ

て
い
な
い

→
十

分
な
止

水
性

を
確

認
✓
ニ
ン
ジ
ャ
シ
ー
ル
表
面
の
損
傷
な
し

→
橋
の
伸
縮
を
考
え
る
と
1年

間
は

継
続

的
に
観

察
す
る

✓
施

工
は

、
1日

で
完

成
す
る
こ
と
を
確

認
で
き
た

→
交

通
の

影
響

は
最

小
限

に
す
る
こ
と
が

可
能

✓
施

工
日

は
、
外

気
温

が
高

く
（
30
℃）

、
硬

化
す
る
ス
ピ
ー
ド
が

速
か

っ
た

→
外

気
温

に
応

じ
た
施

工
の

段
取

り
が

重
要

■■
遊遊

間間
部部

にに
ババ

ッッ
クク
アア
ッッ

ププ
材材

をを
詰詰

めめ
オオ
リリ
ジジ
ンン

シシ
ーー
ルル

Sソソ
フフ
トト
をを
注注

入入

■■
ジジ
ョョ
イイ
ンン
トト
部部
をを
面面

的的
にに
ニニ

ンン
ジジ
ャャ
シシ
ーー
ルル
でで
カカ
ババ
ーー

■■
短短

時時
間間
でで
施施
工工
完完
了了
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サ
ン

コ
ー

テ
ク

ノ
株

式
会

社
開

発
社

ス
パ

イ
ラ

ル
付

き
鋼

管
杭

マ
ル

チ
ス

ク
リ

ュ
ー

技
術

名

千
葉

県
流

山
市

南
流

山
3
-
1
0
-1

6
所

在
地

(補
足

)

0
4
-
7
1
5
7
-3

5
3
5

電
話

番
号

共
通

工
種

h
tt
p
s
:/
/
s
a
n
k
o
-
te

c
h
n
o
.c
o
.jp

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

６
年

提
案

年
度

施
工

場
所

施
工

年
月

路
線

名
等

発
注

機
関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
に
比
べ
工
期
短
縮
に
な
る
。

・
樹
木
の
根
を
避
け
て
施
工
で
き
る
の
で
、
環
境
へ
の
負
荷
が
小
さ
い
。

・
逆

回
転

で
引

き
抜

く
こ
と
も
で
き
る
の

で
、
将

来
の

撤
去

も
可
能

。
・
引

抜
試

験
に
よ
り
地

盤
の

支
持

力
を
確
認

し
て
設

計
で
き
る
。

・
床
板
に
は
地
場
の
天
然
木
を
使
用
し
、
景
観
に
配
慮

し
た

登
山
道
の
改
修
に
最
適
な
工
法
で
あ
る
。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

設
置
状
況

完
成

状
況

基
礎

部

技
術

の
内

容
マ

ル
チ

ス
ク

リ
ュ

ー
は
ス

パ
イ

ラ
ル
付

き
の

鋼
管
杭

で
す

。
専

用
電
動

工
具

「
マ
ル

チ
ド

ラ
イ
バ

ー
」

に
よ
る

回
転

施
工

の
為
、

手
間

の
省
力

化
や

工
程
の

短
縮

、
騒
音

・
振

動
に

よ
る
周

辺
の

影
響
を

軽
減

す
る
事

が
出

来
ま
す

。
そ

の
た

め
、
施

工
数

量
が
多

い
場

合
や
施

工
位

置
が
既

設
物

か
ら

近
い
場

合
に

は
そ
の

効
果

を
高
く

発
揮

し
ま
す

。
施

工
後

は
、

ス
パ

イ
ラ
ル

形
状

が
強
い

引
張

力
を
保

持
し

、
必

要
に
応

じ
て

は
当
社

試
験

機
「
テ

ク
ノ

テ
ス
タ

ー
D
T
-
5
0
T
C
L
」

を
使

用
す

る
事

で
原

位
置

で
の

強
度

確
認

が
可

能
で

す
。

ま
た

、
マ

ル
チ

ス
ク

リ
ュ

ー
は

丸
パ

イ
プ

と
同

径
（

4
8
ｍ

ｍ
）

の
為

、
各

種
接

続
部
品

に
対

応
す
る

。
さ

た
に
施

工
・

撤
去

時
に

杭
頭

部
の
変

形
が

無
い
為

、
転

用
も
可

能
で

す
。

技
術

の
効

果
・

電
動

工
具
に

よ
り

回
転
施

工
・

撤
去
が

可
能

で
省
力

化
・

回
転

施
工
の

為
、

施
工
時

の
騒

音
・
振

動
が

軽
減

・
ス

パ
イ

ラ
ル

付
き

の
鋼
管

で
引

抜
力
が

強
い

・
施

工
・

撤
去

時
に

杭
頭
部

の
変

形
が
無

い
為

、
転
用

可
能

。

ベ
ル

テ
ク

ス
株

式
会

社
開

発
社

A
S
フ

ォ
ー

ム
工

法
技

術
名

東
京

都
千

代
田

区
麹

町
5
-
7
-
2

所
在

地
高

耐
久

性
レ

ジ
ン

コ
ン

ク
リ

ー
ト

パ
ネ

ル
に

よ
る

構
造

物
補

修
(補

足
)

0
3
-
3
2
6
3
-0

1
0
2

電
話

番
号

河
川

（
農

業
用

水
利

施
設

）
工

種

ht
tp
s:/

/v
er
te
xg
rp
.c
o.
jp
 

Ｕ
Ｒ

Ｌ
令

和
６

年
度

提
案

年
度

茨
城

県
日

立
市

施
工

場
所

平
成

２
５

年
１

０
月

施
工

年
月

大
川

路
線

名
等

日
立

市
都

市
整

備
部

発
注

機
関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

採採
用用

理理
由由

１１
．．

大大
型型

重重
機機

をを
使使

っっ
たた

改改
修修

がが
でで

きき
なな

いい
周周

辺辺
環環

境境
。。

２２
．．

内内
空空

断断
面面

のの
阻阻

害害
をを

必必
要要

最最
小小

限限
とと

しし
、、

計計
画画

流流
量量

をを
確確

保保
。。

３３
．．

耐耐
摩摩

耗耗
性性

、、
耐耐

衝衝
撃撃

性性
等等

のの
耐耐

久久
性性

をを
確確

保保
。。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況
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J
F
E
建

材
株

式
会

社
開

発
社

J
-
H
D
ス

リ
ッ

ト
技

術
名

東
京

都
港

区
港

南
1
丁

目
2
番

7
0
号

所
在

地
既

設
堰

堤
取

付
用

鋼
製

流
木

捕
捉

工
(補

足
)

0
3
-
5
7
1
5
-7

6
4
0

電
話

番
号

河
川

工
種

h
tt
p
s
:/
/
jf
e
-
k
e
n
z
a
i.c

o
.jp

/p
ro

d
u
c
ts

/
j-
h
d
-
s
te

e
l-
s
lit
/

Ｕ
Ｒ

Ｌ
令

和
６

年
度

提
案

年
度

全
国

各
地

（
国

：
2
0
件

、
県

：
4
7
件

）
施

工
場

所
-

施
工

年
月

-
路

線
名

等
-

発
注

機
関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

令
和

３
年

８
月

の
前

線
に

よ
る

大
雨

は
、

戦
後

最
大

級
の

土
砂

災
害

で
あ

る
昭

和
３

６
年

６
月

の
伊

那
谷

災
害

（
三

六
災

害
）

を
上

回
る

降
雨

を
記

録
し

ま
し

た
が

、
新

工
法

で
あ

る
「

J
-
H
D
ス

リ
ッ

ト
」

を
設

置
す

る
こ

と
で

、
流

木
の

整
備

率
を

１
０

０
％

に
し

、
下

流
の

保
全

対
象

を
守

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

◆
建
設
技
術
審
査
証
明
書
取
得

（令
和
4
年
1
月
3
1
日
）

＜＜
構構

造造
＞＞

施施
工工

前前
施施

工工
中中

施施
工工

後後

既既
設設

不不
透透

過過
型型

砂砂
防防

堰堰
堤堤

をを
有有

効効
活活

用用
すす

るる
ここ

とと
がが

でで
きき

るる
たた

めめ
、、

本本
堤堤

にに
極極

力力
手手

をを
加加

ええ
ずず

にに
、、

流流
木木

捕捕
捉捉

効効
果果

をを
付付

与与
すす

るる
ここ

とと
がが

でで
きき

るる
技技

術術

＜＜
施施

工工
＞＞

＜＜
実実

績績
＞＞

長長
野野

県県
（（

捕捕
捉捉

事事
例例

））

山山
梨梨

県県
大大

分分
県県

（（
捕捕

捉捉
事事

例例
））

J
F
E

建
材

株
式

会
社

開
発

社
津

波
バ

リ
ア

ー
技

術
名

東
京

都
港

区
港

南
1

丁
目

2
番

7
0

号
所

在
地

津
波

漂
流

物
防

護
柵

(補
足

)

0
3

-
5

7
1

5
-7

6
4

0
電

話
番

号
港

湾
工

種

h
tt

p
s
:/

/
jf

e
-
k
e
n

z
a
i.c

o
.jp

/
p

ro
d

u
c
ts

/
ts

u
n

a
m

i-
b

a
rr

ie
r/

Ｕ
Ｒ

Ｌ
令

和
６

年
度

提
案

年
度

全
国

各
地

施
工

場
所

-
施

工
年

月

-
路

線
名

等
-

発
注

機
関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

仙
台

港
区

で
は

、
臨

港
地

区
外

へ
の

貨
物

流
出

防
止

を
目

的
と

し
た

津
波

漂
流

物
対

策
施

設
の

整
備

を
令

和
４

年
３

月
ま

で
に

全
体

延
長

4
.7

k
m

、
す

べ
て

を
無

事
完

成
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

◎
水水

塊塊
そそ

のの
もも

のの
をを

止止
めめ

るる
のの

でで
はは

なな
くく

、、
被被

災災
原原

因因
でで

ああ
るる

漂漂
流流

物物
をを

制制
御御

すす
るる

『『
減減

災災
』』

技技
術術

⇒⇒
津津

波波
にに

よよ
るる

漂漂
流流

物物
をを

捕捕
捉捉

しし
被被

害害
をを

減減
らら

すす
。。

※※
  押押

しし
波波

時時
のの

船船
舶舶

なな
どど

のの
漂漂

流流
物物

//
引引

きき
波波

時時
のの

家家
財財

やや
車車

なな
どど

のの
漂漂

流流
物物

はは
、、

道道
路路

をを
遮遮

断断
しし

、、

救救
護護

・・
復復

興興
をを

妨妨
げげ

、、
避避

難難
をを

困困
難難

にに
しし

犠犠
牲牲

者者
をを

増増
やや

すす
。。

まま
たた

、、
住住

宅宅
やや

都都
市市

機機
能能

をを
破破

壊壊
すす

るる
。。

＜＜
適適

用用
範範

囲囲
＞＞

＜＜
実実

績績
＞＞

引引
きき

波波
：：

ココ
ンン

テテ
ナナ

・・
車車

両両
のの

海海
洋洋

へへ
のの

流流
出出

をを
防防

ぐぐ

＜＜
構構

造造
＞＞

港港
湾湾

機機
能能

・・
物物

流流
機機

能能
のの

確確
保保

対対
象象

漂漂
流流

物物
：：

木木
材材

背背
後後

地地
のの

防防
護護

対対
象象

漂漂
流流

物物
：：

漁漁
船船

、、
車車

両両

港
に

打
上

げ
ら

れ
た

漁
船

や
が

れ
き

【
出

典
：

日
本

情
報

地
質

学
会

H
P

】

流
出

し
た

コ
ン

テ
ナ

ヤ
ー

ド

【
出

典
：

日
本

大
学

理
工

学
部

H
P

】

押押
しし

波波
：：

船船
舶舶

のの
流流

入入
をを

防防
ぐぐ
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日
本

ペ
イ

ン
ト

・
イ

ン
ダ

ス
ト

リ
ア

ル
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
ス

株
式

会
社

開
発

社
高

耐
久

路
面

標
示

用
塗

料
技

術
名

東
京

都
品

川
区

南
品

川
4
-
1
-
1
5

所
在

地
-

(補
足

)

0
3
-
3
7
4
0
-1

5
4
7

電
話

番
号

道
路

工
種

h
tt
p
s
:/
/
n
ip

p
o
n
p
a
in

t-
in

d
u
s
tr
ia

l.c
o
m

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

6
年

度
提

案
年

度

千
葉

県
内

施
工

場
所

2
0
2
4
年

1
1
月

施
工

年
月

-
路

線
名

等
-

発
注

機
関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

・
高

耐
久

と
い

う
と

こ
ろ

に
魅

力
を

感
じ

る
。

試
験

施
工

の
中

で
良

い
結

果
が

出
る

こ
と

を
期

待
し

て
お

り
、

経
過

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

た
い

。
・

薄
膜

で
あ

る
こ

と
で

仕
上

が
り

が
綺

麗
に

見
え

る
。

段
差

に
よ

る
振

動
、

騒
音

の
抑

制
に

期
待

し
た

い
。

・
溶

融
白

線
と

比
べ

て
輝

度
が

明
る

く
見

え
る

。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

技技
術術

概概
要要

試試
験験

施施
工工

事事
例例

前
田

道
路

株
式

会
社

開
発

社
e
c
o
le
（

エ
コ

ー
ル

）
技

術
名

東
京

都
品

川
区

大
崎

1
-
1
1
-3

所
在

地
フ

ォ
ー

ム
ド

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

に
よ

る
中

温
化

混
合

物
(補

足
)

０
３

－
５

４
８

７
－

０
０

３
０

電
話

番
号

道
路

工
種

h
tt
p
s
:/
/
s
s
l.m

a
e
d
a
ro

a
d
.c
o
.jp

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

６
年

度
提

案
年

度

東
京

都
練

馬
区

関
町

施
工

場
所

2
0
2
0
年

9
月

～
1
0
月

施
工

年
月

主
要

地
方

道
東

京
所

沢
線

(第
４

号
)青

梅
街

道
路

線
名

等
東

京
都

第
四

建
設

局
発

注
機

関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(施
工

者
)

・
e
c
o
le
の

施
工

温
度

は
、

通
常

混
合

物
よ

り
約

2
0
℃

低
い

温
度

で
あ

っ
た

が
、

通
常

混
合

物
と

同
等

の
施

工
性

を
有

し
て

お
り

、
舗

装
の

仕
上

が
り

状
態

も
同

等
で

良
好

で
あ

っ
た

。
・

舗
設

作
業

時
の

施
工

温
度

が
約

2
0
℃

低
い

こ
と

も
あ

り
、

舗
装

作
業

員
の

熱
環

境
負

荷
の

軽
減

が
体

感
で

き
、

夏
期

舗
装

作
業

時
の

熱
中

症
対

策
に

も
使

用
で

き
る

と
思

っ
た

。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

通
常

混
合

物
：

敷
き

均
し

温
度

1
5

8
℃

e
c
o

le
-L

 ：
敷

き
均

し
温

度
1
3

5
℃

適
用

効
果

効
果

の
例

製
造

時
製

造
時

の
C

O
2
排

出
量

削
減

最
大

2
0

％
低

減

施
工

時
（
舗

設
）

夏
期

の
作

業
環

境
改

善
W

B
G

T
（
暑

さ
指

数
）
を

3
ポ

イ
ン

ト
低

減

施
工

時
（
交

通
開

放
）

施
工

終
了

～
交

通
開

放
温

度
ま

で
の

養
生

時
間

短
縮

2
時

間
短

縮

運
搬

時
長

距
離

運
搬

可
能

最
大

4
時

間
程

度

施
工

時
冬

期
の

施
工

性
の

改
善

締
固

め
度

を
1
.7

%
向

上

材
料

コ
ス

ト
通

常
混

合
物

と
同

単
価

e
c
o

le
の

適
用

方
法

e
c
o
le

-L
通

常
温

度
よ

り
も

最
大

3
0

℃
低

く
製

造
・
施

工

e
c
o
le

-N
通

常
温

度
で

製
造

e
c
o
le
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株
式

会
社

N
IP

P
O

開
発

社
Ｎ

コ
レ

・
メ

ジ
ャ

ー
技

術
名

東
京

都
台

東
区

北
上

野
2
-
2
3
-5

住
友

不
動

産
上

野
ビ

ル
2
号

館
３

階
所

在
地

舗
装

出
来

形
デ

ジ
カ

メ
検

測
シ

ス
テ

ム
(補

足
)

0
3
-
4
5
8
2
-1

0
6
3

電
話

番
号

道
路

工
種

h
tt
p
s
:/
/
w

w
w

.n
ip

p
o
-
c
.c
o
.jp

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

６
年

度
提

案
年

度

新
潟

市
西

区
施

工
場

所
令

和
２

年
１

０
月

施
工

年
月

国
道

1
1
6
号

路
線

名
等

官
庁

発
注

機
関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

・
精

度
に

つ
い

て
（

切
削

面
、

表
層

面
の

管
理

結
果

よ
り

）
従

来
の

水
糸

下
が

り
検

測
と

の
差

は
１

～
２

m
m

で
あ

っ
た

。
表

層
面

よ
り

切
削

面
で

の
バ

ラ
ツ

キ
が

大
き

か
っ

た
。

・
生

産
性

向
上

に
つ

い
て

（
事

前
準

備
～

書
類

作
成

で
の

人
工

×
時

間
を

総
和

）
水

糸
下

が
り

検
測

に
比

べ
4
5
％

の
削

減
と

な
っ

た
。

以
上

よ
り

、
従

来
の

水
糸

下
が

り
検

測
に

比
べ

有
効

性
が

確
認

で
き

た
。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

専
用
の
特
殊
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設

置
所
定
の
位
置
で
測
点
を
撮
影

☞
水

準
測

量
と

同
等

の
計

測
精

度
を

実
現

◎
機

材
構

成

◎
作

業
状

況

ニ
チ

レ
キ

株
式

会
社

千
葉

営
業

所
開

発
社

地
震

に
強

く
、

遠
隔

臨
場

可
能

な
路

盤
構

築
技

術
技

術
名

千
葉

市
中

央
区

村
田

町
8
8
8
-4

所
在

地
ア

ス
ゾ

ル
Ａ

、
ス

マ
ー

ト
ス

タ
ビ

(補
足

)

0
4
3
-2

0
8
-2

1
8
1

電
話

番
号

道
路

工
種

h
tt
p
s
:/
/
w

w
w

.n
ic
h
ir
e
k
i.c

o
.jp

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

６
年

度
提

案
年

度

野
田

市
内

施
工

場
所

令
和

6
年

1
2
月

施
工

年
月

野
田

市
道

路
線

名
等

野
田

市
役

所
発

注
機

関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

・
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

品
質

管
理

デ
ー

タ
を

確
認

で
き

る
の

で
、

工
事

を
中

断
す

る
必

要
が

な
く

、
生

産
性

が
向

上
す

る
。

・
遠

隔
臨

場
に

よ
っ

て
、

時
間

と
場

所
を

選
ば

ず
に

施
工

状
況

を
確

認
で

き
る

の
で

安
心

感
が

あ
る

。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

〇〇
導導

入入
効効

果果
①①

均均
質質

でで
地地

震震
にに

強強
いい

路路
盤盤

がが
構構

築築
でで

きき
まま

すす
。。

②②
品品

質質
管管

理理
デデ

ーー
タタ

をを
リリ

アア
ルル

タタ
イイ

ムム
でで

確確
認認

可可
能能

でで
すす

。。
③③

遠遠
隔隔

臨臨
場場

にに
よよ

りり
、、

業業
務務

時時
間間

短短
縮縮

がが
期期

待待
でで

きき
まま

すす
。。

セ
メ
ン
ト
安

定
処

理
破

損

震震
災災

後後
のの

舗舗
装装

被被
害害

セ
メ
ン
ト
・
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
乳

剤
安

定
処

理
状

態
良
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ジ
ェ

コ
ス

株
式

会
社

開
発

社
H
形

鋼
橋

梁
G

H
B

技
術

名

東
京

都
文

京
区

後
楽

2
-
5
-
1

所
在

地
本

設
H
形

鋼
橋

梁
(補

足
)

0
3
-
6
6
9
9
-7

4
1
7

電
話

番
号

道
路

工
種

h
tt
p
s
:/
/
w

w
w

.g
e
c
o
s
s
.c
o
.jp

/
p
ro

d
u
c
ts

_
s
e
rv

ic
e
/
p
ro

d
u

c
ts

/
in

fr
a
-m

a
in

te
n
a
n
c
e
/
#

s
e
c
ti
o
n
-
in

n
e
r_

_s
e
c
o
n
d
2

Ｕ
Ｒ

Ｌ
令

和
５

年
度

提
案

年
度

神
奈

川
県

施
工

場
所

令
和

5
年

9
月

施
工

年
月

路
線

名
等

民
間

発
注

機
関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２ ２
．．

安安
全全

性性
向向

上上

３
．

品
質

向
上

４ ４
．．

工工
期期

短短
縮縮

・・
施施

工工
性性

向向
上上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

施
工

会
社

現
場

担
当

者
よ

り
、

従
来

の
鋼

製
桁

よ
り

施
工

性
が

良
く

、
地

組
立

・
架

設
が

予
定

工
期

よ
り

短
期

で
完

成
し

た
。

ま
た

、
架

設
に

つ
い

て
は

従
来

品
よ

り
安

全
性

が
増

し
た

。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

■
3
つ

の
特

長

P
C
橋

と
比

較
し

死
荷

重
を

大
幅

に
軽

減
で

き
、

下
部

工
へ

の
負

担
軽

減
や

耐
震

性
上

有
利

に
な

り
ま

す

最
新

の
道

路
橋

示
方

書
(平

成
2
9
年

度
版

)に
基

づ
い

た
設

計
(合

成
桁

)の
標

準
化

を
図

り
、

迅
速

な
設

計
対

応
工

期
・

設
計

費
用

の
縮

減
が

可
能

で
す

。

P
C
橋

に
比

べ
て

軽
量

で
扱

い
や

す
く

、
主

桁
分

割
も

可
能

で
あ

り
、

ボ
ル

ト
接

合
を

採
用

し
て

い
る

た
め

、
運

搬
や

架
設

が
容

易
で

工
期

短
縮

で
き

ま
す

。

■
主

桁
架

設
状

況

G
H
B
の

詳
し

い
ご

案
内

は
こ

ち
ら

か
ら

ご
覧

く
だ

さ
い

イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス
図

ゴ
ト

ウ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
株

式
会

社
開

発
社

都
市

型
側

溝
シ

ェ
イ

プ
ア

ッ
プ

ス
リ

ッ
ト

技
術

名

千
葉

県
山

武
市

松
尾

町
大

堤
5
5
9
番

地
所

在
地

都
市

型
側

溝
(補

足
)

0
4
7
9
-8

6
-2

3
2
1

電
話

番
号

道
路

工
種

h
tt
p
s
:/
/
w

w
w

.g
o
to

-
c
o
n
.c
o
.jp

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

5
年

度
提

案
年

度

千
葉

県
野

田
市

中
野

台
施

工
場

所
令

和
5
年

度
施

工
年

月

愛
宕

駅
駅

前
広

場
路

線
名

等
野

田
市

役
所

発
注

機
関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３ ３
．．

品品
質質

向向
上上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

割
付

と
工

場
カ

ッ
ト

に
よ

っ
て

特
に

R
部

分
の

仕
上

が
り

が
綺

麗
に

で
き

る
。

施
工

性
が

高
く

、
仕

上
が

り
も

よ
い

。

水
溜

り
が

出
来

に
く

い
点

や
管

理
用

ス
コ

ッ
プ

で
管

理
し

や
す

い
点

も
よ

い
。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況
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ゴ
ト

ウ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
株

式
会

社
開

発
社

デ
ィ

ン
プ

ル
技

術
名

千
葉

県
山

武
市

松
尾

町
大

堤
5
5
9
番

地
所

在
地

既
設

側
溝

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
工

法
(補

足
)

0
4
7
9
-8

6
-2

3
2
1

電
話

番
号

道
路

工
種

h
tt
p
s
:/
/
w

w
w

.g
o
to

-
c
o
n
.c
o
.jp

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

5
年

度
提

案
年

度

千
葉

県
浦

安
市

堀
江

5
丁

目
施

工
場

所
令

和
5
年

度
施

工
年

月

路
線

名
等

浦
安

市
役

所
発

注
機

関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２ ２
．．

安安
全全

性性
向向

上上

３
．

品
質

向
上

４ ４
．．

工工
期期

短短
縮縮

・・
施施

工工
性性

向向
上上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

既
設

蓋
の

交
換

で
は

解
決

し
な

か
っ

た
ガ

タ
ツ

キ
が

一
度

の
施

工
で

解
決

し
た

。

ス
リ

ッ
ト

か
ら

の
集

水
も

で
き

て
歩

き
や

す
い

た
め

住
民

か
ら

の
評

判
も

い
い

。

現
場

打
ち

工
法

に
比

べ
て

早
期

解
放

可
能

な
た

め
施

工
期

間
が

大
幅

に
短

縮
で

き
た

。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

ゴ
ト

ウ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
株

式
会

社
開

発
社

自
転

車
に

優
し

い
側

溝
技

術
名

千
葉

県
山

武
市

松
尾

町
大

堤
5
5
9
番

地
所

在
地

「
安

全
で

快
適

な
自

転
車

利
用

環
境

創
出

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

対
応

し
た

側
溝

(補
足

)

0
4
7
9
-8

6
-2

3
2
1

電
話

番
号

道
路

工
種

h
tt
p
s
:/
/
w

w
w

.g
o
to

-
c
o
n
.c
o
.jp

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

5
年

度
提

案
年

度

千
葉

県
市

川
市

大
田

和
3
丁

目
施

工
場

所
令

和
3
年

施
工

年
月

都
市

計
画

道
路

市
川

鬼
高

線
路

線
名

等
市

川
市

役
所

発
注

機
関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２ ２
．．

安安
全全

性性
向向

上上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

従
来

の
排

水
構

造
物

に
比

べ
て

エ
プ

ロ
ン

幅
が

狭
い

た
め

、
自

転
車

通
行

空
間

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

自
転

車
通

行
時

の
安

全
性

も
向

上
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。

P
J
工

法
に

よ
り

簡
単

に
連

結
が

で
き

る
た

め
施

工
性

が
か

な
り

良
か

っ
た

。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

UG
JS

可
変
タ
イ
プ
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大
日

本
塗

料
株

式
会

社
開

発
社

C
O

Z
Y

 P
A

C
K

シ
リ

ー
ズ

技
術

名

千
葉

県
中

央
区

富
士

見
２

－
７

－
５

所
在

地
極

限
ま

で
『

に
お

い
』

を
抑

え
た

室
内

用
水

性
塗

料
(補

足
)

０
４

３
－

２
２

５
－

１
７

２
１

電
話

番
号

共
通

工
種

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.d
n

t.
c
o
.jp

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

５
年

度
提

案
年

度

愛
知

県
名

古
屋

市
中

区
金

山
1

-
1

2
-
1

4
施

工
場

所
2

0
2

0
年

8
月

施
工

年
月

金
山

総
合

ビ
ル

5
F

路
線

名
等

大
日

本
塗

料
㈱

発
注

機
関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５ ５
．．

環環
境境

配配
慮慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

・
窓

を
閉

め
切

っ
た

状
態

、
か

つ
通

常
業

務
中

に
塗

装
が

行
わ

れ
る

も
、

臭
気

に
つ

い
て

は
感

じ
ら

れ
な

か
っ

た
。

・
元

は
4

0
年

近
く

手
入

れ
が

行
わ

れ
て

お
ら

ず
、

シ
ミ

や
ヤ

ニ
が

目
立

っ
て

い
た

印
象

だ
っ

た
が

、
塗

装
に

よ
っ

て
隠

れ
て

事
務

所
が

パ
ッ

と
明

る
く

な
っ

た
。

・
ロ

ー
ラ

ー
・

刷
毛

目
が

段
々

と
な

じ
ん

で
く

る
仕

上
が

り
だ

っ
た

。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

１
）

に
お

い
問

題
が

解
決

に
お

い
が

気
に

な
ら

な
い

の
で

、
病

院
や

空
港

な
ど

の
2

4
時

間
稼

働
施

設
や

、
オ

フ
ィ

ス
ビ

ル
や

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

な
ど

の
空

調
一

括
管

理
施

設
に

も
安

心
・

安
全

２
）

ゼ
ロ

Ｖ
Ｏ

Ｃ

V
O

C
（

揮
発

性
有

機
化

合
物

）
を

含
有

し
て

い
な

い
の

で
、

シ
ッ

ク
ハ

ウ
ス

対
策

も
バ

ッ
チ

リ

３
）

コ
ス

ト
削

減

日
中

に
も

塗
装

が
出

来
る

の
で

、
夜

間
工

事
費

（
人

件
費

・
光

熱
費

な
ど

）
の

削
減

が
出

来
る

４
）

抗
菌

・
抗

ウ
イ

ル
ス

（
C

O
Z

Y
 P

A
C

K
 A

ir
)

塗
る

だ
け

で
抗

菌
・

抗
ウ

イ
ル

ス
機

能
が

発
揮

出
来

る

★
以

下
の

効
果

が
期

待
で

き
ま

す
。

bb
ee
ffoo

rree
aa
fftt

ee
rr

★
事

務
所

の
内

装
を

全
面

塗
り

替
え

ま
し

た
！

事事
務務

所所

ベ
ル

テ
ク

ス
株

式
会

社
開

発
社

ラ
ク

シ
ス

技
術

名

千
葉

県
千

葉
市

中
央

区
中

央
3
-
5
-1

-
5
F
-
A

所
在

地
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
P
C
造

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

シ
ャ

フ
ト

(補
足

)

0
4
3
-2

0
2
-0

2
8
9

電
話

番
号

共
通

工
種

h
tt
p
s
:/
/
v
e
rt
e
x
g
rp

.c
o
.jp

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

5
年

度
提

案
年

度

全
国

各
地

千
葉

県
内

実
績

4
4
基

施
工

場
所

-
施

工
年

月

-
路

線
名

等
-

発
注

機
関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４ ４
．．

工工
期期

短短
縮縮

・・
施施

工工
性性

向向
上上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

文
部

科
学

省
発

行
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

”
公

立
小

中
学

校
等

施
設

に
対

す
る

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
設

置
”

に
て

、
下

記
の

よ
う

に
紹

介
頂

い
て

い
ま

す
。

在
来

工
法

の
鉄

骨
造

シ
ャ

フ
ト

と
比

べ
て

、
、

、
・

省
ス

ペ
ー

ス
・

工
期

が
短

い
・

壁
材

の
剛

性
、

耐
火

性
、

耐
久

性
に

優
れ

る

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

ララ
クク

シシ
スス

はは
、、

既既
存存

のの
建建

物物
にに

後後
付付

けけ
でで

エエ
レレ

ベベ
ーー

タタ
ーー

をを
設設

置置
すす

るる
ここ

とと
をを

目目
的的

とと
しし

たた
昇昇

降降
路路

シシ
スス

テテ
ムム

でで
すす

。。
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株
式

会
社

エ
ス

エ
ス

テ
ィ

ー
協

会
開

発
社

天
然

土
砂

埋
戻

し
工

法
技

術
名

千
葉

県
市

原
市

山
田

橋
8
6
2
-
1

所
在

地
B
F
S
工

法
(補

足
)

0
4
3
6
-4

3
-3

3
3
1

電
話

番
号

共
通

工
種

h
tt
p
:/
/
w

w
w

.s
s
tk

yo
k
a
i.c

o
.jp

Ｕ
Ｒ

Ｌ
令

和
5
年

度
提

案
年

度

千
葉

県
袖

ケ
浦

市
施

工
場

所
令

和
５

年
９

月
施

工
年

月

大
和

建
鉄

(株
)椎

の
森

工
場

原
状

復
旧

工
事

路
線

名
等

民
間

発
注

機
関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４ ４
．．

工工
期期

短短
縮縮

・・
施施

工工
性性

向向
上上

５５
．．

環環
境境

配配
慮慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

施
工

後
の

原
位

置
貫

入
試

験
の

結
果

も
非

常
に

良
好

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

短
期

に
、

安
全

か
つ

確
実

な
締

固
め

施
工

を
行

う
こ

と
が

で
き

杭
引

抜
孔

の
埋

戻
し

不
良

を
防

止
で

き
る

工
法

と
い

え
る

。
（

鹿
島

道
路

(株
)千

葉
営

業
所

関
政

巳
）

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

BF
S工

法
は

、
セ
メ
ン
ト
を
用

い
な
い
地

盤
環

境
に
配

慮
し
た
埋

戻
し

技
術

で
す
。
既

存
杭

引
抜

き
孔

な
ど
の

狭
隘

な
空

間
に
天

然
土

砂
を

投
入

し
、
専

用
ド
リ
ル

で
強

力
に
締

め
固

め
る
こ
と
で
、
天

然
の

地
盤

に
よ
り
近

い
高

品
質

な
埋

戻
し
を
実

現
し
ま
す
。
杭

孔
最

深
部

か
ら
強

力
な
締

固
め
を
行

う
こ
と
で
、
空

隙
の

発
生

や
強

度
の

ば
ら
つ
き
な
ど

の
埋

戻
し
不

良
を
防

止
し
、
高

品
質

な
地

盤
回

復
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

実
現

し
ま
す
。

BF
S工工

法法
のの

施施
工工

ププ
ロロ
セセ
スス

BF
S工工

法法
のの

概概
要要

天天
然然

土土
砂砂

にに
よよ
るる
埋埋

戻戻
しし
技技

術術

セ
イ

ス
イ

工
業

株
式

会
社

開
発

社
土

木
泥

水
再

利
用

シ
ス

テ
ム

技
術

名

千
葉

県
千

葉
市

若
葉

区
上

泉
町

4
2

4
-
1

8
所

在
地

矢
板

工
事

等
で

使
用

す
る

水
(ウ

ォ
ー

タ
ー

ジ
ェ

ッ
ト

等
)を

再
利

用
。

泥
水

を
発

生
し

た
場

所
で

、
水

と
泥

土
に

分
離

し
、

廃
棄

物
の

削
減

、
経

済
性

・
施

工
性

の
向

上
が

行
え

る
。

(補
足

)

0
4

3
-3

1
2

-0
8

9
5

電
話

番
号

共
通

工
種

h
tt

p
s
:/

/
s
e
is

u
i-

k
k
.c

o
m

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

５
年

度
提

案
年

度

宮
崎

県
高

速
道

路
橋

梁
施

工
場

所
令

和
4

年
9

月
施

工
年

月

-
路

線
名

等
上

田
工

業
株

式
会

社
（

国
土

交
通

省
案

件
）

発
注

機
関

１１
．．

建建
設設

費費
・・

管管
理理

費費
縮縮

減減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４ ４
．．

工工
期期

短短
縮縮

・・
施施

工工
性性

向向
上上

５５
．．

環環
境境

配配
慮慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

発
生

し
た

汚
泥

を
土

木
泥

水
再

利
用

シ
ス

テ
ム

で
泥

土
と

水
に

分
離

。
6

8
0
㎥

を
1

1
0
㎥

ま
で

減
容

化
す

る
こ

と
で

、
バ

キ
ュ

ー
ム

の
場

合
2

,3
5

8
 万

円
土

木
泥

水
再

利
用

シ
ス

テ
ム

の
場

合
9

6
2

 万
円

コ
ス

ト
削

減
→

 1
,3

9
6

 万
円

の
コ

ス
ト

ダ
ウ

ン
が

で
き

ま
し

た
。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

■
コ

ス
ト

比
較

■
現

場
概

略
図

■
発

生
汚

泥
の

減
容

化

■
土

木
泥

水
再

利
用

シ
ス

テ
ム

の
汚

泥
処

理
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Ｊ
Ｆ

Ｅ
ス

チ
ー

ル
株

式
会

社
開

発
社

カ
ル

シ
ア

改
質

土
の

バ
ッ

チ
式

原
位

置
混

合
工

法
技

術
名

東
京

都
千

代
田

区
内

幸
町

二
丁

目
2
番

3
号

所
在

地
(補

足
)

0
3
-
3
5
9
7
-4

5
6
8

電
話

番
号

港
湾

工
種

h
tt
p
s
:/
/
w

w
w

.jf
e
-
s
te

e
l.c

o
.jp

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

５
年

度
提

案
年

度

広
島

港
出

島
地

区
施

工
場

所
令

和
４

年
８

月
施

工
年

月

路
線

名
等

民
間

発
注

機
関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３ ３
．．

品品
質質

向向
上上

４４
．．

工工
期期

短短
縮縮

・・
施施

工工
性性

向向
上上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(施
工

会
社

)

・
衛

星
測

位
シ

ス
テ

ム
（

G
N
S
S
）

に
よ

る
施

工
位

置
管

理
、

バ
ケ

ッ
ト

内
の

圧
力

調
整

、
バ

ケ
ッ

ト
内

へ
の

カ
ル

シ
ア

改
質

材
の

投
入

は
、

S
C
P
船

の
シ

ス
テ

ム
を

流
用

し
て

い
る

の
で

、
S
C
P
の

施
工

と
同

じ
感

覚
で

実
施

で
き

た
。

・
撹

拌
翼

の
回

転
と

昇
降

は
、

シ
ス

テ
ム

管
理

に
よ

り
自

動
で

動
作

す
る

た
め

、
粘

土
と

カ
ル

シ
ア

改
質

材
を

安
定

的
に

混
合

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・

施
工

時
の

環
境

負
荷

（
騒

音
・

振
動

・
海

の
濁

り
）

が
小

さ
い

た
め

、
安

心
し

て
施

工
管

理
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

原
地

盤
粘

土

カ
ル

シ
ア

改
質

材

施施
工工

状状
況況

技技
術術

概概
要要

カ
ル

シ
ア

改
質

土
（

2
8
日

養
生

）

サ
ン

プ
リ

ン
グ

し
た

カ
ル

シ
ア

改
質

土
（

混
合

直
後

）

時
間

経
過

で
強

度
発

現
（

固
結

）

施
工

見
学

会
の

状
況

（
中

国
地

方
整

備
局

な
ど

参
加

）

※
S
C
P
（

サ
ン

ド
コ

ン
パ

ク
シ

ョ
ン

パ
イ

ル
）

：
強

固
に

締
固

め
た

砂
杭

を
地

中
に

造
成

し
て

地
盤

を
改

良
す

る
工

法

ベ
ル

テ
ク

ス
株

式
会

社
開

発
社

エ
ス

ホ
ー

ル
P
lu

s
技

術
名

千
葉

県
千

葉
市

中
央

区
中

央
3
-
5
-1

-
5
F
-
A

所
在

地
分

割
式

箱
型

マ
ン

ホ
ー

ル
(補

足
)

0
4
3
-2

0
2
-0

2
8
9

電
話

番
号

共
通

工
種

h
tt
p
s
:/
/
v
e
rt
e
x
g
rp

.c
o
.jp

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

5
年

度
提

案
年

度

-
施

工
場

所
令

和
5
年

1
0
月

施
工

年
月

某
港

湾
案

件
路

線
名

等
-

発
注

機
関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４ ４
．．

工工
期期

短短
縮縮

・・
施施

工工
性性

向向
上上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

こ
れ

ま
で

、
現

場
打

で
対

応
す

る
し

か
な

か
っ

た
大

き
な

寸
法

の
角

型
マ

ン
ホ

ー
ル

に
つ

い
て

、
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
で

対
応

が
出

来
る

こ
と

に
よ

り
、

工
期

の
面

で
大

き
な

メ
リ

ッ
ト

に
な

り
ま

し
た

。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

エエ
スス

ホホ
ーー

ルル
PP
lluu

ss
はは

、、
ここ

れれ
まま

でで
不不

可可
能能

とと
ささ

れれ
てて

いい
たた

大大
口口

径径
のの

ボボ
ッッ

クク
スス

カカ
ルル

ババ
ーー

トト
やや

管管
路路

のの
接接

続続
をを

可可
能能

とと
しし

たた
、、

分分
割割

型型
ププ

レレ
キキ

ャャ
スス

トト
製製

のの
大大

型型
組組

立立
式式

ママ
ンン

ホホ
ーー

ルル
でで

すす
。。
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株
式

会
社

一
心

助
け

開
発

社
立

体
視

覚
に

よ
る

分
離

方
法

技
術

名

千
葉

県
柏

市
み

ど
り

台
4
-
2
3
-3

所
在

地
平

面
画

像
の

立
体

認
識

技
術

・
製

品
に

よ
る

通
学

路
・

歩
道

等
の

安
全

対
策

(補
足

)

0
4
-
7
1
3
2
-2

4
1
5

電
話

番
号

道
路

工
種

h
tt
p
:/
/
w

w
w

8
.p

la
la

.o
r.
jp

/
ta

s
u
k
e
/

Ｕ
Ｒ

Ｌ
令

和
5
年

度
提

案
年

度

府
中

市
八

幡
町

３
丁

目
２

番
地

先
路

上
施

工
場

所
令

和
５

年
８

月
１

９
日

（
土

）
施

工
年

月

路
線

名
等

府
中

市
生

活
環

境
部

地
域

安
全

対
策

課
発

注
機

関

１１
．．

建建
設設

費費
・・

管管
理理

費費
縮縮

減減

２２
．．

安安
全全

性性
向向

上上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)
発

注
者

：
立

体
シ

ー
ル

は
、

ポ
ー

ル
を

置
く

こ
と

が
で

き
な

い
狭

い
場

所
に

も
貼

付
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

が
魅

力
。

現
場

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
歩

行
者

は
歩

行
者

側
を

歩
き

、
自

動
車

は
歩

行
者

側
に

寄
ら

な
い

よ
う

に
走

行
し

て
い

る
の

が
見

て
取

れ
た

。
今

後
の

交
通

事
故

啓
発

に
期

待
す

る
。

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

：
立

体
視

の
慣

れ
に

よ
る

歩
行

者
・

自
転

車
・

自
動

車
の

走
行

分
離

影
響

は
全

く
な

か
っ

た
。

（
近

隣
・

走
行

帯
利

用
者

の
聞

き
取

り
で

も
）

前
回

の
歩

行
者

・
自

転
車

等
1
.2

割
か

ら
今

回
検

証
で

は
5
.6

割
に

向
上

し
、

通
学

路
や

自
転

車
の

事
故

が
多

い
の

で
防

止
な

ど
に

も
役

立
て

て
ほ

し
い

と
の

住
民

の
声

。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

【【
現現

場場
施施
工工
状状
況況
】】

千
葉

窯
業

株
式

会
社

開
発

社
新

形
状

の
P
C
a
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

技
術

名

千
葉

市
中

央
区

市
場

町
3
-
1

所
在

地
角

丸
カ

ル
バ

ー
ト

(補
足

)

0
4
3
-2

2
1
-3

4
7
1

電
話

番
号

共
通

工
種

h
tt
p
:/
/
w

w
w

.c
h
ib

a
yo

g
yo

.c
o
.jp

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

4
年

度
提

案
年

度

流
山

市
三

輪
野

山
施

工
場

所
令

和
4
年

1
2
月

施
工

年
月

（
主

）
越

谷
流

山
線

路
線

名
等

千
葉

県
東

葛
飾

土
木

事
務

所
発

注
機

関

１１
．．

建建
設設

費費
・・

管管
理理

費費
縮縮

減減

２
．

安
全

性
向

上

３ ３
．．

品品
質質

向向
上上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

角
丸

カ
ル

バ
ー

ト
は

従
来

の
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

と
比

較
し

、
隅

角
部

の
形

状
を

直
角

か
ら

円
弧

状
に

す
る

こ
と

で
内

部
に

局
所

的
に

作
用

し
て

い
る

負
荷

を
低

減
す

こ
と

に
よ

り
、

鉄
筋

量
及

び
コ

ン
ク

リ
ー

ト
量

を
削

減
で

き
る

。
こ

の
こ

と
か

ら
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

の
重

量
を

軽
量

化
す

る
こ

と
が

で
き

、
地

耐
力

の
確

保
が

課
題

と
な

る
軟

弱
地

盤
で

の
活

躍
が

期
待

で
き

る
。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

か
く

ま
る

発
注

者
の

意
見

・
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株
式

会
社

一
心

助
け

開
発

社
立

体
視

覚
に

よ
る

分
離

方
法

技
術

名

千
葉

県
柏

市
み

ど
り

台
4
-
2
3
-3

所
在

地
平

面
画

像
の

立
体

認
識

技
術

・
製

品
に

よ
る

違
法

駐
停

車
等

交
通

対
策

(補
足

)

0
4
-
7
1
3
2
-2

4
1
5

電
話

番
号

道
路

工
種

h
tt
p
:/
/
w

w
w

8
.p

la
la

.o
r.
jp

/
ta

s
u
k
e
/

Ｕ
Ｒ

Ｌ
令

和
４

年
度

提
案

年
度

流
山

市
５

丁
目

・
流

山
市

向
小

金
福

祉
会

館
入

り
口

信
号

交
差

点
か

ら
向

小
金

ふ
れ

あ
い

公
園

ま
で

約
2
0
0
ｍ

・
流

山
市

野
々

毛
3
丁

目
バ

ス
停

中
心

と
し

た
約

2
0
0
ｍ

歩
道

左
側

（
コ

ン
ビ

ニ
側

）
・

流
山

市
鰭

ヶ
崎

歩
道

方
側

（
右

側
）

施
工

場
所

令
和

4
年

1
2
月

2
4
日

（
土

）
.2

5
日

（
日

）
施

工
年

月

路
線

名
等

千
葉

県
流

山
市

土
木

部
道

路
管

理
課

発
注

機
関

１ １
．．

建建
設設

費費
・・

管管
理理

費費
縮縮

減減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)
発

注
者

：
流

山
市

５
丁

目
狭

い
道

か
ら

道
路

へ
の

出
入

り
口

に
ポ

ー
ル

設
置

困
難

に
よ

り
施

工
し

て
、

安
全

対
策

を
し

た
い

。
施

工
者

・
そ

の
他

関
係

者
：

幹
線

道
路

通
行

自
動

車
等

が
避

け
る

の
で

安
全

で
す

。
発

注
者

：
近

く
の

小
学

校
通

学
路

で
あ

り
、

白
線

上
に

三
角

コ
ー

ン
を

臨
時

設
置

し
て

い
る

の
に

代
わ

っ
て

、
貼

付
し

て
安

全
性

の
向

上
を

図
り

た
い

。
施

工
者

・
そ

の
他

関
係

者
：

施
工

後
、

自
動

車
と

児
童

通
学

が
と

も
に

安
全

に
分

離
走

行
さ

れ
た

。
交

通
指

導
員

や
関

係
者

か
ら

も
大

変
喜

ば
れ

、
多

く
の

通
学

路
に

施
工

し
て

ほ
し

い
と

多
く

の
方

々
か

ら
要

望
さ

れ
た

。
発

注
者

：
急

坂
で

自
転

車
が

ス
ピ

ー
ド

を
出

し
て

歩
道

を
走

行
す

る
の

を
徐

行
注

意
喚

起
し

、
歩

行
者

な
ど

の
安

全
を

図
り

た
い

。
（

野
々

毛
・

鰭
ヶ

崎
共

に
）

施
工

者
・

そ
の

他
関

係
者

：
施

工
後

、
自

転
車

の
道

路
側

走
行

又
は

減
速

走
行

が
多

く
み

ら
れ

た
。

通
行

人
に

聞
く

と
、

施
工

効
果

が
あ

り
、

こ
こ

以
外

に
も

施
工

し
て

ほ
し

い
と

の
要

望
が

沢
山

寄
せ

ら
れ

た
。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況
流

山
市

５
丁

目
：

対
向

車
相

互
＆

大
型

車
＆

オ
ー

ト
バ

イ
も

施
工

画
像

シ
ー

ト
を

避
け

て
走

行
。

小
学

生
通

学
道

路
：

通
学

安
全

確
保

＆
自

動
車

走
行

＆
安

全
性

問
題

な
し

（
整

理
員

：
非

常
に

良
い

と
の

こ
と

）

野
々

毛
：

歩
行

者
安

全
確

保
＆

自
動

車
走

行
＆

安
全

性
問

題
な

し
（

通
行

人
（

主
婦

）
。

施
工

し
て

か
ら

自
転

車
の

激
走

が
な

く
な

り
安

心
し

て
歩

道
通

行
で

き
る

）
・

こ
の

歩
道

か
ら

側
道

（
自

動
車

道
路

白
線

歩
道

寄
り

）
を

自
転

車
が

走
行

変
更

す
る

。

鰭
ヶ

崎
：

走
行

す
る

自
転

車
は

み
な

こ
が

ず
に

、
徐

行
に

よ
り

坂
を

走
行

し
て

、
歩

行
者

と
の

安
全

は
保

た
れ

て
い

た
。

画
像

上
を

歩
行

し
た

り
、

自
転

車
で

走
行

し
て

も
問

題
な

し
。

日
本

興
業

株
式

会
社

開
発

社
可

と
う

性
重

圧
管

技
術

名

香
川

県
さ

ぬ
き

市
志

度
4
6
1
4
-
1
3

所
在

地
可

と
う

性
暗

渠
排

水
管

(補
足

)

0
8
7
-8

9
4
-1

9
9
8

電
話

番
号

道
路

工
種

h
tt
p
:/
/
w

w
w

.n
ih

o
n
-
k
o
g
yo

.c
o
.jp

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

4
年

度
提

案
年

度

東
京

都
北

区
豊

島
5
丁

目
施

工
場

所
令

和
5
年

2
月

施
工

年
月

荒
川

緑
地

（
豊

島
ブ

ロ
ッ

ク
）

整
備

工
事

路
線

名
等

東
京

都
北

区
土

木
部

土
木

政
策

課
整

備
係

発
注

機
関

１１
．．

建建
設設

費費
・・

管管
理理

費費
縮縮

減減

２
．

安
全

性
向

上

３ ３
．．

品品
質質

向向
上上

４４
．．

工工
期期

短短
縮縮

・・
施施

工工
性性

向向
上上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

【
施

工
者

】

他
製

品
と

比
べ

、
施

工
方

法
は

変
わ

ら
ず

、
ス

ム
ー

ズ
に

行
え

た
。

継
手

部
の

ゴ
ム

リ
ン

グ
の

表
層

が
柔

ら
か

い
た

め
、

施
工

性
が

向
上

し
た

。

ゴ
ム

リ
ン

グ
で

止
水

性
が

あ
が

り
、

安
心

で
き

る
。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

高高
強強

度度
・・
耐耐

震震
性性

・・
水水

密密
性性

・・
施施

工工
性性

にに
優優

れれ
たた

【
水
密
試
験
】

重
圧
管
の
内
側
に
0.
1M

Ｐ
ａ
の
水
圧
を
加
え

3分
間
保
持
し
た
後
、
漏
水
な
し
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高
所

機
械

施
工

協
会

開
発

社
高

所
法

面
掘

削
機

に
よ

る
掘

削
工

法
技

術
名

千
葉

県
茂

原
市

高
師

8
番

地
2

所
在

地
ロ

ッ
ク

ク
ラ

イ
ミ

ン
グ

マ
シ

ー
ン

（
R
C
M

）
に

よ
る

掘
削

工
法

(補
足

)

0
4
7
5
-3

6
-7

7
0
3

電
話

番
号

共
通

工
種

h
tt
p
:/
/
w

w
w

.r
c
m

-
a
.jp

Ｕ
Ｒ

Ｌ
令

和
４

年
度

提
案

年
度

千
葉

県
千

葉
市

緑
区

大
椎

町
地

内
施

工
場

所
令

和
３

年
施

工
年

月

－
路

線
名

等
千

葉
県

千
葉

土
木

事
務

所
発

注
機

関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２ ２
．．

安安
全全

性性
向向

上上

３
．

品
質

向
上

４ ４
．．

工工
期期

短短
縮縮

・・
施施

工工
性性

向向
上上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(元
請

建
設

会
社

)

現
場

は
高

所
法

面
掘

削
機

で
の

掘
削

設
計

で
は

あ
り

ま
し

た
が

、
実

際
に

施
工

協
力

し
て

い
た

だ
き

、
安

全
に

完
成

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

改
め

て
従

来
工

法
（

人
力

）
と

比
較

し
て

工
期

短
縮

・
リ

ス
ク

軽
減

な
ど

が
可

能
で

、
昨

今
の

人
手

不
足

が
懸

念
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
施

工
の

機
械

化
は

有
効

か
と

思
わ

れ
ま

す
。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

従
来

の
高

所
作

業
に

於
け

る
法

面
掘

削
は

、
盛

土
足

場
に

よ
る

重
機

掘
削

や
人

力
に

よ
る

掘
削

が
主

な
た

め
、

崩
壊

落
石

の
危

険
を

伴
う

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。

こ
の

機
械

（
ﾛ
ｯ
ｸ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾏ
ｼ
ｰ
ﾝ
）

は
上

部
に

ア
ン

カ
ー

さ
え

設
置

で
き

れ
ば

、
急

峻
な

あ
ら

ゆ
る

法
面

を
登

降
坂

で
き

、
高

所
法

面
の

掘
削

・
整

形
・

構
造

物
の

取
壊

し
等

が
で

き
る

工
法

で
す

。
ま

た
、

高
所

作
業

の
安

全
性

の
工

法
・

工
期

短
縮

・
省

力
化

が
可

能
で

す
。

ＲＲ
ＣＣ
ＭＭ
１１
２２
型型

ＲＲ
ＣＣ
ＭＭ
００
６６
型型

ＲＲ
ＣＣ
ＭＭ
００
３３
型型

ＲＲ
ＣＣ
ＭＭ
００
１１
型型

形形
式式

9m
5.
9m

5.
2m

3.
0m

全
長
（
輸
送
時
）

寸
法

3.
4m

3.
1m

3m
2.
5m

全
高
（
輸
送
時
）

3m
2.
8m

1.
9m

～
2.
3m

1.
5m

全
幅
（
輸
送
時
）

20
t

8.
8t

5.
7t

1.
7t
～

2.
4t

全
装
備
重
量

0～
80

°
0～

80
°

0～
80

°
0～

80
°

作
業
可
能
傾
斜
角
度

性
能

0.
45

m
3

0.
25

m
3

0.
1m

3
0.
02

8m
3

バ
ケ
ッ
ト
容
量

そ
の

他
80

0k
g用

50
0k
g用

20
0k
g用

－
ブ
レ
ー
カ

搭
乗
・
ラ
ジ
コ
ン

搭
乗
・
ラ
ジ
コ
ン

搭
乗
・
ラ
ジ
コ
ン

搭
乗

操
作
方
法

高高
所所

法法
面面

掘掘
削削

機機

ＲＲ
ＣＣ

ＭＭ
００
３３

型型
ＲＲ
ＣＣ
ＭＭ

００
６６
型型

掘掘
削削

高
所

法
面

掘
削

機
に

よ
る

掘
削

工
法

N
E
T
IS

登
録

旧
K
T
-
0
1
0
0
7
6
-
V

E 千
葉

県
の

実
績

法
面

掘
削

機
全

国
（

R
C
M

）

施
工

実
績

R
4
/
3
末

７
件

５
７

１
件

国
土

交
通

省

１
３

件
４

６
７

件
林

野
庁

３
０

０
件

４
,４

５
１

件
地

方
公

共
団

体

３
２

件
２

３
７

件
民

間

軟
岩

Ⅰ
切

崩
し

1
,0

0
0
m

3
施

工
想

定
比

較
区

分
日

量
工

程
コ

ス
ト

1
0
m

3

程
度

１
０

０
日

9
,7

7
0

円
/
m

3
人

力
従

来

2
9
m

3

程
度

4
3

%

短
縮

5
7
日

1
3

%

向
上

8
,5

0
0

円
/
m

3

R
C
M

0
3

法
面

掘
削

機
5
2
m

3

程
度

6
5

%

短
縮

3
5
日

2
1

%

向
上

7
,7

0
0

円
/
m

3

R
C
M

0
6

ロ
ッ

ク
ク

ラ
イ

ミ
ン

グ
マ

シ
ー

ン

ラ
ジ
コ
ン
操

作

RR
CC

MM

施施
工工

開開
始始

施施
工工

完完
了了

大
日

本
塗

料
株

式
会

社
開

発
社

ア
ク

ア
マ

リ
ン

タ
ッ

ク
レ

ス
凛

技
術

名

千
葉

市
中

央
区

富
士

見
２

－
７

－
５

所
在

地
リ

ベ
ッ

ト
構

造
型

水
性

硬
質

塗
料

（
皮

脂
軟

化
対

策
塗

料
）

(補
足

)

０
４

３
－

２
２

５
－

１
７

２
１

電
話

番
号

共
通

工
種

h
tt
p
s
:/
/
w

w
w

.d
n
t.
c
o
.jp

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

４
年

度
提

案
年

度

大
阪

市
西

区
千

代
崎

三
丁

目
２

番
１

号
施

工
場

所
令

和
２

年
５

月
施

工
年

月

京
セ

ラ
ド

ー
ム

大
阪

ス
タ

ン
ド

内
手

摺
路

線
名

等
株

式
会

社
大

阪
シ

テ
ィ

ド
ー

ム
発

注
機

関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２ ２
．．

安安
全全

性性
向向

上上

３３
．．

品品
質質

向向
上上

４４
．．

工工
期期

短短
縮縮

・・
施施

工工
性性

向向
上上

５５
．．

環環
境境

配配
慮慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

・
ド

ー
ム

内
の

塗
装

な
の

に
臭

気
が

全
く

気
に

な
ら

な
か

っ
た

。
・

水
性

塗
料

な
の

に
塗

り
や

す
か

っ
た

。
・

塗
装

作
業

時
の

気
温

は
１

３
℃

だ
っ

た
が

、
乾

燥
が

早
く

、
１

日
に

３
回

塗
り

が
出

来
た

。
（

一
般

的
な

Ｓ
Ｏ

Ｐ
で

は
実

現
不

可
能

）
・

塗
装

完
了

１
時

間
後

に
手

摺
を

強
く

握
っ

て
も

、
塗

料
が

手
に

付
か

ず
、

ま
た

ハ
ガ

レ
も

な
か

っ
た

。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況
皮

脂
軟

化
対

策
用

水
性

塗
料

（
超

低
臭

タ
イ
プ
）

こ
の

よ
う
な
塗

膜
の

皮
脂

軟
化

に
よ
る
ハ

ガ
レ
対

策
に
最

適
で
す
！

35



大
日

本
塗

料
株

式
会

社
開

発
社

ノ
ボ

ク
リ

ー
ン

シ
リ

ー
ズ

技
術

名

千
葉

市
中

央
区

富
士

見
２

－
７

－
５

所
在

地
室

内
環

境
対

応
形

水
系

塗
料

（
シ

ッ
ク

ハ
ウ

ス
症

候
群

対
応

塗
料

）
(補

足
)

０
４

３
－

２
２

５
－

１
７

２
１

電
話

番
号

共
通

工
種

h
tt
p
s
:/
/
w

w
w

.d
n
t.
c
o
.jp

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

４
年

度
提

案
年

度

千
葉

県
香

取
市

佐
原

イ
８

６
１

番
地

施
工

場
所

平
成

１
５

年
１

０
月

施
工

年
月

千
葉

県
立

佐
原

白
楊

高
等

学
校

内
壁

路
線

名
等

千
葉

県
発

注
機

関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２ ２
．．

安安
全全

性性
向向

上上

３３
．．

品品
質質

向向
上上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５ ５
．．

環環
境境

配配
慮慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

・
塗

装
中

も
水

性
塗

料
特

有
の

臭
い

が
、

他
の

水
性

塗
料

と
比

べ
て

、
き

わ
め

て
少

な
か

っ
た

。
・

塗
装

後
、

翌
日

に
は

臭
い

が
ほ

と
ん

ど
消

え
て

い
た

。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

N
O

 V
O

C 
CL

EA
N

 S
er

ie
s

室 室
内内

環環
境境

対対
応応

形形
機機

能能
性性

ゼゼ
ロロ
VO

C
水水

系系
塗塗

料料
（（
特特

許許
取取

得得
））

私
た
ち
を
取
り
巻
く
⽣
活
環
境
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
に

VO
Cは

含
ま
れ
て
い
ま
す

…

上
記
の
よ
う
な

VO
C（

揮
発
性
有
機
化
合
物
）
を
い
っ
さ
い
含
ま
な
い
、

⼈
と
環
境
に
や
さ
し
い
⽔
系
塗
料
が
ノ
ボ
ク
リ
ー
ン
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

城
東

リ
プ

ロ
ン

株
式

会
社

開
発

社
J
S
ド

レ
ー

ン
工

法
技

術
名

東
京

都
中

央
区

築
地

6
丁

目
1
9
番

2
0
号

所
在

地
縦

型
雨

水
浸

透
施

設
ス

テ
ィ

ッ
ク

フ
ィ

ル
タ

ー
(補

足
)

0
3
-
6
2
8
1
-5

9
3
6

電
話

番
号

下
水

道
工

種

h
tt
p
s
:/
/
ly
p
ro

n
e
.c
o
m

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

4
年

度
提

案
年

度

千
葉

県
八

街
市

施
工

場
所

2
0
2
2
年

3
月

施
工

年
月

路
線

名
等

民
間

会
社

発
注

機
関

１１
．．

建建
設設

費費
・・

管管
理理

費費
縮縮

減減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４ ４
．．

工工
期期

短短
縮縮

・・
施施

工工
性性

向向
上上

５５
．．

環環
境境

配配
慮慮

施
工

業
者

の
意

見

汎
用

機
械

で
の

掘
削

が
可

能
で

あ
り

、
縦

型
に

設
置

す
る

の
で

道
路

敷
地

内
で

の
コ

ン
パ

ク
ト

な
施

工
が

出
来

て
い

た
。

製
品

自
体

の
取

り
扱

い
が

安
易

で
あ

り
、

施
工

に
も

特
殊

な
技

術
を

必
要

と
し

な
い

の
で

誰
に

も
施

工
可

能
で

あ
り

、
施

工
ス

ピ
ー

ド
も

早
く

行
え

た
。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

設
置

状
況

雨
水

桝
掘

削
状

況

JJ
SS
ドド

レレ
ーー

ンン
工工

法法
主主

なな
特特

徴徴
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城
東

リ
プ

ロ
ン

株
式

会
社

開
発

社
ハ

イ
ド

ロ
ス

タ
ッ

フ
工

法
技

術
名

東
京

都
中

央
区

築
地

6
丁

目
1
9
番

2
0
号

所
在

地
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

雨
水

貯
留

浸
透

施
設

ハ
イ

ド
ロ

ス
タ

ッ
フ

工
法

(補
足

)

0
3
-
6
2
8
1
-5

9
3
6

電
話

番
号

下
水

道
工

種

h
tt
p
s
:/
/
ly
p
ro

n
e
.c
o
m

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

4
年

度
提

案
年

度

千
葉

県
八

街
市

施
工

場
所

2
0
2
2
年

8
月

施
工

年
月

路
線

名
等

民
間

会
社

発
注

機
関

１１
．．

建建
設設

費費
・・

管管
理理

費費
縮縮

減減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４ ４
．．

工工
期期

短短
縮縮

・・
施施

工工
性性

向向
上上

５５
．．

環環
境境

配配
慮慮

施
工

業
者

の
意

見

部
材

が
軽

い
の

で
持

ち
運

び
が

安
易

で
あ

り
、

女
性

で
も

扱
う

こ
と

が
出

来
る

。
部

材
嵌

合
も

上
か

ら
嵌

め
る

だ
け

で
繋

手
部

材
も

い
ら

な
い

の
で

施
工

ス
ピ

ー
ド

も
速

い
。

壁
材

が
あ

る
の

で
、

シ
ー

ト
の

折
り

返
し

が
し

や
す

く
仕

上
が

り
も

綺
麗

に
な

る
。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

現
場

施
工

状
況

製
品

納
入

状
況

ハハ
イイ

ドド
ロロ

スス
タタ

ッッ
フフ

工工
法法

主主
なな

特特
徴徴

中
舘

工
業

株
式

会
社

開
発

社
フ

ラ
ッ

ト
キ

ー
パ

ー
技

術
名

千
葉

市
中

央
区

大
森

町
1
4
6
－

1
1

所
在

地
目

違
い

修
正

具
(補

足
)

０
４

３
－

４
２

０
－

８
２

５
０

電
話

番
号

共
通

工
種

ta
k
e
a
ya

.1
5
3
1
@

o
u
tl
o
o
k
.jp

Ｕ
Ｒ

Ｌ
令

和
４

年
度

提
案

年
度

東
京

都
小

岩
マ

ン
シ

ョ
ン

施
工

場
所

令
和

３
年

1
2
月

施
工

年
月

路
線

名
等

佐
倉

市
民

間
５

ヶ
月

発
注

機
関

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３ ３
．．

品品
質質

向向
上上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

職
人

の
意

見
を

聞
い

た
と

こ
ろ

、
片

壁
の

場
合

は
使

用
し

な
か

っ
た

が
返

し
壁

の
場

合
、

壁
の

中
を

確
認

す
る

事
が

で
き

な
い

た
め

、
使

っ
て

見
た

結
果

目
違

い
が

出
な

か
っ

た
の

で
良

か
っ

た
と

の
意

見
で

し
た

。

中
舘

工
業

と
し

て
３

０
年

型
枠

工
事

を
手

掛
け

て
き

ま
し

た
が

、
そ

の
中

で
目

違
い

を
出

さ
な

い
た

め
に

ど
う

す
れ

ば
良

い
の

か
を

考
え

た
の

が
目

違
い

修
正

具
で

す
。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

フ
ラ
ッ
ト
キ
ー

パ
ー

は
壁
に

目
違

い
を
出

さ
な

い
事
を

目
的

と
し
て

考
え

た
器
具

で
す

。
一
般
の
建
物
と

、
打

ち
っ
放

し
の

建
物
な

ど
、

型
枠
土

木
工

事
な
ど

も
目

違
い
修

正
具

を
使
う

事
で

躯
体
精
度
を
よ

り
正

確
に
す

る
事

が
出
来

ま
す

。
ま
た
、
桟
木
の

厚
み

が
違
っ

て
い

て
も
使

う
事

が
出
来

ま
す

。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
固

ま
っ
た

後
の

目
違
い

を
埋

め
る
補

修
工

事
が
要

ら
ず

、
コ
ス

ト
、

時
間
の

無
駄

を
省
き
ま
す
。

パ
ネ
ル
の
目
違

い
を

直
し
た

と
き

の
写
真

パ
ネ
ル
の
目
違

い
を

直
し
た

と
き

の
写
真

パ
ネ

ル
の

桟
木

の
中

央
に

４
５

の
釘

を
打

っ
て

釘
の

頭
に

フ
ラ

ッ
ト

キ
ー

パ
ー

を
引
っ

掛
け

て
調
整

し
て

い
る
写

真

フ
ラ

ッ
ト

キ
ー

パ
ー

材
質

（
本

体
）

鉄
材

質
（

取
っ

手
）
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク
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日
綜

産
業

株
式

会
社

開
発

社
先

行
床

施
工

式
フ
ロ
ア
型

シ
ス
テ
ム
吊

足
場

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ

技
術

名

千
葉

県
千

葉
市

美
浜

区
中

瀬
1
-
3

幕
張

テ
ク
ノ
ガ
ー
デ
ン

B
-
1
2
F

所
在

地
長
大
な
チ
ェ
ー
ン
ピ
ッ
チ
と
無
断
差
無
隙
間
の
フ
ロ
ア
で
快
適
な
作
業
空
間
を

提
供
す
る
床
先
行
施
工
型
の
安
全
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
型
吊
足
場

(補
足

)

0
4
3
-
2
9
6
-
2
7
0
0

電
話

番
号

共
通

工
種

ht
tp
s:
//w

w
w
.n
is
so
-s
an
gy
o.
co
.jp
/

Ｕ
Ｒ

Ｌ
令

和
４
年

度
提

案
年

度

千
葉

県
千

葉
市

美
浜

区
打

瀬
3
丁

目
地

内
1

施
工

場
所

2
0
1
5
年

8
月

〜
１
２
月

施
工

年
月

市
道

千
葉

臨
海

線
路

線
名

等
千

葉
市

建
設

局
発

注
機

関

１１
．．

建建
設設

費費
・・

管管
理理

費費
縮縮

減減

２２
．．

安安
全全

性性
向向

上上

３
．

品
質

向
上

４ ４
．．

工工
期期

短短
縮縮

・・
施施

工工
性性

向向
上上

５５
．．

環環
境境

配配
慮慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

★
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
の

詳
し
い
ご
案

内
は

コ
チ
ラ
か

ら
ご
覧

く
だ
さ
い

h
tt
ps
:/
/
w
w
w
.n
is
so
-
sa
n
gy
o
.c
o
.jp
/
pr
o
du
c
ts
/
se
ri
e
s/
qu

ik
-
de
c
k

施
工
会

社
現

場
担

当
者

よ
り

「
従
来
の
吊
足
場
に
比
べ
、
足
場
が
安
定
し
、

安
全
性
が
上
が
っ
て
い
る
。
加
え
て
足
場
が

組
み
上
が
る
ス
ピ
ー
ド
も
向
上
し
て
い
る
」
と
評
価
。

【
現
場
名
】

美
浜
大
橋
補
修
工
事

【
施
工
面
積
】

2
0
0
0
㎡
(他

在
来
工
法
と
併
設
で
使
用
)

【
工
事
概
要
】

断
面
補
修
、
ひ
び
割
れ
補
修
、
橋
梁
塗
装

◎
施
工
場
所
全
体
図
(※

赤
線
付
近
が
当
社
製
品
)

◎
内
部
施
工
状
況
❶

◎
内
部
施
工
状
況
❷
・
❸

●
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
主
要
部
材

○
工
事
概
要
・
製
品
解
説

歩
道
・
車
道
計
3
7
0
0
㎡
の
補
修
工
事
で
在
来
工
法

(単
管
式
吊
足
場
)と

併
設
で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
5
年
に
関
東
で
初
採
用
さ
れ
た
現
場
で
す
。
現
在
は
、

N
E
T
IS
に
お
い
て
も
「
準
推
奨
技
術
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

製
品
群
も
増
え
、
全
国
約
1
7
0
0
件
以
上
が
採
用
さ
れ
、

ま
す
ま
す
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
外
か
ら
の
様
子

日
綜

産
業

株
式

会
社

開
発

社
法

面
作

業
構

台
マ

ル
チ

ン
グ

ル
工

法
技

術
名

千
葉

県
千

葉
市

美
浜

区
中

瀬
1
-
3

幕
張

テ
ク

ノ
ガ

ー
デ

ン
B
-
1
2
F

所
在

地
法

面
構

台
用

ユ
ニ

ッ
ト

足
場

(補
足

)

0
4
3
-2

9
6
-2

7
0
0

電
話

番
号

共
通

工
種

h
tt
p
s
:/
/
w

w
w

.n
is
s
o
-
s
a
n
g
yo

.c
o
.jp

/
Ｕ

Ｒ
Ｌ

令
和

４
年

度
提

案
年

度

千
葉

県
市

原
市

池
和

田
付

近
施

工
場

所
2
0
2
3
年

2
月

〜
4
月

施
工

年
月

一
般

国
道

2
9
7
号

路
線

名
等

千
葉

県
県

土
整

備
部

市
原

土
木

事
務

所
鶴

舞
出

張
所

発
注

機
関

１ １
．．

建建
設設

費費
・・

管管
理理

費費
縮縮

減減

２２
．．

安安
全全

性性
向向

上上

３
．

品
質

向
上

４ ４
．．

工工
期期

短短
縮縮

・・
施施

工工
性性

向向
上上

５５
．．

環環
境境

配配
慮慮

使
用

者
の

意
見

(発
注

者
、

施
工

者
、

そ
の

他
関

係
者

)

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

【
現
場
名
】

県
単
橋
梁
修
繕
工
事

【
概
要
】

桟
道
橋
耐
震
補
強
工

施
工
会
社
現
場
担

当
者

よ
り

「
ア
ン
カ
ー
を
打
っ
て
い
る
時
に
構
台
が
揺
れ
る

心
配
が
な
く
、
在
来
工
法
よ
り
急
勾
配
で
の
設
置
が

可
能
で
組
立
施
工
が
容
易
」
と
評
価
。

◎
施
工
場
所
全
体
図
(※

法
面
設
置
箇
所
が
当
社
製
品
)

◎
施
工
場
所
全
体
図

◎
法
面
設
置
箇
所

○
工
事
概
要
・
製
品
解
説

橋
脚

補
強

の
ア
ン
カ
ー
工
事
で
作
業
構
台
、
資
材
ス
テ
ー
ジ
と
し
て

当
社
製
品
が

採
用

さ
れ

ま
し
た
。

2
0
2
1
年

1
0
月

、
N
E
T
IS
に
お
い
て
も
「
活

用
促

進
技
術

」
に
認

定
さ
れ

ま
し
た
。

重
機
作
業
で
は
2
5
tの

ラ
フ
タ
ー
ク
レ
ー
ン
の

作
業

構
台

、
道
路
拡
幅
構

台
な
ど
工

事
の

状
況

に
合

わ
せ

た
幅

広
い
対
応

が
可

能
で
す
。

●
マ
ル
チ
ア
ン
グ
ル
工
法
主
要
部
材

◎
作
業
様
子

★
マ
ル
チ
ア
ン
グ
ル
工
法
の

詳
し
い
ご
案

内
は

コ
チ
ラ
か

ら
ご
覧

く
だ
さ
い

h
tt
ps
:/
/
w
w
w
.n
is
so
-
sa
n
gy
o
.c
o
.jp
/
pr
o
du
c
ts
/
se
ri
e
s/
b
an
k-
8
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令令
和和

２２
年年

度度
にに

提提
案案

ささ
れれ

たた
技技

術術
掲掲

載載
提提

案案
者者

技技
術術

のの
概概

要要
技技

術術
のの

名名
称称

番番
号号

－
共

栄
建

材
工

業
㈱

本
製

品
は

、
国

土
交

通
省

「
安

全
で

快
適

な
自

転
車

利
用

環
境

創
出

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

準
拠

し
、

エ
プ

ロ
ン

幅
を

1
2
0
m

m
に

短
縮

し
、

自
転

車
レ

ー
ン

・
道

路
幅

を
拡

幅
す

る
側

溝
で

す
。

こ
れ

を
上

部
の

門
型

と
下

部
の

U
型

に
分

割
し

た
自

由
勾

配
構

造
に

し
、

フ
ル

オ
ー

プ
ン

に
な

っ
た

開
口

部
に

よ
り

イ
ン

バ
ー

ト
工

作
業

の
省

力
化

を
図

っ
た

も
の

で
す

。

上
下

分
割

式
自

転
車

道
対

応
自

由
勾

配
側

溝
「

分
割

サ
イ

ク
ル

側
溝

」

R
0
2
C

-
1
-
1

ー
日

清
紡

ケ
ミ

カ
ル

㈱

本
工

法
は

、
既

設
ト

ン
ネ

ル
の

補
修

工
事

に
お

い
て

覆
工

コ
ン

ク
リ

ー
ト

背
面

に
生

じ
る

空
隙

を
硬

質
発

泡
ウ

レ
タ

ン
に

よ
っ

て
充

填
す

る
裏

込
注

入
工

法
で

あ
る

。
従

来
の

可
塑

性
エ

ア
モ

ル
タ

ル
注

入
工

法
は

強
度

発
現

に
時

間
が

か
か

る
た

め
、

水
の

存
在

下
で

分
離

、
流

出
、

消
泡

な
ど

の
問

題
が

あ
り

、
こ

れ
ら

を
解

決
す

る
た

め
に

瞬
結

性
の

硬
質

ウ
レ

タ
ン

を
注

入
す

る
セ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

工
法

が
開

発
さ

れ
た

。
4
0
倍

発
泡

品
の

開
発

に
よ

り
更

な
る

注
入

時
間

の
短

縮
と

材
料

費
の

低
減

を
可

能
に

し
た

。

急
結

性
・

高
性

能
硬

質
発

砲
ウ

レ
タ

ン
に

よ
る

裏
込

注
入

工
法

「
セ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

工
法

」

R
0
2
C

-
1
-
2

ー
ゼ

ニ
ス

羽
田

㈱

本
製

品
は

、
結

合
材

に
7
0
%

を
超

え
る

高
炉

ス
ラ

グ
微

粉
末

を
配

合
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
で

す
。

高
炉

ス
ラ

グ
の

特
性

か
ら

化
学

抵
抗

性
、

水
密

性
や

長
期

強
度

の
向

上
に

よ
っ

て
、

耐
久

性
に

優
れ

た
長

寿
命

コ
ン

ク
リ

ー
ト

と
な

り
ま

す
。

ま
た

高
炉

ス
ラ

グ
は

、
溶

鉱
炉

で
銑

鉄
を

生
産

す
る

際
に

生
成

さ
れ

る
副

産
物

な
の

で
、

そ
の

利
用

に
よ

り
、

環
境

負
荷

の
低

減
に

寄
与

す
る

エ
コ

な
コ

ン
ク

リ
ー

ト
で

す
。

長
寿

命
コ

ン
ク

リ
ー

ト
「

Ｌ
Ｌ

ク
リ

ー
ト

」
R
0
2
C

-
1
-
3

－
千

葉
窯

業
㈱

本
製

品
は

、
「

道
路

土
工

擁
壁

工
指

針
（

平
成

２
４

年
度

版
）

」
に

適
合

す
る

、
数

少
な

い
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
L

型
擁

壁
で

す
。

道
路

土
工

擁
壁

工
指

針
(平

成
2
4
年

度
版

)
適

合
L
型

擁
壁

「
Ｃ

Ｌ
Ｐ

－
Ⅲ

」

R
0
2
C

-
1
-
4

－
㈱

ト
ッ

コ
ン

本
製

品
は

、
円

筒
ブ

ロ
ッ

ク
、

円
筒

ブ
ロ

ッ
ク

の
横

連
結

材
・

上
下

連
結

材
、

中
詰

め
砕

石
か

ら
な

る
基

本
タ

イ
プ

と
基

本
タ

イ
プ

に
控

え
板

、
控

え
板

の
連

結
冶

具
を

取
り

付
け

控
長

を
長

く
し

た
控

え
板

タ
イ

プ
の

２
種

類
の

擁
壁

構
造

を
備

え
て

い
る

。

円
筒

ブ
ロ

ッ
ク

擁
壁

「
石

垣
P
B
(曲

面
擁

壁
)」

R
0
2
C

-
1
-
5

ー
㈱

ド
ペ

ル

本
製

品
は

、
自

然
光

や
照

明
光

を
吸

収
し

、
夜

間
、

暗
所

で
自

発
光

す
る

高
輝

度
蓄

光
製

品
で

あ
る

。
本

技
術

の
活

用
に

よ
り

、
震

災
な

ど
夜

間
の

停
電

時
で

も
夜

間
の

屋
外

や
暗

所
で

の
案

内
及

び
避

難
誘

導
標

示
、

階
段

段
差

等
危

険
箇

所
の

視
認

性
が

良
く

な
り

安
全

性
が

向
上

す
る

。

高
輝

度
蓄

光
製

品
「

ア
ベ

イ
ラ

ス
ア

ル
シ

オ
ー

ル
シ

リ
ー

ズ
」

R
0
2
C

-
2
-
1

ー
㈱

ド
ペ

ル

本
製

品
は

、
極

め
て

優
れ

た
防

滑
機

能
が

歩
行

者
の

安
全

確
保

と
、

滑
り

に
よ

る
転

倒
事

故
を

未
然

に
防

ぎ
、

施
主

や
施

設
管

理
者

の
損

害
賠

償
リ

ス
ク

を
大

幅
に

軽
減

す
る

防
滑

床
材

で
あ

る
。

極
め

て
耐

久
性

が
高

く
、

駅
な

ど
の

重
歩

行
箇

所
に

お
い

て
も

長
期

間
に

渡
り

防
滑

性
能

を
維

持
す

る
。

高
硬

度
防

滑
床

製
品

「
ア

ベ
イ

ラ
ス

ア
ン

プ
ロ

ッ
プ

」
R
0
2
C

-
2
-
2

－
ゼ

ニ
ス

羽
田

㈱

本
製

品
は

、
流

入
・

流
出

管
の

落
差

に
よ

り
発

生
す

る
水

の
落

下
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
、

ら
せ

ん
状

水
路

を
有

し
た

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
材

に
よ

り
回

転
さ

せ
な

が
ら

減
勢

さ
せ

る
、

内
空

サ
イ

ズ
φ

1
5
0
0
・

φ
2
0
0
0
・

φ
2
4
0
0
・

φ
2
8
0
0
の

4
種

を
規

格
化

し
た

組
立

マ
ン

ホ
ー

ル
で

あ
る

。

減
勢

効
果

の
あ

る
ら

せ
ん

状
水

路
と

維
持

管
理

を
容

易
に

す
る

昇
降

階
段

を
一

体
化

し
た

組
立

マ
ン

ホ
ー

ル
「

落
差

マ
ン

ホ
ー

ル
」

R
0
1
C

-
2
-
3

ー
サ

ン
コ

ー
テ

ク
ノ

㈱

本
工

法
は

、
紫

外
線

硬
化

型
F
R
P
シ

ー
ト

に
よ

る
鋼

構
造

物
の

鋼
板

部
補

修
工

法
で

、
従

来
は

鉄
板

溶
接

に
よ

る
補

修
で

対
応

し
て

い
た

。
本

技
術

の
活

用
に

よ
り

、
高

い
防

錆
性

を
有

す
る

F
R
P
シ

ー
ト

を
補

修
材

料
と

し
て

使
用

す
る

こ
と

で
、

溶
接

作
業

が
不

要
と

な
る

た
め

、
コ

ス
ト

の
縮

減
、

品
質

の
向

上
、

工
期

の
短

縮
が

図
れ

る
。

紫
外

線
硬

化
型

F
R
P
シ

ー
ト

「
e
-
シ

ー
ト

」
R
0
2
C

-
2
-
4

令令
和和

元元
年年

度度
にに

提提
案案

ささ
れれ

たた
技技

術術
掲掲

載載
提提

案案
者者

技技
術術

のの
概概

要要
技技

術術
のの

名名
称称

番番
号号

－
(有

)タ
ー

ト
ル

含
浸

材
塗

布
の

1
工

程
で

す
み

、
散

水
養

生
等

も
不

要
と

施
工

性
が

非
常

に
高

く
、

か
つ

、
安

価
に

施
工

で
き

る
。

本
材

料
は

、
完

全
無

機
ガ

ラ
ス

材
料

な
の

で
、

改
質

効
果

は
長

期
に

わ
た

り
持

続
す

る
。

新
設

コ
ン

ク
リ

ー
ト

だ
け

で
な

く
、

既
設

コ
ン

ク
リ

ー
ト

へ
の

施
工

も
可

能
で

あ
り

、
本

材
料

に
よ

る
表

層
部

緻
密

化
は

予
防

保
全

や
補

修
工

事
に

も
効

果
的

で
あ

る
。

高
い

中
性

化
抑

制
を

も
つ

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

面
含

浸
材

「
セ

ラ
グ

シ
タ

ー
ル

Ｐ
Ｒ

Ｏ
」

R
0
1
C

-
1
-
1

－
ゼ

ニ
ス

羽
田

(株
)

本
製

品
は

、
雨

水
貯

留
施

設
等

の
流

出
口

に
装

着
さ

れ
る

流
量

制
御

装
置

で
あ

る
。

取
水

口
か

ら
渦

流
形

成
室

に
進

入
し

た
水

流
は

、
取

水
側

の
水

位
が

一
定

以
上

に
な

る
と

旋
回

し
て

渦
流

と
な

り
、

発
生

し
た

渦
流

の
中

心
に

は
柱

状
の

空
気

核
（

ｴ
ｱ
ｰ

ｼ
ｬ
ﾌ
ﾄ
）

が
形

成
さ

れ
、

こ
の

空
気

柱
が

流
出

口
の

有
効

断
面

を
減

じ
、

流
出

量
が

抑
制

さ
れ

る
。

電
力

を
必

要
と

せ
ず

、
雨

水
貯

留
施

設
の

容
量

低
減

や
貯

留
機

能
の

向
上

が
可

能
と

な
る

。

渦
流

制
御

式
流

出
量

抑
制

装
置

「
ボ

ル
テ

ッ
ク

ス
バ

ル
ブ

」
R
0
1
C

-
1
-
2

－
関

東
Ｆ

Ｘ
工

業
会

本
製

品
は

、
道

路
側

溝
用

コ
ン

ク
リ

ー
ト

蓋
の

手
掛

け
部

分
を

、
セ

ン
タ

－
ス

リ
ッ

ト
及

び
サ

イ
ド

ス
リ

ッ
ト

に
変

え
る

こ
と

に
よ

り
集

水
能

力
が

向
上

し
、

セ
ン

タ
-
ス

リ
ッ

ト
を

1
0
ｍ

ｍ
に

す
る

こ
と

に
よ

り
車

椅
子

・
ベ

ビ
ー

カ
ー

の
車

輪
幅

に
配

慮
し

た
形

状
と

し
て

い
る

。

集
水

能
力

お
よ

び
安

全
性

を
向

上
さ

せ
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

蓋
「

Ｆ
Ｘ

側
溝

ス
リ

ッ
ト

蓋
」

R
0
1
C

-
1
-
3

－
(株

)シ
ラ

ヤ
マ

本
製

品
は

、
工

場
で

製
造

し
た

橋
梁

拡
幅

用
鋼

製
地

覆
で

あ
り

、
歩

道
幅

員
を

１
ｍ

以
上

拡
幅

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
橋

梁
本

体
に

補
強

が
不

要
な

た
め

、
コ

ス
ト

縮
減

が
図

れ
、

工
場

製
品

の
た

め
品

質
が

確
保

で
き

、
現

場
作

業
日

数
が

少
な

い
た

め
工

期
の

短
縮

が
図

れ
る

。

拡
幅

鋼
製

地
覆

「
ブ

リ
ッ

ジ
プ

ラ
ス

α
（

歩
道

タ
イ

プ
）

」

R
0
1
C

-
1
-
4

－
共

栄
建

材
工

業
(株

)

本
製

品
は

、
従

来
の

門
型

で
底

無
し

の
自

由
勾

配
側

溝
を

、
上

部
の

門
型

と
下

部
の

U
型

に
分

割
し

た
構

造
に

し
、

フ
ル

オ
ー

プ
ン

に
な

っ
た

開
口

部
か

ら
イ

ン
バ

ー
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
墨

打
ち

、
打

設
、

均
し

、
左

官
仕

上
げ

等
を

行
い

、
作

業
の

省
力

化
等

を
図

っ
た

上
下

分
割

式
の

自
由

勾
配

側
溝

で
あ

る
。

上
下

分
割

式
偏

芯
自

由
勾

配
側

溝
「

分
割

偏
芯

C
ド

レ
ー

ン
」

R
0
1
C

-
2
-
1

－
天

馬
(株

)

コ
ン

ク
リ

ー
ト

型
枠

の
多

く
は

、
南

洋
材

の
合

板
で

作
ら

れ
、

3
～

5
回

程
度

転
用

後
に

産
業

廃
棄

物
と

し
て

処
分

さ
れ

て
い

た
が

、
本

製
品

は
転

用
性

に
優

れ
て

お
り

、
転

用
す

る
こ

と
に

よ
り

工
事

現
場

で
の

合
板

の
産

業
廃

棄
物

発
生

を
抑

制
す

る
。

従
来

の
素

材
の

型
枠

と
比

べ
、

軽
い

・
錆

び
な

い
・

腐
ら

な
い

・
ア

ク
が

出
な

い
・

サ
サ

ク
レ

が
無

い
・

光
を

通
す

な
ど

様
々

な
メ

リ
ッ

ト
を

有
す

る
。

環
境

配
慮

型
型

枠
「

カ
タ

パ
ネ

ル
」

R
0
1
C

-
2
-
2

－
ゼ

ニ
ス

羽
田

(株
)

大
容

量
の

便
槽

と
雨

水
貯

水
槽

を
併

設
す

る
こ

と
で

、
機

能
性

に
優

れ
快

適
な

ﾄ
ｲ
ﾚ
環

境
を

長
期

間
保

て
る

、
ｵ
ｰ
ﾙ
ｲ
ﾝ
ﾜ
ﾝ
型

の
災

害
時

用
ﾄ
ｲ
ﾚ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
で

あ
る

。
便

槽
の

排
出

口
は

開
閉

式
ｹ
ﾞ
ｰ
ﾄ
の

た
め

、
下

水
道

が
崩

壊
又

は
行

政
か

ら
の

使
用

停
止

が
発

令
さ

れ
た

場
合

で
も

排
出

口
が

密
閉

で
き

る
た

め
、

大
容

量
の

貯
留

漕
に

溜
め

る
こ

と
が

で
き

、
ﾗ
ｲ
ﾌ
ﾗ
ｲ

ﾝ
が

復
旧

さ
れ

る
ま

で
の

期
間

継
続

し
て

使
用

が
可

能
と

な
る

。

雨
水

貯
留

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ト

式
災

害
時

用
ト

イ
レ

「
レ

ス
キ

ュ
ー

ト
」

R
0
1
C

-
2
-
3

39



平平
成成

33
00
年年

度度
にに

提提
案案

ささ
れれ

たた
技技

術術

掲掲
載載

提提
案案

者者
技技

術術
のの

概概
要要

技技
術術

のの
名名

称称
番番

号号

－
共

和
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

業
(株

)

セ
メ

ン
ト

に
特

殊
繊

維
（

鋼
、

有
機

）
を

加
え

る
こ

と
で

、
薄

肉
・

軽
量

で
高

強
度

・
高

耐
曲

げ
の

製
品

を
得

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
、

緻
密

な
組

織
構

成
と

な
る

こ
と

か
ら

透
水

（
気

）
係

数
が

非
常

に
小

さ
く

塩
害

・
凍

結
融

解
の

耐
久

性
に

優
れ

た
長

寿
命

材
料

と
し

て
、

補
修

が
必

要
な

期
間

を
延

長
す

る
こ

と
が

で
き

る
製

品
。

超
高

強
度

繊
維

補
強

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
品

「
ダ

ク
タ

ル
」

H
3
0
C

-
1
-
1

ー
チ

ヨ
ダ

ウ
ー

テ
(株

)

従
来

の
石

灰
や

セ
メ

ン
ト

系
固

化
材

と
異

な
り

、
泥

土
の

p
H
に

影
響

を
与

え
る

こ
と

な
く

中
性

域
（

排
水

基
準

：
p
H
5
.8

～
8
.6

）
の

ま
ま

、
短

時
間

（
3
0
分

～
2
時

間
程

度
）

で
固

化
処

理
で

き
る

「
環

境
に

や
さ

し
い

」
土

質
改

良
材

で
あ

る
。

石
膏

系
中

性
固

化
材

「
エ

コ
ハ

ー
ド

Ａ
Ⅱ

」
H
3
0
C

-
1
-
2

ー
亀

村
木

材
(株

)

完
全

無
機

ガ
ラ

ス
の

木
材

へ
の

塗
布

に
よ

り
、

紫
外

線
を

遮
断

し
、

吸
放

湿
性

を
妨

げ
る

こ
と

な
く

、
超

撥
水

性
、

防
汚

性
、

高
耐

久
性

を
付

加
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

り
、

従
来

の
塗

装
に

比
べ

定
期

的
な

再
塗

装
の

維
持

管
理

コ
ス

ト
が

大
幅

に
削

減
す

る
製

品
。

高
耐

候
性

木
材

保
護

塗
料

「
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｽ
ﾀ
ﾙ
ｳ
ｯ
ﾄ
ﾞ
+
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｽ
ﾀ
ﾙ
ｺ
ｰ
ﾄ

fo
rW

O
O

D
」

H
3
0
C

-
1
-
3

－
(株

)ビ
ー

・
ビ

ー
・

エ
ム

既
設

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
の

主
桁

や
下

部
構

造
及

び
支

承
の

腐
食

の
原

因
と

な
る

伸
縮

装
置

部
か

ら
の

漏
水

を
伸

縮
装

置
の

下
側

で
受

け
、

桁
側

面
へ

排
水

す
る

装
置

で
あ

る
。

設
置

が
容

易
で

あ
る

た
め

、
伸

縮
装

置
の

交
換

及
び

交
通

規
制

を
行

う
こ

と
な

く
設

置
が

可
能

。

既
設

道
路

橋
用

ゴ
ム

製
排

水
装

置
「

Ｂ
Ｂ

ド
レ

ー
ン

」
H
3
0
C

-
1
-
4

－
新

日
鐵

住
金

(株
)

砂
地

盤
の

液
状

化
対

策
工

法
で

あ
る

サ
ン

ド
コ

ン
パ

ク
シ

ョ
ン

パ
イ

ル
工

法
に

お
い

て
、

天
然

砂
の

代
替

材
料

と
し

て
、

製
鋼

ス
ラ

グ
単

体
ま

た
は

、
製

鋼
ス

ラ
グ

に
高

炉
徐

冷
ス

ラ
グ

も
し

く
は

水
砕

ス
ラ

グ
を

質
量

混
合

比
で

５
０

％
以

下
の

範
囲

で
混

合
し

て
製

造
さ

れ
た

、
地

球
環

境
に

優
し

く
、

建
設

コ
ス

ト
低

減
に

貢
献

で
き

る
副

産
物

活
用

製
品

。

水
硬

性
ス

ラ
グ

コ
ン

パ
ク

シ
ョ

ン
材

料
「

エ
コ

ガ
イ

ア
ス

ト
ン
Ⓡ

（
摩

擦
タ

イ
プ

）
」

H
3
0
C

-
1
-
5

－
(株

)シ
ラ

ヤ
マ

本
製

品
は

、
流

水
部

に
仕

切
り

を
設

け
る

こ
と

に
よ

り
、

流
速

を
早

く
し

て
土

砂
等

が
堆

積
し

に
く

く
な

り
、

排
水

機
能

の
低

下
が

生
じ

に
く

く
な

る
鋼

製
排

水
溝

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

た
め

の
コ

ス
ト

削
減

が
可

能
。

鋼
製

排
水

溝
「

ガ
ッ

タ
ー

ス
ク

リ
ー

ン
・

マ
ッ

ド
レ

イ
ド

」

H
3
0
C

-
1
-
6

－
共

和
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

業
(株

)

基
板

の
繊

維
強

化
セ

メ
ン

ト
板

に
天

然
石

を
一

体
化

し
た

軽
量

で
薄

型
の

環
境

修
景

パ
ネ

ル
で

、
多

孔
質

天
然

石
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

明
度

や
色

彩
を

抑
え

ら
れ

周
辺

環
境

と
の

調
和

を
図

る
こ

と
が

で
き

、
透

水
性

・
通

気
性

・
保

水
性

に
優

れ
る

た
め

、
動

植
物

の
生

息
・

生
育

に
必

要
な

環
境

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

多
孔

質
天

然
石

を
活

用
し

た
修

景
パ

ネ
ル

「
ビ

オ
フ

ィ
ル

ム
Ｈ

Ｋ
タ

イ
プ

」

H
3
0
C

-
2
-
1

ー
日

本
メ

サ
ラ

イ
ト

工
業

(株
)

カ
ル

グ
リ

シ
リ

ー
ズ

は
、

膨
張

性
頁

岩
を

約
1
,1

0
0
℃

で
燃

成
、

発
泡

さ
せ

た
人

工
軽

量
盛

土
で

あ
る

。
嵩

密
度

が
約

1
.1

-
1
.2

t/
ｍ

3
と

軽
く

か
つ

水
に

浮
か

ず
、

内
部

摩
擦

角
も

4
0
-
4
3

度
以

上
が

得
ら

れ
る

材
料

で
あ

る
。

主
原

料
は

千
葉

県
内

産
の

頁
岩

を
使

用
し

、
副

原
料

の
一

部
も

千
葉

県
内

の
上

下
水

道
の

脱
水

汚
泥

を
活

用
し

て
い

る
、

環
境

配
慮

型
の

リ
サ

イ
ク

ル
材

料
で

あ
る

。

人
工

軽
量

盛
土

「
カ

ル
グ

リ
・

カ
ル

グ
リ

Ｇ
」

H
3
0
C

-
2
-
2

平平
成成

22
９９

年年
度度

にに
提提

案案
ささ

れれ
たた

技技
術術

掲掲
載載

提提
案案

者者
技技

術術
のの

概概
要要

技技
術術

のの
名名

称称
番番

号号

ー
共

和
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

業
(株

)

主
に

河
川

・
海

岸
の

鋼
管

杭
や

鋼
矢

板
の

現
場

打
被

覆
工

は
木

製
、

鋼
製

の
型

枠
で

あ
っ

た
が

、
本

製
品

は
型

枠
と

し
て

使
用

す
る

と
と

も
に

本
体

の
一

部
と

し
て

躯
体

に
残

置
で

き
、

工
期

の
短

縮
及

び
施

工
性

の
向

上
を

図
れ

る
。

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

製
パ

ネ
ル

に
よ

る
鋼

(管
)矢

板
の

修
景

及
び

被
覆

「
オ

ー
ル

ガ
ー

ド
パ

ネ
ル

」

H
2
9
C

-
1
-
1

－
共

和
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

業
(株

)

主
に

港
湾

・
漁

港
の

既
設

岸
壁

で
従

来
は

鋼
製

型
枠

を
海

中
に

設
置

し
水

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

打
設

し
て

い
た

が
、

本
製

品
は

鋼
製

型
枠

代
替

え
で

使
用

し
躯

体
の

一
部

と
し

て
残

置
で

き
、

工
期

の
短

縮
及

び
施

工
性

の
向

上
を

図
れ

る
。

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
残

置
型

枠
「

残
置

型
枠

ブ
ロ

ッ
ク

」

H
2
9
C

-
1
-
2

－
新

日
鐵

住
金

(株
)

軟
弱

地
盤

改
良

材
「

ジ
オ

タ
イ

ザ
ー

®
」

は
鉄

鋼
ス

ラ
グ

を
原

料
と

し
た

石
灰

系
粒

度
調

整
材

で
あ

り
、

粒
状

材
料

の
た

め
施

工
性

が
良

く
粉

塵
が

た
た

な
い

、
バ

ラ
材

で
運

搬
・

保
管

が
出

来
る

の
で

取
り

扱
い

が
容

易
で

あ
る

。

軟
弱

地
盤

改
良

用
石

灰
系

粒
度

調
整

材
「

ジ
オ

タ
イ

ザ
ー

Ⓡ 」
H
2
9
C

-
1
-
3

ー
神

東
塗

料
(株

)

塗
料

中
の

さ
び

抑
制

剤
が

鋼
材

(鉄
)の

ア
ノ

ー
ド

溶
解

を
抑

制
す

る
効

果
を

有
し

、
鋼

材
腐

食
を

防
ぐ

機
能

を
有

し
て

い
る

。
本

塗
料

は
、

塗
替

え
塗

装
に

必
要

な
旧

塗
膜

適
性

を
有

し
て

お
り

、
塗

替
え

期
間

の
延

長
が

図
れ

る
。

さ
び

面
補

修
材

「
ス

ー
パ

ー
さ

び
コ

ー
ト

Ⅱ
」

H
2
9
C

-
1
-
4

－
田

中
ダ

イ
ヤ

工
業

(株
)

あ
と

施
工

ア
ン

カ
ー

の
コ

ア
穿

孔
が

既
設

構
造

物
の

鉄
筋

と
干

渉
し

た
場

合
に

、
穿

孔
内

壁
に

凸
凹

を
施

す
こ

と
で

高
密

着
さ

せ
、

短
い

定
着

長
(例

1
5
D
→

8
D
程

度
)で

も
引

抜
き

強
度

を
確

保
す

る
工

法
。

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

内
面

に
溝

を
切

削
す

る
内

面
溝

切
装

置
「

ス
プ

リ
ン

グ
ビ

ッ
ト

工
法

」

H
2
9
C

-
1
-
5

－
共

和
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

業
(株

)

従
来

の
現

場
打

ち
で

は
型

枠
の

設
置

・
撤

去
等

に
潜

水
作

業
員

で
対

応
し

て
い

た
が

、
躯

体
部

分
を

陸
上

で
組

み
立

て
重

機
で

海
中

に
設

置
す

る
こ

と
で

潜
水

作
業

日
数

を
大

幅
に

低
減

で
き

る
。

岸
壁

・
物

揚
場

用
型

枠
ブ

ロ
ッ

ク
「

ロ
ッ

ク
ブ

ロ
ッ

ク
」

H
2
9
C

-
2
-
1

ー
共

和
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

業
(株

)

従
来

は
現

場
打

ち
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

で
対

応
し

て
い

た
海

岸
・

河
口

の
波

返
し

護
岸

直
立

堤
を

、
大

型
ブ

ロ
ッ

ク
を

積
上

げ
る

こ
と

で
、

直
立

堤
本

体
工

を
築

造
で

き
る

。

「
波

返
し

直
立

堤
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
化

ブ
ロ

ッ
ク

」
H
2
9
C

-
2
-
2

－
新

日
鐵

住
金

(株
)

港
湾

工
事

等
で

発
生

す
る

軟
弱

な
浚

渫
土

(泥
土

)を
、

カ
ル

シ
ア

改
質

材
(転

炉
系

製
鋼

ス
ラ

グ
に

成
分

管
理

と
粒

度
調

整
を

施
し

た
材

料
)を

混
合

し
、

強
度

増
進

効
果

・
濁

り
抑

制
効

果
・

海
域

底
質

浄
化

効
果

等
を

付
与

し
た

土
質

材
料

。

転
炉

系
製

鋼
ス

ラ
グ

を
用

い
た

浚
渫

土
の

土
質

改
良

「
カ

ル
シ

ア
改

質
土

」

H
2
9
C

-
2
-
3

ー
栗

田
鑿

岩
機

(株
)

ダ
ム

や
橋

脚
、

水
路

等
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

表
面

等
の

処
理

用
に

従
来

の
ブ

レ
ー

カ
ー

と
は

違
い

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

破
砕

す
る

の
で

は
な

く
、

目
粗

し
或

い
は

チ
ッ

ピ
ン

グ
等

を
行

う
た

め
開

発
し

た
技

術
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

は
つ

り
機

「
ス

パ
イ

キ
ハ

ン
マ

ー
」

H
2
9
C

-
2
-
4

－
千

葉
窯

業
(株

)

塩
化

物
イ

オ
ン

浸
透

抵
抗

や
凍

結
融

解
抵

抗
に

優
れ

た
性

能
を

か
つ

高
い

曲
げ

強
度

を
有

し
ひ

び
割

れ
抵

抗
性

に
優

れ
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
品

で
、

従
来

に
対

し
，

塩
害

，
凍

害
や

中
性

化
等

に
対

す
る

耐
久

性
に

優
れ

る
。

耐
塩

害
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

品
「

ハ
イ

グ
レ

コ
ン

Ⓡ 」
H
2
9
C

-
2
-
5

40



平平
成成

22
88
年年

度度
にに

提提
案案

ささ
れれ

たた
技技

術術
掲掲

載載
提提

案案
者者

技技
術術

のの
概概

要要
技技

術術
のの

名名
称称

番番
号号

－
(株

)コ
ク

ヨ
ー

自
立

式
擁

壁
工

法
で

フ
ー

チ
ン

グ
(底

版
)が

無
い

構
造

の
た

め
、

施
工

時
の

自
由

度
が

高
く

工
期

短
縮

に
繋

が
り

、
発

生
土

が
抑

制
で

き
る

た
め

環
境

に
も

配
慮

し
た

工
法

。

自
立

式
擁

壁
工

法
「

ﾌ
ｰ
ﾁ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾚ
ｽ
・

ﾊ
ﾟ
ﾈ
ﾙ
工

法
」

H
2
8
C

-
1
-
1

－
カ

イ
エ

ー
共

和
コ

ン
ク

リ
ー

ト
(株

)

擁
壁

と
基

礎
ブ

ロ
ッ

ク
を

一
体

化
す

る
こ

と
に

よ
り

施
工

性
が

向
上

。
オ

リ
ジ

ナ
ル

型
枠

を
使

用
す

る
こ

と
に

よ
り

道
路

勾
配

に
あ

わ
せ

た
製

品
が

供
給

で
き

る
た

め
、

品
質

向
上

に
も

つ
な

が
る

製
品

。

Ｌ
型

擁
壁

「
フ

ェ
ン

ス
穴

付
Ｌ

型
擁

壁
」

H
2
8
C

-
1
-
2

－
カ

イ
エ

ー
共

和
コ

ン
ク

リ
ー

ト
(株

)

Ｌ
型

縁
塊

と
側

溝
を

一
体

化
す

る
こ

と
に

よ
り

コ
ス

ト
縮

減
を

図
る

と
と

も
に

、
エ

プ
ロ

ン
幅

を
狭

く
し

、
ス

リ
ッ

ト
排

水
溝

を
用

い
る

こ
と

に
よ

り
自

転
車

走
行

時
の

安
全

性
に

も
配

慮
し

て
い

る
製

品
。

ス
リ

ッ
ト

側
溝

「
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
側

溝
」

H
2
8
C

-
1
-
3

－
ﾅ
ﾉ
･
ｸ
ﾞ
ﾗ
ｽ
･
ｺ
ｰ
ﾄ
･

ｼ
ﾞ
ｬ
ﾊ
ﾟ
ﾝ
(株

)

無
機

ガ
ラ

ス
質

の
被

膜
で

対
象

物
を

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

す
る

こ
と

に
よ

り
素

材
の

耐
久

性
を

向
上

さ
せ

、
長

寿
命

化
に

寄
与

す
る

。
ま

た
落

書
き

等
の

汚
れ

か
ら

素
地

を
守

り
環

境
に

も
配

慮
し

た
材

料
。

無
機

質
ｶ
ﾞ
ﾗ
ｽ
ｺ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
材

「
ナ

ノ
グ

ラ
ス

コ
ー

ト
」

H
2
8
C

-
1
-
4

－
(株

)タ
ッ

ク

現
場

で
発

生
す

る
伐

採
材

や
伐

根
材

を
一

次
破

砕
し

た
ウ

ッ
ド

チ
ッ

プ
を

利
用

し
、

法
面

の
緑

化
を

行
う

環
境

に
配

慮
し

た
、

発
生

材
を

現
場

で
使

用
す

る
た

め
循

環
型

社
会

の
形

成
と

ゼ
ロ

・
ミ

ッ
シ

ョ
ン

を
実

現
し

た
工

法
。

法
面

保
護

工
「

マ
ル

チ
ス

プ
レ

ッ
ド

工
法

」
H
2
8
C

-
1
-
5

－
(株

)タ
ッ

ク
ウ

ッ
ド

チ
ッ

プ
に

土
粒

子
が

吸
着

す
る

効
果

を
利

用
し

、
現

場
か

ら
発

生
す

る
濁

水
を

緩
和

(環
境

配
慮

)す
る

た
め

の
フ

ィ
ル

タ
ー

等
と

し
て

使
用

。
発

生
材

利
用

の
た

め
コ

ス
ト

縮
減

に
も

繋
が

る
製

品
。

濁
水

抑
制

用
簡

易
フ

ィ
ル

タ
ー

「
ウ

ッ
ド

チ
ッ

プ
フ

ィ
ル

タ
ー

」
H
2
8
C

-
1
-
6

－
京

葉
ガ

ス
(株

)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
版

を
切

断
す

る
際

に
発

生
す

る
騒

音
を

軽
減

す
る

環
境

に
配

慮
し

た
防

音
パ

ネ
ル

で
、

軽
量

で
コ

ン
パ

ク
ト

に
折

り
畳

み
可

能
な

製
品

。

「
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
カ

ッ
タ

ー
用

可
動

式
防

音
パ

ネ
ル

」
H
2
8
C

-
1
-
7

－
共

和
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

業
(株

)

小
ス

パ
ン

の
橋

梁
架

け
替

え
に

適
し

、
交

差
角

を
任

意
に

設
定

で
き

、
使

用
す

る
カ

ル
バ

ー
ト

の
本

数
と

用
地

を
最

小
限

に
抑

え
る

こ
と

が
可

能
。

ま
た

二
次

製
品

で
あ

る
た

め
短

期
間

で
の

設
置

が
可

能
で

施
工

性
に

優
れ

た
製

品
。

「
斜

角
門

形
カ

ル
バ

ー
ト

」
H
2
8
C

-
2
-
1

－
(株

)横
河

ブ
リ

ッ
ジ

防
食

性
能

に
優

れ
た

ア
ル

ミ
合

金
押

出
し

材
を

使
用

し
た

橋
梁

用
点

検
通

路
で

、
重

量
が

従
来

製
品

と
比

較
し

軽
量

な
た

め
既

存
構

造
物

へ
の

負
担

を
少

な
く

抑
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

ア
ル

ミ
製

の
た

め
防

食
性

能
が

大
幅

に
向

上
し

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

低
減

が
図

れ
る

製
品

。

ア
ル

ミ
合

金
押

出
し

材
を

用
い

た
防

食
性

能
に

優
れ

た
橋

梁
検

査
路

「
Ｋ

Ｅ
Ｒ

Ｏ
（

ケ
ー

ロ
）

」

H
2
8
C

-
2
-
2

－
(株

)横
河

ブ
リ

ッ
ジ

パ
ネ

ル
上

を
自

由
に

歩
け

る
た

め
桁

間
を

隅
々

ま
で

点
検

す
る

こ
と

が
可

能
。

ま
た

気
密

性
を

確
保

し
た

敷
設

を
す

れ
ば

主
構

造
へ

の
劣

化
因

子
(飛

来
塩

分
等

)の
進

入
・

付
着

を
防

止
で

き
、

塗
装

塗
替

費
な

ど
の

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
コ

ス
ト

の
低

減
が

期
待

で
き

る
製

品
。

桁
下

面
を

塞
ぐ

ア
ル

ミ
合

金
製

の
常

設
作

業
足

場
パ

ネ
ル

「
ｃ

ｕ
ｓ

ａ
（

キ
ュ

ウ
サ

）
」

H
2
8
C

-
2
-
3

－
亀

村
木

材
(株

)

木
材

塗
装

面
を

難
燃

化
す

る
技

術
で

、
併

せ
て

保
護

塗
装

の
効

果
も

あ
る

た
め

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

低
減

が
期

待
出

来
る

。
ま

た
工

場
で

の
薬

液
注

入
に

よ
る

従
来

工
法

よ
り

ロ
ー

コ
ス

ト
、

且
つ

既
設

施
設

へ
の

施
工

も
可

能
な

技
術

。

難
燃

性
ガ

ラ
ス

系
塗

料
「

ブ
ル

ー
グ

ラ
ス

」
H
2
8
C

-
2
-
4

－
根

本
企

画
工

業
(株

)

ジ
ャ

イ
ロ

を
用

い
た

全
方

位
対

応
可

能
な

小
口

径
管

路
の

曲
り

測
定

装
置

で
、

鉛
直

方
向

だ
け

で
は

な
く

水
平

方
向

や
斜

方
向

に
も

対
応

可
能

な
た

め
、

様
々

な
用

途
に

適
用

す
る

こ
と

が
可

能
な

技
術

。

管
路

曲
り

測
定

装
置

「
ネ

モ
ナ

ビ
」

H
2
8
C

-
2
-
5

－
Ｊ

Ｆ
Ｅ

ス
チ

ー
ル

(株
)

結
合

材
に

高
炉

セ
メ

ン
ト

の
原

料
で

あ
る

高
炉

ス
ラ

グ
微

粉
末

、
骨

材
に

製
綱

ス
ラ

グ
、

混
和

剤
に

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
等

の
産

業
副

産
物

を
活

用
し

た
セ

メ
ン

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
代

替
技

術
。

鉄
鋼

ス
ラ

グ
水

和
固

化
体

製
ブ

ロ
ッ

ク
、

人
工

石
材

「
フ

ェ
ロ

フ
ォ

ー
ム

Ⓡ 」

H
2
8
C

-
2
-
6

－
新

日
鐵

住
金

(株
)

鉄
鋼

ス
ラ

グ
特

有
の

潜
在

水
硬

性
を

活
用

し
た

舗
装

材
料

で
、

適
量

の
散

水
と

重
機

に
よ

る
転

圧
を

行
う

こ
と

で
徐

々
に

固
化

が
進

み
、

土
系

舗
装

や
砕

石
舗

装
の

代
替

と
な

る
。

ま
た

固
化

に
よ

る
防

草
効

果
も

期
待

出
来

で
き

、
維

持
管

理
に

も
適

し
た

材
料

。

鉄
鋼

ス
ラ

グ
を

用
い

た
簡

易
舗

装
材

「
カ

タ
マ

Ⓡ Ｓ
Ｐ

」
H
2
8
C

-
2
-
7

平平
成成

22
77
年年

度度
にに

提提
案案

ささ
れれ

たた
技技

術術
掲掲

載載
提提

案案
者者

技技
術術

のの
概概

要要
技技

術術
のの

名名
称称

番番
号号

－
(株

)エ
ス

エ
ス

テ
ィ

ー
協

会

地
盤

を
円

柱
状

に
掘

削
し

、
地

上
に

排
出

し
た

掘
削

土
に

追
加

砂
と

セ
メ

ン
ト

系
固

化
剤

を
混

合
し

て
改

良
土

を
作

成
し

、
独

自
開

発
の

オ
ー

ガ
で

締
固

め
な

が
ら

充
填

す
る

置
換

式
柱

状
地

盤
改

良
工

法
。

置
換

式
柱

状
地

盤
改

良
工

法
「

S
S
T
工

法
」

H
2
7
C

-
1
-
1

－
岩

田
産

業
(株

)
マ

ン
ホ

ー
ル

昇
降

時
の

安
全

性
を

高
め

る
と

と
も

に
、

歩
行

者
へ

の
注

意
喚

起
や

転
落

防
止

に
な

る
、

設
置

撤
去

が
容

易
な

マ
ン

ホ
ー

ル
仮

設
転

落
防

止
柵

。

マ
ン

ホ
ー

ル
仮

設
転

落
防

止
柵

「
孔

柵
く

ん
」

H
2
7
C

-
1
-
2

－
エ

ヌ
テ

ィ
ー

ダ
ブ

リ
ュ

ー
(株

)

六
角

断
面

構
造

を
有

す
る

こ
と

に
よ

り
、

車
両

の
衝

突
に

よ
る

反
射

材
破

損
を

軽
減

で
き

る
と

と
も

に
、

反
射

シ
ー

ト
表

面
に

光
触

媒
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

施
す

こ
と

に
よ

り
、

高
い

防
汚

性
を

有
す

る
防

汚
型

車
線

分
離

標
。

防
汚

型
車

線
分

離
標

「
ウ

ェ
ー

ブ
ポ

ス
ト

」
H
2
7
C

-
1
-
3

－
京

葉
ガ

ス
(株

)
従

来
の

活
管

分
岐

継
手

を
用

い
た

ガ
ス

管
分

岐
工

事
の

技
術

を
改

良
し

、
作

業
性

の
向

上
・

工
事

費
の

削
減

を
図

っ
た

既
存

管
の

切
断

が
不

要
な

活
管

分
岐

継
手

。

シ
ャ

ッ
タ

ー
装

置
不

要
型

鋼
管

/
鋳

鉄
管

用
｢
ト

ラ
ン

ジ
シ

ョ
ン

活
管

分
岐

継
手

｣

H
2
7
C

-
1
-
4

－
柳

川
建

設
(株

)
軽

量
で

保
水

性
に

優
れ

た
天

然
素

材
（

火
砕

流
堆

積
積

物
）

を
使

用
し

た
、

屋
上

緑
化

な
ど

に
適

し
た

緑
化

用
ブ

ロ
ッ

ク
。

天
然

素
材

を
使

用
し

た
「

エ
コ

環
境

基
盤

」
H
2
7
C

-
1
-
5

－
(株

)シ
ー

シ
ー

エ
ス

老
朽

化
し

た
下

水
道

管
を

非
開

削
で

更
生

・
修

繕
す

る
技

術
で

、
地

上
か

ら
挿

入
し

た
本

管
構

成
材

を
空

気
圧

で
加

圧
し

、
温

水
で

硬
化

さ
せ

て
管

を
形

成
す

る
工

法
。

下
水

道
管

き
ょ

の
更

生
(反

転
・

形
成

工
法

)工
法

「
ス

ル
ー

リ
ン

グ
工

法
」

H
2
7
C

-
1
-
6

－
(株

)シ
ー

シ
ー

エ
ス

老
朽

化
し

た
下

水
道

管
を

非
開

削
で

更
生

・
修

繕
す

る
技

術
で

、
地

上
か

ら
挿

入
し

た
硬

質
塩

化
ビ

ニ
ル

製
の

帯
板

を
既

設
管

内
に

螺
旋

状
に

巻
き

た
て

製
管

す
る

工
法

。

下
水

道
管

き
ょ

の
更

生
(製

管
工

法
)工

法
「

Ｓ
Ｗ

ラ
イ

ナ
ー

工
法

」

H
2
7
C

-
1
-
7

－
京

新
工

業
(株

)
ワ

ン
タ

ッ
チ

ロ
ッ

ク
つ

き
イ

ン
サ

ー
ト

を
用

い
る

こ
と

で
安

全
な

吊
上

反
転

を
可

能
と

し
た

反
転

吊
具

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

二
次

製
品

反
転

吊
上

工
法

「
Ｔ

Ｌ
イ

ン
サ

ー
ト

」

H
2
7
C

-
1
-
8

－
(有

)タ
ー

ト
ル

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
に

不
溶

性
の

ガ
ラ

ス
物

質
を

浸
透

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

表
面

部
を

綿
密

化
さ

せ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

劣
化

防
止

を
は

か
る

技
術

で
、

適
用

範
囲

は
新

設
だ

け
で

は
な

く
既

設
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

も
使

用
可

能
で

長
寿

命
化

に
も

有
効

な
工

法
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

劣
化

防
止

工
法

「
フ

ァ
イ

ン
ク

リ
ス

タ
ル

Ｓ
＆

Ｔ
Ｏ

Ｐ
工

法
」

H
2
7
C

-
2
-
1

－
イ

ン
テ

リ
ア

い
と

う
(有

)

床
材

な
ど

に
使

用
さ

れ
て

い
る

長
尺

塩
ビ

床
材

を
撤

去
す

る
際

に
、

従
来

機
と

比
較

し
低

振
動

・
低

騒
音

を
可

能
と

し
た

技
術

で
、

粉
じ

ん
等

を
最

小
限

に
抑

え
ら

れ
る

な
ど

、
周

辺
環

境
に

配
慮

し
て

い
る

工
法

。

長
尺

塩
ビ

シ
ー

ト
用

・
環

境
配

慮
型

床
材

剥
離

機
「

S
e
re

n
a
-
m

e
n
te

(ｾ
ﾚ
ﾅ
・

ﾒ
ﾝ
ﾃ
)」

H
2
7
C

-
2
-
2

－
大

昌
建

設
(株

)

こ
れ

ま
で

人
力

で
施

工
し

て
い

た
高

所
法

面
の

掘
削

・
整

形
等

の
作

業
を

機
械

化
(ロ

ッ
ク

ク
ラ

イ
ミ

ン
グ

マ
シ

ー
ン

)す
る

こ
と

に
よ

り
、

安
全

性
・

施
工

性
を

向
上

さ
せ

た
工

法
。

｢
高

所
法

面
掘

削
機

に
よ

る
掘

削
工

法
｣

H
2
7
C

-
2
-
3

－
大

昌
建

設
(株

)

高
所

法
面

・
急

傾
斜

・
ダ

ム
工

事
現

場
等

の
ロ

ッ
ク

ボ
ル

ト
工

に
て

、
足

場
を

必
要

と
せ

ず
、

主
ア

ン
カ

ー
と

自
走

式
ア

ン
カ

ー
ロ

ッ
ク

マ
シ

ン
を

主
ワ

イ
ヤ

ー
ロ

ー
プ

で
固

定
し

、
遠

隔
操

作
で

作
業

が
出

来
る

工
法

。

｢
無

足
場

ロ
ッ

ク
ボ

ル
ト

工
法

｣
H
2
7
C

-
2
-
4

－
(株

)ア
バ

ン
設

計

木
造

建
築

物
に

お
い

て
揺

れ
を

抵
抗

・
減

衰
さ

せ
、

地
震

で
歪

ん
だ

建
物

を
復

元
し

て
地

震
か

ら
守

る
。

製
品

は
コ

ン
パ

ク
ト

な
た

め
新

築
か

ら
リ

フ
ォ

ー
ム

ま
で

幅
広

く
取

付
可

能
な

製
品

。

制
震

装
置

｢
Ｂ

Ｏ
Ｓ

Ｈ
Ｉ

Ｎ
(ボ

ウ
シ

ン
)｣

H
2
7
C

-
2
-
5

－
京

葉
ガ

ス
(株

)

鋼
管

及
び

鋳
鉄

管
(内

面
ラ

イ
ニ

ン
グ

管
含

む
)を

切
断

す
る

技
術

で
、

従
来

は
応

力
が

か
か

り
切

断
に

時
間

が
か

か
っ

て
い

た
よ

う
な

箇
所

で
も

、
エ

ン
ド

ミ
ル

に
よ

り
ス

ム
ー

ズ
に

切
断

で
き

、
作

業
時

間
も

短
縮

で
き

る
こ

と
か

ら
、

交
通

渋
滞

緩
和

に
も

つ
な

が
る

工
法

。

｢
エ

ン
ド

ミ
ル

を
用

い
た

金
属

管
高

速
切

断
機

｣
H
2
7
C

-
2
-
6
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平平
成成

22
66
年年

度度
にに

提提
案案

ささ
れれ

たた
技技

術術
掲掲

載載
提提

案案
者者

技技
術術

のの
概概

要要
技技

術術
のの

名名
称称

番番
号号

－
(株

)テ
ラ

コ
ン

蓋
全

面
に

集
水

用
開

孔
部

を
設

け
る

こ
と

で
集

水
機

能
を

向
上

さ
せ

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

側
溝

蓋
。

金
属

製
側

溝
蓋

と
の

組
み

合
わ

せ
が

不
要

と
な

る
た

め
、

コ
ス

ト
縮

減
に

も
な

る
。

集
水

型
側

溝
用

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
蓋

「
ア

ー
ト

ス
」

H
2
6

-
1
-
2

－
岩

田
産

業
(株

)

地
震

時
等

の
揺

れ
に

対
し

て
高

い
脱

輪
抑

制
効

果
が

見
込

め
る

ほ
か

、
現

地
プ

レ
ハ

ブ
組

立
の

た
め

取
り

付
け

が
容

易
な

下
水

処
理

場
沈

殿
池

等
の

汚
泥

か
き

寄
機

の
脱

輪
抑

制
装

置
。

「
汚

泥
掻

寄
機

の
脱

輪
抑

制
装

置
」

H
2
6

-
1
-
3

－
Ｊ

Ｆ
Ｅ

テ
ク

ノ
ワ

イ
ヤ

(株
)

ガ
ー

ド
ケ

ー
ブ

ル
、

落
石

柵
、

落
石

網
等

に
使

用
す

る
高

耐
食

性
の

ワ
イ

ヤ
ロ

ー
プ

。
従

来
の

亜
鉛

メ
ッ

キ
処

理
に

対
し

て
、

高
耐

久
性

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

被
覆

に
す

る
こ

と
に

よ
り

防
食

性
、

耐
候

性
を

向
上

さ
せ

た
。

落
石

防
護

柵
「

高
耐

食
性

ワ
イ

ヤ
ロ

ー
プ

(３
×

７
)」

H
2
6

-
1
-
4

－
日

本
Ｉ

ホ
ー

ル
工

業
会

(千
葉

窯
業

(株
)内

)

内
径

2
.5

m
ま

で
の

管
に

適
用

で
き

る
組

立
型

マ
ン

ホ
ー

ル
で

、
現

場
打

ち
工

法
に

比
べ

省
力

化
、

工
期

短
縮

が
期

待
で

き
る

。

矩
形

組
立

マ
ン

ホ
ー

ル
「

Ｉ
(ア

イ
)ホ

ー
ル

」
H
2
6

-
1
-
5

－
千

葉
窯

業
(株

)
路

側
幅

を
縮

小
す

る
こ

と
に

よ
り

、
限

ら
れ

た
ス

ペ
ー

ス
で

の
自

転
車

道
の

整
備

優
位

性
を

有
す

る
函

渠
型

側
溝

。
「

自
転

車
道

対
応

用
函

渠
型

側
溝

」
H
2
6

-
1
-
6

－
千

葉
窯

業
(株

)

コ
ン

ク
リ

ー
ト

蓋
に

球
面

支
持

部
及

び
横

ず
れ

防
止

キ
ー

を
設

け
、

車
両

走
行

時
の

ガ
タ

ツ
キ

音
を

消
音

す
る

。
ま

た
、

本
体

側
面

を
鉛

直
フ

ラ
ッ

ト
面

と
し

た
こ

と
に

よ
り

、
省

ス
ペ

ー
ス

化
、

施
工

性
の

向
上

が
図

ら
れ

る
。

省
ス

ペ
ー

ス
消

音
側

溝
「

S
N
側

溝
」

H
2
6

-
1
-
7

掲掲
載載

提提
案案

者者
技技

術術
のの

概概
要要

技技
術術

のの
名名

称称
番番

号号

－
千

葉
県

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
品

協
同

組
合

端
部

に
ウ

ェ
ー

ブ
状

の
溝

を
設

け
る

こ
と

で
雑

草
の

繁
殖

を
抑

制
す

る
道

路
用

側
溝

。
雑

草
抑

制
型

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
製

品
「

ウ
ェ

ー
ブ

ボ
ウ

ソ
ウ

」
H
2
5

-
1
-
1

－
京

葉
興

業
(株

)
再

生
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
を

使
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

柔
軟

で
軽

く
、

養
生

面
に

良
く

馴
染

む
施

工
性

に
優

れ
た

敷
板

。

再
生

ﾎ
ﾟ
ﾘ
ｴ
ﾁ
ﾚ
ﾝ
樹

脂
製

敷
板

「
ｽ
ｰ
ﾊ
ﾟ
ｰ
ｼ
ﾞ
ｭ
ﾗ
ｲ
ﾄ
ｼ
ﾘ
ｰ
ｽ
ﾞ
」

H
2
5

-
1
-
2

－
(株

)ト
ッ

コ
ン

河
川

護
岸

の
養

生
な

ど
自

然
生

態
系

の
保

全
・

復
元

機
能

を
も

つ
多

孔
な

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

。
「

多
自

然
環

境
ブ

ロ
ッ

ク
（

V
C
シ

リ
ー

ズ
）

」
H
2
5

-
1
-
3

－
(株

)ト
ッ

コ
ン

背
面

に
正

面
壁

と
同

等
の

背
面

壁
を

設
け

た
H
型

形
状

と
す

る
こ

と
で

裏
型

枠
等

が
不

要
と

な
り

、
施

工
性

と
品

質
が

向
上

さ
れ

た
ブ

ロ
ッ

ク
。

「
自

立
型

間
知

ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
積

工
法

」
H
2
5

-
1
-
4

－
(株

)ト
ッ

コ
ン

構
造

物
の

基
礎

地
盤

面
に

コ
マ

型
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
を

敷
き

並
べ

た
軟

弱
地

盤
改

良
工

法
で

、
沈

下
抑

制
効

果
が

大
き

い
。

コ
マ

型
基

礎
工

法
「

ト
ッ

プ
ベ

ー
ス

工
法

」
H
2
5

-
1
-
5

－
(株

)ト
ッ

コ
ン

ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
間

の
結

合
に

連
結

ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
と

連
結

ﾋ
ﾟ
ﾝ
を

用
い

た
多

自
然

型
大

型
空

積
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
で

、
練

積
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
(擁

壁
)と

同
等

の
強

度
が

期
待

で
き

る
。

連
結

ボ
ル

ト
結

合
に

よ
る

多
自

然
型

大
型

空
積

ブ
ロ

ッ
ク

「
ロ

ボ
ッ

ク
」

H
2
5

-
1
-
6

－
(株

)ト
ッ

コ
ン

1
.6

個
/
㎡

(通
常

の
約

6
倍

)の
規

格
を

持
つ

大
型

積
み

ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
で

、
法

止
擁

壁
や

河
川

護
岸

の
施

工
性

や
品

質
の

向
上

が
期

待
で

き
る

。

大
型

練
積

ブ
ロ

ッ
ク

「
V
ロ

ッ
ク

」
H
2
5

-
1
-
7

－
(株

)ト
ッ

コ
ン

こ
れ

ま
で

現
場

打
ち

で
対

応
し

て
い

た
も

の
を

、
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
製

品
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

施
工

性
が

向
上

し
工

期
の

短
縮

が
図

ら
れ

る
。

自
立

型
間

知
ブ

ロ
ッ

ク
積

用
「

基
礎

ブ
ロ

ッ
ク

」
H
2
5

-
1
-
8

－
(株

)活
充

企
画

従
来

の
か

ご
マ

ッ
ト

工
法

に
お

い
て

、
連

結
に

使
用

し
て

い
た

コ
イ

ル
を

Ｅ
リ

ン
グ

に
す

る
こ

と
に

よ
り

、
施

工
性

の
向

上
性

が
図

ら
れ

る
。

か
ご

マ
ッ

ト
連

結
材

「
E
リ

ン
グ

」
H
2
5

-
1
-
9

－
(株

)活
充

企
画

油
流

出
事

故
の

初
期

対
応

の
油

吸
着

材
で

、
水

を
一

切
吸

わ
ず

に
油

分
の

み
を

吸
着

す
る

1
0
0
％

天
然

繊
維

の
環

境
に

配
慮

し
た

製
品

。
自

重
の

4
0
倍

以
上

の
吸

着
力

が
あ

る
。

天
然

繊
維

油
吸

着
材

「
エ

コ
パ

ッ
ト

」
H
2
5

-
1
-
1
0

－
(株

)道
路

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト

炭
素

繊
維

を
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
で

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ボ
ー

ド
に

内
蔵

し
た

構
造

の
パ

ネ
ル

で
、

剥
落

防
止

効
果

を
発

揮
す

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

補
強

工
法

。

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
構

造
物

補
強

工
法

「
F
K
パ

ネ
ル

工
法

」
H
2
5

-
1
-
1
1
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